
1 男女共同参画
基本計画の進
行管理

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画推進の総
合的かつ効果的な執行を
確保することを目的とし
て、男女共同参画基本計
画進行管理規程に基づ
き、目的を達成するため
の事業に係る進捗状況を
把握し、適切な進行管理
を図る。

・男女共同参画基本計画の進捗状況を把握し、平
成28年度の実施計画及び平成27年度の実績報
告をまとめた。
報告書は、平成27年10月から施行された「ふじみ
野市男女共同参画推進条例」により設置された男
女共同参画推進審議会及び庁内の男女共同参
画推進会議において、意見・質疑を聴取したもの
を担当課において、確認・修正を行い、完成させて
ホームページ等において報告した。

【男女共同参画推進審議会開催日】
　第1回会議　　平成28年6月24日（金）
　　 　　　　　　 　出席委員 １０人
　第2回会議　　平成29年1月12日（木）
　　　　　　　　　　出席委員 全１２人

【男女共同参画推進会議（庁内）開催日】
　第1回会議　　平成28年5月20日（金）
　　　　　　　　　　出席委員 全１５人（代理出席含
む）
　第2回会議　　平成28年12月21日（水）
　　　　　　　　　　出席委員 １２人（代理出席含む）

4 あ
る程
度

毎年度、施策に該当する担当課に実施状
況と事業計画を提出してもらい、進捗状況
を把握した。内容は男女共同参画推進会
議に報告し、さらに平成27年度以降は外
部有識者で構成する男女共同参画推進
審議会に報告してチェックを受けている。
審議会等で指摘があった内容は担当課に
伝え、施策の実効性を高めている。

3 現状
維持

引き続き男女共同参画の視点に立った施
策を実施する必要があり、また社会情勢
に即した施策の実施、見直しが必要であ
るので、庁内、外部有識者等でチェックを
しながら取り組みを続けていく。

(記入なし）

ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

①
 

男
女
共
同
参
画
推
進
状
況
に
関
す
る
調
査
・
研
究

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
　平成27年度に外部委員によって構成される男女共同参画推進審議会が発足したことにより、計画と施策の進行管理により客観的な評価が加わり、実効性が高まったといえる。今後は、進行管理と評価を
これまで以上に担当課や市民に浸透していけるよう努める仕組み作りをする。

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

１
 

市
民
意
識
の
高
揚

１
 

男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発

資料５
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

2 市民参画によ
る男女共同参
画まちづくり委
託事業の推進

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画に関する市
民の認識と理解を深める
ための啓発事業を市民団
体に委託し、市民の主体
的な活動による男女共同
参画社会の実現をめざ
す。

・公募したところ４団体６事業の応募があり、３事
業を委託した。
【事業①】
学習会「暮らしの中の選択的夫婦別姓-結婚改姓
で困っていませんか？-」
講師：早坂由起子氏（弁護士）・パネリスト3名
日時：11月23日（水・祝日）午後2時～午後4時
会場：産業文化センター第３会議室
参加人数：33人
実施団体：ふじみ野市男女共同参画をすすめる市
民の会
実施額：78,144円
【事業②】
映画会「パレードへようこそーＬＧＢＴについて考え
るー」
日時：平成29年1月21日（土）午後2時～午後4時
30分
会場：西公民館地下ホール
参加人数：61人
実施団体：ふじみ野市男女共同参画をすすめる市
民の会
実施額：73,774円
【事業③】
講演会「産廃業からリサイクル企業へ大変身！～
女社長の奮闘記～」
講師：石坂典子氏（石坂産業株式会社代表取締
役）
日時：平成29年2月3日（金）午後2時～午後4時
会場：サービスセンターホール
参加人数：97人
実施団体：ふじみ野市男女共同参画をすすめる市
民の会
実施額：95,020円

4 あ
る程
度

主体的に事業を提案していただける団体
があり、効果的な事業が行えている。男女
共同参画への理解が深まったかどうかは
毎回参加者のアンケートをとり確認してい
るが、概ね理解が深まったという意見をい
ただいており、事業の効果を裏付けてい
る。
しかし、もっと多くの市民に参加してもら
い、市民に広く男女共同参画の意識が浸
透してもらいたい。団体の特性やノウハウ
を活かして効果的な広報活動をしていけ
るようにしたい。

3 現状
維持

市内で活動する団体と連携して効果的な
方法を検討する。内容についても事務局
からニーズのあるものを提案していくこと
も検討する。

(記入なし） ※対象の団体を男女共同参画に特化した
団体に限るかどうか、または今までのよう
に団体の活動内容に限らず、男女共同参
画に関する内容を実施するのであれば対
象とするか検討する。

3 国の男女共同
参画に関する
強化週間に合
わせた啓発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画週間（6月）
と女性に対する暴力をなく
す運動週間（11月）に合わ
せて、市内公共施設を活
用し、様々な啓発事業を
実施する。

・男女共同参画パネル展＆図書展示
○パネル展
　【開催期間】6月7日（火）～14日（火）
　【パネル内容】「スポーツと女性」
「知っていますか？デートＤＶ」
　【パネル借用先】埼玉県男女共同参画推進セン
ター
　【会場】市役所本庁舎ギャラリー
○図書展示
　【開催期間】
　大井図書館5月31日（火）～6月26日（日）
　上福岡図書館6月1日（水）～6月30日（木）
・ＤＶパネル展＆図書展示
○パネル展
　【開催期間】11月15日(火)～11月24日（木）
　【パネル内容】「ドメスティック・バイオレンス」
「知っていますか？デートＤＶ」
　【パネル借用先】埼玉県男女共同参画推進セン
ター
　【会場】市役所本庁舎ギャラリー
○図書展示
　【開催期間】11月15日（火）～11月27日（日）
　【会場】大井図書館・上福岡図書館

4 あ
る程
度

6月の男女共同参画週間に合わせたパネ
ル展では埼玉県男女共同参画推進セン
ターで保有している数多くのパネルから、
毎年テーマを選び、展示している。普段は
気付きにくい視点についても紹介されてい
て、啓発の効果はあると思われる。
11月の女性に対する暴力をなくす運動週
間については、県が主催し、県内市町村
が参加する「パープルリボンキャンペー
ン」も同時に実施し、来場者の注目をあつ
め効果を上げる工夫をした。
課題としては、展示会場に職員が常駐し
ていないため、来場者数や参加者の感想
などが把握できていないことがあげられ
る。

3 現状
維持

事業の効果を図るものとして、アンケート
用紙を設置し回収するなど、来場者数や
参加者の感想を把握すること方法を検討
したい。同期間に実施する図書館での展
示に関しては、展示した図書の貸し出し状
況の記録などを得て効果を図る手段を検
討したい。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
　市役所ギャラリーや図書館など、人が多く出入りするところでの啓発活動、また市民や市民団体との関わりを持ち、市民ひとりひとりに男女共同参画の意識が浸透するよう心がけた。今後については、より
一層市民の目と耳に触れる機会を持てる施策を検討する。

②
　
意
識
啓
発
活
動
の
推
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

上福岡図
書館

上福岡図
書館

・ 男女共同参画に関する図書の展示を行った。
●上福岡図書館
 【開催期間】６月１日（水）～６月３0日（木）
 【開催期間】１１月１５日（火）～１１月２７
                 日（日）

5 十
分

テーマ展示を継続して行うことにより、本
を選ぶ際に男女共同につながるものを意
識して選ぶようになった。展示終了後も定
番の本と新しい本を開架に並べるようにし
ている。

3 現状
維持

選書の質を落とすことなく、展示を充実さ
せ利用につながるよう今後も継続してい
く。

(記入なし）

大井図書
館

大井図書
館

・ 男女共同参画に関する図書の展示を行った。
●大井図書館
 【開催期間】５月３１日（火）～６月２６日（日）
 【開催期間】１１月１５日（火）～１１月２７日（日）

5 十
分

テーマ展示を継続して行うことにより、本
を選ぶ際に男女共同につながるものをあ
らためて意識して選ぶようになった。展示
終了後も定番の本と新しい本を開架に並
べるようにしている。

3 現状
維持

選書の質を落とすことなく、展示を充実さ
せ利用につながるよう今後も継続してい
く。

(記入なし）

3 国の男女共同
参画に関する
強化週間に合
わせた啓発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画週間（６月）
に合わせて、男女共同参
画に関する図書を効果的
に展示することで意識啓
発を図る。

・男女共同参画に関する図書の展示を行った。
【開催期間】
　大井図書館5月31日（火）～6月26日（日）
　上福岡図書館6月1日（水）～6月30日（木）

4 あ
る程
度

市内に二つある図書館で所蔵する男女共
同参画に関する図書を選んでもらい、展
示している。展示を見た人がどれくらい
か、見た人の感想がどのようなものかを
検証することが難しい。

3 現状
維持

図書館への来場者の変化や展示した本を
借りた人の数などを把握することができれ
ば、啓発効果の検証材料になると思われ
る。

(記入なし）

4 キャッチフレー
ズを活用した啓
発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

公募により採用された啓
発用キャッチフレーズを各
種チラシ等に掲載し、市民
や事業所等に向けて啓発
する。

・チラシやポスターなど作成の際にキャッチフレー
ズを掲載した。

「性別を　超えて築く　笑顔のみらい」
「素敵だね　男女がキラキラ　輝く社会」
「パートナーシップ　実行中」

4 あ
る程
度

キャッチフレーズは市ホームページの男
女共同参画のページで紹介しているほ
か、当室が実施する男女共同参画に関す
る事業のチラシや、男女共同参画プラン
進捗状況報告書の表紙に掲載している。
掲載できる媒体を多くして、市民の目に触
れる機会を増やすことが課題になる。

2 拡充 第2次男女共同参画基本計画を策定する
のに合わせて、新たなキャッチフレーズを
募集することを検討したい。決定時には市
報やホームページで紹介するほか、市の
発行物など、目に触れる機会を増やした
い。

(記入なし）

5 男女共同参画
職員研修会の
実施

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画社会づくり
をめざし、全職員を対象
に、人事課で計画した男
女共同参画職員研修の
企画・実施をする。

【実施日時】平成28年12月16日（金）午後1時30分
～午後3時30分
【会場】上福岡公民館3階ホール
【修了者】55人
【テーマ・講師】
①「ハローワークにおける女性への就労支援等に
つい
   て」
　講師：川越公共職業安定所　次長　吉澤久雄氏
②「女性労働と男女共同参画」
　講師：女性就業支援全国展開事業 女性就業支
援専門員　宮越泰子氏

5 十
分

各年、さまざまな専門分野の講師をお招
きし、研修を実施している。受講後のアン
ケートによると、内容については「理解で
きた」「まあ理解できた」という意見が多く、
内容についても「大変良かった」「良かっ
た」とする意見が多数であり、研修の意義
が受講者に浸透したことがわかる。しか
し、全庁を対象にした研修では日程や業
務の都合、また会場の都合により受講者
が多くても50数名と限られるため、より多く
の職員が受講できるようにすることが課題
となる。

3 現状
維持

すべての職員が度男女共同参画に関す
る研修を受講し、理解を深めることができ
るよう、受講者の管理をして未受講者を優
先的に受講できるようにすることが必要だ
と思われる。
また、職員を対象にしているものであるこ
とから、人事課の主管として受講者管理を
していくことを検討していきたい。

(記入なし）

6 生涯学習まち
づくり出前講座
の活用

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

生涯学習まちづくり出前
講座を活用し、男女共同
参画に関係する内容につ
いて、市民団体等からの
要請を受け、市民団体等
に出向いて説明する。
○ドメスティック・バイオレ
ンス、セクシャル・ハラスメ
ント、ワーク・ライフ・バラン
スなど

・生涯学習まちづくり出前講座の要請はなし。 1 未
実施

協働推進課が所管する出前講座のメ
ニューの中に、男女共同参画の講座があ
るが、平成25年以降依頼がなく実施して
いない。依頼がないということは関心が低
いことの現れかもしれないので、周知が課
題となる。

5 廃止・
計画外

協働推進課が主管課となっているので計
画の対象から外す。出前講座の依頼が
あったときの事務処理は対応する。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

6 生涯学習まち
づくり出前講座
の活用

協働推進
課

生涯学習
課

生涯学習まちづくり出前
講座を活用し、男女共同
参画に関係する内容につ
いて、市民団体等からの
要請を受け、市民団体等
に出向いて説明する。
○ドメスティック・バイオレ
ンス、セクシャル・ハラスメ
ント、ワーク・ライフ・バラン
スなど

出前講座形式で「男女共同参画の実現をめざして
～だれもが自分らしく活躍するまちふじみ野～」を
用意。市のホームページ及び生涯学習ガイドブッ
クに掲載し、周知及び啓発を促した。

3 あ
まり
十分
でな
い

　平成２８年度は介護や健康に関する依
頼のみでしたが、主なトレンドは、健康・防
災・環境（ごみ処理関係）です。
　本事業の課題としては２点あるものと考
えます。
　１点目は、実績の低迷です。「出前」であ
る以上市民からのニーズが起点となる事
業ですが、ニーズの低迷は行政の発信力
が不足してしまっていることが原因に考え
られます。
　２点目は、利用のし辛さです。本事業は
市内団体が対象であり、会場も用意しなく
てはなりません。そのため出前講座のメ
ニューの中に魅力的な講座を見つけても
個人がそれを利用するのは困難です。
　後者の課題は出前講座の枠組みでは
解決できないかもしれませんが、個人が
受講できる行政が提供する講座があれば
前者の課題解決の試金石にもなる可能性
があります。

2 拡充 　現行の広報と斡旋事務は継続しつつ、
平成２８年度に開校した市民大学ふじみ
野での職員講師による講座の実施を模索
します。
　市民大学の枠組みで実施することは、
市民大学の広報プラットフォームを活用で
きる点と、個人でも参加しやすいという点
でメリットがあると考えられます。

ふじみ野市生涯学習推進計
画

ふじみ野市生きがい学習ま
ちづくり出前講座実施要綱

7 男女共同参画
を推進している
個人や団体の
発掘、推薦

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

埼玉県が募集しているさ
いたま輝き荻野吟子賞を
周知し、推薦する個人・事
業所を発掘する。

・推薦なし 1 未
実施

埼玉県が募集している荻野吟子賞につい
ての周知を行っているが、市内で該当す
る事業所や個人の発掘が難しい。当室に
おいて事業所の情報を得られていないこ
とが課題となっている。

5 廃止・
計画外

県の事業であるので、計画の対象から外
す。事務処理は対応する。

(記入なし）

8 男女共同参画
推進条例の制
定

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画社会実現に
向けて、平成２６年度まで
に条例の制定をめざす。

・「ふじみ野市男女共同参画推進条例」を平成２７
年６月議会に上程。10月1日施行したため、実施
済み

5 十
分

平成27年10月1日に条例を施行し、目的
を達成した。

5 廃止・
計画外

条例は制定されたので計画から外す。 (記入なし）

9 男女共同参画
宣言都市の実
現

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女共同参画宣言都市
の実現に向け、引き続き
調査・検討をする。

・実績なし 1 未
実施

男女共同参画宣言については、これまで
議論の対象とすることができなかった。新
しい計画策定に合わせ、審議会等に諮り
検討していく。

2 拡充 第2次男女共同参画基本計画策定に合わ
せて宣言できるか、または計画期間中に
宣言できるか審議会等の場で提案し、審
議する。

(記入なし）

10 フクトピア内交
流ライブラリー
を活用した情報
の提供

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

フクトピア内交流ライブラ
リーを有効に活用し、市民
への情報提供や意識の
向上を図る。

・男女共同参画の関連図書を9冊購入し設置し
た。
また、県や市が発行した啓発資料を設置して啓発
に努めた。
【購入図書】
１　ほとんどの社員が17時に帰る
　　 10年連続右肩上がりの会社
２　輝く女性のための女性活躍推進ハンドブック
３　女性活躍　最強の戦略（日経DUALの本）
４　働く女性たちへ　勇気と行動力で人生は変わる
５　先生と親のためのLGBTガイド
　　 もしあなたがカミングアウトされたなら
６　LGBTなんでも聞いてみよう
　　 中・高生が知りたいホントのところ
７　「パパは大変」が「面白い！」に変わる本
８　資生堂インパクトー子育てを聖域にしない経営
９　男が育休を取ってわかったこと

3 あ
まり
十分
でな
い

毎年予算を確保し、時代の情勢に合わせ
た新しい図書を購入している。設置場所
が庁舎から離れていて、職員が管理でき
ていないため利用状況などが把握でき
ず、図書の貸し出しが実施できていない。

1 方針
変更

フクトピア内であるので、休日も含めて開
放しているので、多くの人が利用するには
優れていると思われる。スペースについて
もロビーの一角を利用しているので開放
感のある広いスペースになっている。ただ
し、ロビーの一角であるため、目につかず
に終わってしまうことも考えられる。案内
看板など工夫して存在を目立たせること
が課題となる。
図書の貸し出しを行うかどうかの課題が
あるので、審議会の場で検討していきた
い。

(記入なし）

③
 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
市報については、紙面に限りがあるが、ホームページや市民向けメール配信サービスを積極的に利用して情報を発信しているため、情報提供の機会は多くしている。
フクトピア内情報ライブラリーについては、認知度を高め、利用者の増加につながる工夫が課題になる。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

11 市報やホーム
ページを活用し
た情報の提供

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

市報やホームページを活
用した情報提供の充実を
図る。

・男女共同参画推進審議会、男女共同参画のまち
づくり委託事業、パネル展等を実施の際には市報
やホームページを活用し市民へ情報提供した。
　また、必要に応じてＦメールにより市民へ参加を
促した。

5 十
分

当室が所管する事業については、市ホー
ムページを積極的に利用し、Fメールも利
用している。市報については年間掲載計
画に基づき特集記事を掲載するほか、毎
年3月に女性情報誌「燦」を掲載している。

3 現状
維持

ホームページの掲載に際しては、よりわか
りやすく、伝わりやすい記事作成ができる
よう努力する。また、Fメールについてもひ
とつの事業で2回以上配信するなど、積極
的な利用に努める。

12 女性情報誌の
発行

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

女性情報誌「燦」を発行
し、意識啓発及び情報提
供を図る。

・編集委員とともに、企画、取材、編集を進め、市
報３月号に女性情報誌№２１号を掲載した。

【内容】
・テーマ１
　「輝く女性を訪ねて」
　取材者：入間東部地区消防組合東消防署ふじみ
野分署救急係主任（救急隊長）齊藤敦子氏
・テーマ２
　「～こんな時、あなたならどう助言？～」
　夫婦間のトラブルなどに関するQ＆A

【編集委員】
尾山みゆき氏・笠谷隆久氏

4 あ
る程
度

内容については編集委員のアイデアと努
力により、充実してわかりやすいものに
なっている。課題としては編集委員の応募
が少なく審議会の委員などに引き受けて
もらっている現状がある。

3 現状
維持

編集委員の公募をするが、応募がなかっ
たりと苦慮している。そのため、編集は審
議会委員の中で行うことと方針を変更す
るかどうか検討したい。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

13 男女共同参画
に関する意識
調査の実施

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

市の男女共同参画基本
計画の策定及び男女共同
参画の取り組みの成果や
課題を把握し、今後の施
策の基礎資料とするため
意識調査を実施する。
○市民意識調査
○職員意識調査

第２次男女共同参画基本計画策定の基礎資料と
するため、市民意識調査及び職員意識調査を実
施した。
【市民意識調査】
実施期間：平成29年1月27日（金）～2月17日（金）
対象：市内在住の18歳以上の男女2,000人（住民
基本台帳より無作為抽出）
回答者数：８０７人（有効回収率４０．４％）

【職員意識調査】
実施期間：平成29年1月27日（金）～2月27日（月）
対象：一般職正規職員（再任用職員含む）653人
回答者数：524人（回答率80.25％)
※庁内イントラネットを活用して実施

4 あ
る程
度

市民意識調査は男女共同参画基本計画
の見直しや新しい基本計画策定のための
資料として実施した。調査項目の一部を
共通化するなどして、経年変化が見られ
るようにしている。調査票の回収率が前回
調査時よりも下がっているので、調査実施
の周知が課題となっている。

1 方針
変更

市民意識調査は、基本的に計画の見直し
や新たな策定の段階で行うこととする。ま
た、市民意識調査の際には同時に職員意
識調査も行う。
内容については、経年変化を見るとともに
時代の状況に合わせた内容を取り入れ
る。
また回収率の向上が課題になるので、調
査を行うことと調査の必要性についての
周知が課題となる。

(記入なし）

14 性別役割分担
意識解消に向
けての啓発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

市報や啓発事業等を通し
て家庭の男女共同参画を
推進するための意識啓発
に努める。

（施策No．３を再掲載）
・男女共同参画パネル展＆図書展示
○パネル展
　【開催期間】6月7日（火）～14日（火）
　【パネル内容】「スポーツと女性」、「知っています
か？デートＤＶ」
　【パネル借用先】埼玉県男女共同参画推進セン
ター
　【会場】市役所本庁舎ギャラリー
○図書展示
　【開催期間】
　大井図書館5月31日（火）～6月26日（日）
　上福岡図書館6月1日（水）～6月30日（木）
（施策No．２を再掲載）
学習会「結婚改姓で困っていませんか？-暮らし
の中の夫婦別性-」
講師：早坂由起子氏（弁護士）・パネリスト3名
日時：11月23日（水・祝日）午後2時～午後4時
会場：産業文化センター第３会議室
参加人数：33人
実施団体：ふじみ野市男女共同参画をすすめる市
民の会

4 あ
る程
度

女性情報誌、パネル展、図書展示等年間
通した事業を実施して、啓発の機会を増
やしている。また、男女共同参画のまちづ
くり委託事業を実施し、市民団体のアイデ
アにより斬新でニーズにあった内容の事
業を実施している。

3 現状
維持

県で保有するパネルの利用、図書館の蔵
書などにより、市民の目に触れるさまざま
な情報を充実させ啓発の効果を上げる。
また、まちづくり委託事業においては、事
業を提案する団体のアイデアに触れなが
ら、団体と事務局との連携でより良い事業
が実施できるよう検討する。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
男女共同参画を進めるための啓発は年間を通して取り組んでいるが、いかに多くの人の目に触れるかが課題となる。展示、事業等についてはできるだけ多くの人に足を運んで欲しいが、各家庭に届く市報
や、事業所に提供する情報に掲載し、個人個人の手元に届く情報を充実させることを課題として検証したい。

２
 

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

①
 

家
庭
・
事
業
所
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

講演会「産廃業からリサイクル企業へ大変身！～女社長の奮
闘記～」
講師：石坂典子氏（石坂産業株式会社代表取締役）
日時：平成29年2月3日（金）午後2時～午後4時
会場：サービスセンターホール
参加人数：97人
実施団体：ふじみ野市男女共同参画をすすめる市民の会

（施策No．１２を再掲載）
・編集委員とともに、企画、取材、編集を進め、市報３月号に女
性情報誌№２１号を掲載した。
【内容】
・テーマ１
　「輝く女性を訪ねて」
　取材者：入間東部地区消防組合東消防署ふじみ野分署救急
係主任（救急隊長）　齊藤敦子氏
・テーマ２
　「～こんな時、あなたならどう助言？～」
　夫婦間のトラブルなどに関するQ＆A
【編集委員】
　尾山みゆき氏・笠谷隆久氏

15 事業所等へ向
けての取り組み
支援の情報提
供

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

埼玉県が実施している事
業所向けの事業の情報を
提供する。

・人権問題市民・企業講演会の案内に合わせて、
男女共同参画に関する資料の提供をした。
通知文の中にワーク・ライフ・バランスに関する市
の取り組み（毎週水曜日をワーク・ライフ・バランス
推進デーと定め、庁内に定時で帰宅するよう働き
かけ、家庭生活や自分の時間を充実させるよう促
進している）を記載して啓発を図った。

【資料配付先】
　・従業員20人以上の市内事業所237箇所
　・ふじみ野市指定管理社14社
　・埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部
　　ふじみ野地区長あて80冊
　・全日本不動産協会埼玉県本部川越支部市内
会員あて40冊
　・入間東部シルバー人材センター
　・ふじみ野市社会福祉協議会
　
【配布資料】
　企業で働く人のための人権啓発冊子　「『ＣＳＲ』
で見えてくる明るい明日」　（CSR：企業の社会的
責任
Corporate Social Responsibility）

3 あ
まり
十分
でな
い

市内事業所に向けての情報は、年1回の
人権問題市民・企業後援会の案内のとき
のみとなっている。人権問題市民・企業後
援会は、市内約240事業所に送付してい
るが、　一定人数以上の事業所に限ら
れ、また宛所不明で返戻されてしまう事業
所もあるので、情報提供しきれていない事
業所も存在する。より細かい情報提供が
必要になる。

3 現状
維持

事業所への送付対象を増やすか、回数を
増やすことは難しい。内容についてはより
効果的なものになるよう工夫する。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

16 男性向けの学
習の場の充実

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

委託事業を通して男女共
同参画の意識啓発を推進
するため、男性を対象とし
た家事・子育て・介護等に
関する講座を実施する。
○調理実習
○介護講座　など

男女共同参画のまちづくり委託事業において、募
集したが、男性を対象とした家事・子育て・介護等
に関する講座の提案がなく、未実施

3 あ
まり
十分
でな
い

当室の事業として直接実施しておらず、男
女共同参画のまちづくり委託事業の中で
提案していただく形で実施している。ただ、
男性向けの学習の場という事業を提案す
るかどうかは団体のアイデアに頼っている
ため、毎年必ずあるものではない。そのた
め、実施されない年度があった。

1 方針
変更

男性向けの家事といっても調理をともなう
ものについては食中毒の恐れなどあるた
め、対象外とする。今後については、真の
男女共同参画の観点から、男性に限って
実施するのではなく、男性も女性も隔てな
く参加できるようにするなど、視点を変え
ることを検討する。

(記入なし）

17 子育て世代を
対象とした育児
相談の場づくり

子育て支
援課

子育て支
援課

子育て世代が集まる場を
つくり、育児相談できるよ
うな機会を設ける。

○子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
親子の居場所を提供、参加しやすいように年齢別
や関連子育て世帯単位で事業を実施。また、子育
て中の男性が集まる場を作り、子育てや家事参加
意識を高めたり、讃えたり、育児相談ができる機
会を設定した。（保健センターとの連携によりパパ
ママセミナー事業において施設見学及び相談の
実施・・年３回、男性参加者7人）
＊交流事業年844回、内男性参加者28人
○子育てサークル育成・支援・交流会の実施
核家族化の進行による子育ての孤立を防ぐため
仲間づくりを推進した。
＊育成年2回、交流会年6回実施
○子育てに関する相談、援助の実施
・面接等相談をうけた。（霞ヶ丘：年141件）
・電話相談を受けた。（霞ヶ丘：年20件）
○子育てコンシェルジュ事業を実施した。（上野
台：相談件数525件）
・交流スペースでの相談対応を行った。（随時）
○地域の子育て関連情報の提供をした。（随時）
（子育て支援施設等地域の子育て支援資源の情
報提供）
○子育て及び子育て支援に関する講習等の実
施・・・食、子育て、子どもの事故予防、絵本等の
講座の実施
＊年24回開催。食の講座134人、子育て講座233
人、子どもの事故予防講座44人、絵本講座59人
受講

5 十
分

本市の人口増加に伴い、子育て世代人口
も増加し、様々なニーズや相談に対応す
るために事業内容の見直しや企画及び実
践を行った。子育て当事者にとって相談は
勿論、話し相手がいない状況もあり、交流
の場において気軽に相談できる環境づくり
に努めるとともに、母親のエンパワーを高
める事業に取り組んだ。その結果、自己
表現、自己決定できるようになり、支援さ
れる側から支援する側として成長し、社会
の一員として活躍するまでになっている。

2 拡充 子育て世代が家庭から出ることができな
かったり、子育ての困難さに自分では気
づかなかったり現代の子育て状況は深刻
であることから、妊娠期からの居場所づく
りに取り組む。平成２９年度からは、保健
センターとの連携を今まで以上に強化す
る仕組みである子育て世代包括支援セン
ターを機能させる。また、父親の子育て参
加の重要性を各事業や他子育て支援拠
点との連携にてアピールし、取り組んでい
く。

ふじみ野市子ども・子育て支
援事業計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
男女共同参画の視点を入れた全体計画、年間指導計画の進行管理を行い、各学校で効果があったかどうか検
証が必要。
学校においては、児童生徒を教育する教員のスキルが重要になるので、まず教員の意識に浸透することが重要
である。

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
子育て世代が集まり育児相談等をする場は利用者の増加にともない規模も拡大させていて、利用者の役に立っ
ていると言える。ただ、男性の利用や男性に向けた学習となると、まだまだ足りない部分があると思われる。理想
としては、男性女性にかかわらず利用者が増えて、同じ目線で子育て・介護にあたる意識を浸透させることが課
題となる。

３
 

男
女
共
同

②
 

男
性
の
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
加
促
進

①
 

男
女
共
同
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

18 人権教育全体
計画等の充実

学校教育
課

学校教育
課

各学校の人権教育全体
計画、年間指導計画の中
に男女平等教育の視点を
入れて実践する。

○人権教育全体計画・年間指導計画の提出
　全小中学校提出した。
○人権教育年間指導計画の実践
　各学校に計画通り、4月～3月に実践した。
○人権教育全体計画・年間指導計画の見直し
　各学校、随時研修を実施し、次年度に向けて見
直し
  た。
○入間地区人権教育推進協議会における学校教
育
   担当者研修会へ参加をした。
○教育研究会との連携による授業研究会及び研
究
　協議を実施した。
○人権標語募集による児童生徒への啓発をした。
　　(5月)
○人権作文募集による児童生徒への啓発をした。
　（5月）

5 十
分

○人権教育全体計画・年間指導計画の提
出
　全小中学校提出した。
○人権教育年間指導計画の実践
　各学校で計画通り４月～３月に実践し
た。
○人権教育全体計画・年間指導計画の見
直し　各学校で研修及び学校評価等を通
して、次年度に向けて見直した。
○入間地区人権教育推進協議会におけ
る学校教育担当者研修に参加した。
○教育研究会との連携による授業研究会
及び研究協議を実施した。
○人権標語募集による児童生徒への啓
発をした。
○人権作文募集による児童生徒への啓
発をした。

3 現状
維持

○人権教育全体計画・年間指導計画の提
出
　全小中学校が提出する。
○人権教育年間指導計画の実践
　各学校で計画通り４月～３月に実践す
る。
○人権教育全体計画・年間指導計画の見
直し各学校で研修及び学校評価等を通し
て、次年度以降に向けて見直しを図り、計
画的・組織的に推進する。
○入間地区人権教育推進協議会におけ
る学校教育担当者研修に参加する。
○教育研究会との連携による授業研究会
及び研究協議を実施する。
○人権標語募集による児童生徒への啓
発をする。
○人権作文募集による児童生徒への啓
発をする。

(記入なし）

19 教職員の資質
向上と管理職
への指導強化

学校教育
課

学校教育
課

校内倫理確立委員会の
充実を図り、人権意識の
高揚、男女共同参画につ
いて管理職を中心に全教
職員を対象とした研修会
を実施する。

○校内倫理確立委員会の実施
　各学校で定期的に実施する。
　男女共同参画の視点にたち、課題解決に向け、
  人権意識を高める等の方策を検討し、推進した。

○校内人権教育研修会の実施
　各学校で実施する。
　男女共同参画の視点に立った研修項目を設定
  して、全教職員を対象として実施した。

○教頭会での研修の実施
　各校における倫理確立委員会の充実を図るた
めに、
　人権問題についての啓発を図り、管理職として
の見
　識を深めた。

5 十
分

○校内倫理確立委員会の実施
 ・各学校で定期的に実施した。
 ・男女共同参画の視点にたち、課題解決
　に向け、 人権意識を高める等の方策を
　検討し、推進した。

○校内人権教育研修会の実施
 ・各学校で実施した。
 ・男女共同参画の視点に立った研修項目
　を設定 して、全教職員を対象として実施
　した。

○市内人権教育研修会の実施
 ・市教委主催で実施した。
 ・男女共同参画の視点に立った研修項目
　を設定 して、管理職・人権教育主任を
　対象として実施した。

○校長会・教頭会での研修の実施
 ・各校における倫理確立委員会の充実を
　図るために、人権問題についての啓発
　を図り、管理職としての見識を深めた。

3 現状
維持

○校内倫理確立委員会の実施
 ・各学校で定期的に実施する。
 ・男女共同参画の視点にたち、課題解決
　に向け、 人権意識を高める等の方策を
　検討し、推進する。

○校内人権教育研修会の実施
 ・各学校で実施する。
 ・男女共同参画の視点に立った研修項目
　を設定 して、全教職員を対象として実施
　する。

○市内人権教育研修会の実施
 ・市教委主催で実施する。
 ・男女共同参画の視点に立った研修項目
　を設定 して、管理職・人権教育主任を
　対象として実施する。

○校長会・教頭会での研修の実施
 ・各校における倫理確立委員会の充実を
　図るために、人権問題についての啓発
　を図り、管理職としての見識を深める。

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
生涯学習や地域活動についての情報提供は一定のニーズがあり、実施している事業の効果も検証しながら今後も積極的に続けていく。市が行う事業についての保育の実施については、資格をもった市民
ボランティアに協力してもらっている。引き続き、有効な利用をしていく。

同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
教
育
・
学
習
活
動
の
推
進

同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
学
校
教
育
の
推
進

②
 

生
涯
学
習
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

20 女性を対象にし
たセミナーの実
施

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

女性が学び合い、仲間を
つくり、問題を解決する力
をつけていくことを目標と
して実施する。
○女性セミナー
○健康講座・講演

○女性セミナー
女性がいきいきと健康に毎日を過ごすため、ま
た、地域の中での仲間づくりを支援し、生涯学習・
社会教育のきっかけ作りとして開催。
今年度は衣食住をテーマに上半期と下半期２回に
分けて開催。

上半期
 テーマ　浴衣着付け教室（2回実施）
 7月16日（土）　受講者10人
 7月30日（土）　受講者9人

下半期
 10月15日（土）　ふろしきの包み方講座
                        受講者21人
 11月12日（土）　忙しいあなたに時短レシピ
　　　　　　　　　　　　 受講者23人
 12月17日（土）　年末に大活躍　お掃除講座
　　　　　　　 　　　　  受講者20人
  1月14日（土）　飾り巻き寿司　受講者20人

4 あ
る程
度

　いきいきと毎日を過ごすため、健康や
食・生活習慣等、普段持つ悩みなどの解
消に役立つ教室を開催すると共に、生涯
学習、社会教育への参加のきっかけ作り
として開催している。
　参加者の年齢層も高齢化しており、中間
層の参加者をも視野に新たな工夫と事業
展開が必要である。

3 現状
維持

　事業全体では現状維持とし、新たに中
間層取り込んだ事業展開も必要である。

(記入なし）

20 女性を対象にし
たセミナーの実
施

大井中央
公民館

大井中央
公民館

女性が学び合い、仲間を
つくり、問題を解決する力
をつけていくことを目標と
して実施する。
○女性セミナー
○健康講座・講演

○女性セミナー
　５回連続講座
　参加者：２０人（延べ７７人）
➀１１月１０日（木）　話し方講座①
　講師：ＮＰＯ法人話し方普及協会
➁１１月２４日(木）　座談会
　　　～身近な危険の防止とその対策～
　講師：東入間警察署生活安全課職員
③１２月1日(木）　　話し方講座②
　講師：ＮＰＯ法人話し方普及協会
④１２月８日（木）　リラックスヨガ①
　講師：ヨガインストラクター
⑤１２月１５日（木）　リラックスヨガ②
　講師：ヨガインストラクター

○女性セミナーリクエスト講座
　３月１７日（金）　フラワーアレンジメントを作りま
しょう
　講師：一級フラワー装飾技能士
　参加者：１６人

5 十
分

女性が健康で明るい社会生活を送るため
に、講話や体操、体験学習などさまざまな
角度から学習する機会を提供するととも
に、受講者同士の仲間づくりへの一助に
なるよう実施した。
幅広い世代を対象とした講座内容を企画
したが、受講者は高齢者の割合が多く、
現役世代の公民館利用の促進にはつな
がりにくかった。

3 現状
維持

今後の継続実施においては、市民ニーズ
を的確に捉えた魅力ある講座の企画検討
を課題とし、参加者の人数や世代などの
拡充を図る。

社会教育法
ふじみ野市生涯学習推進計
画

習
活
動
の
促
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

21 団塊の世代を
対象にした講
座の実施

協働推進
課

生涯学習
課

定年後を豊かに過ごすた
めの学習や仲間づくりの
機会を提供する。

団塊の世代を対象にした講座に限らず、生きがい
推進事業として一般市民を対象とした各種講座を
実施し、多様な学習や仲間づくりの機会を提供し
た。

①市民カレッジふじみ野公開講座：文京学院大学
9/8,9日開催　計70名参加、ホンダ学園 7/29開催
計17名参加
②生きがい学習まちづくり出前講座：提供メニュー
数29、ガイドブック及びHPで周知　計43名
③市民企画講座：提供講座数10、パンフレット及
びHPで周知　受講生52名
④市民大学ふじみ野
「スマホデビュー　アプリでもっと便利に暮らそう」
 11/5（土）～11/19（土）全3回　受講者20名
「心ゆたかに元気に暮らそう」
 12/3（土）～12/17（土）全3回　受講者11名
「ふじみ野市をもっと知ろう」
 2/18日（土）～3/11（土）全3回　受講者24名
特別公開講座「最先端技術をまちづくりに活かす
－ＩＣＴとドローン－」
 1/14（土）受講者58名

4 あ
る程
度

　市民カレッジふじみ野は包括連携協定
を結ぶ高等教育機関による講座の提供で
す。団塊の世代のみならず、子育て世代
や小学生が参加できる内容のものを提供
しました。

　市民大学ふじみ野は平成２８年度より開
校し市民全体を対象としていますが、受講
生のボリューム層は団塊の世代です。特
にスマホの講座は定員の２０名に対して５
１名の応募があった状況です。一方健康
やフィナンシャルプランをテーマにした講
座は定員が割れてしまいました。
　平成２８年度については、市民大学を周
知することとどういった講座に需要がある
のかを計る実験的な狙いがあったので今
後のカリキュラムの検討材料になっていく
ものです。

1 方針
変更

　平成２９年度より市民カレッジふじみ野
（文京学院）とまちづくりまちおこし大学を
事業統合して実施することになりました。
　平成３０年度策定の生きがい学習推進
計画を基に、事業の整理と効果度向上を
図ります。

ふじみ野市生涯学習推進計
画

「ふじみ野市と学校法人文京
学園との連携協力に関する
包括協定書」

「ふじみ野市と学校法人ホン
ダ学園との連携協力に関す
る包括協定書」

22 一時保育の推
進

協働推進
課

協働推進
課

子育て期にある市民の学
習活動を支援するため
に、各事業に一時保育を
設けるように努める。

【実施日】平成28年12月4日（日）
【テーマ】市民活動交流会
【場　所】　ふじみ野市立市民交流プラザ
【内　容】昨年度のフェスティバル、例年の交流会
のそれぞれの利点を活かしながら、市民の市民活
動への参加意識の喚起や団体同士の交流、そし
て市民に対する市民活動団体及び市民活動支援
センターのPRを図ることができた。
なお、実施にあたっては、親子で参加できる状況
であったため、一時保育は設置せず。

4 あ
る程
度

　これまでは保育ボランティアの依頼を、
保育ボランティア制度の前身である保育
サークルの代表者であった市民経由で依
頼しておりました。
　平成２８年度からは協働推進課が保育
ボランティア登録者の名簿を作成し、それ
を各課へ配付と実績報告を提出させるこ
とで全体の実績を把握する仕組みにしま
した。
　しかし、慣習的に特定の保育ボランティ
アへ依頼をしている所管があるなど、保育
ボランティア登録者の中で実働回数に差
が出来てしまっております。

3 現状
維持

　保育ボランティア登録者数が増加してい
る一方で、活動実績に偏りが出てしまって
いるため、行政全体でボランティア登録者
を公平に取り扱う方針を共有し、各ボラン
ティアの活動スケジュールと実績を把握で
きる仕組みづくりをしてバランスよくボラン
ティアの依頼をします。

ふじみ野市生涯学習推進計
画

ふじみ野市保育ボランティア
登録制度実施要綱
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

22 一時保育の推
進

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

子育て期にある市民の学
習活動を支援するため
に、各事業に一時保育を
設けるように努める。

家庭教育セミナー開催の際に一時保育を実施。
　3月8日（水）　保育者：15人　保育をした子：16人

4 あ
る程
度

　女性セミナー及び家庭教育セミナーの
開催に伴い、一時保育を必要とする事業
を開催するときに実施している。

3 現状
維持

　女性セミナー及び家庭教育セミナーの
開催に伴い、一時保育を必要とする事業
を開催するときに実施する。

22 一時保育の推
進

社会教育
課

生涯学習
課

子育て期にある市民の学
習活動を支援するため
に、各事業に一時保育を
設けるように努める。

各種講座・事業で小さなお子さんがいる方でも安
心して参加できるよう、保育を支援する場の提供
を行った。
　
7/9　人権講演会(社会教育課）
保育7人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ3人
7/29　市民カレッジふじみ野ホンダ学園（協働推
進課）
保育1人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ1人
8/19　人権親子映画会（社会教育課）
保育7人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ5人
9/8・9　市民カレッジふじみ野文京学院（協働推進
課）
各回保育1人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ1人
1/28　ニューイヤーコンサート（大井中央公民館）
保育2人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ2人
3/1　離乳食づくり講座（保健センター）
保育16人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ10人
3/8　家庭教育セミナー（西公民館）
保育16人　保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ8人

5 十
分

小さなお子さんを連れてきても参加しやす
いように保育ボランティアによる保育体制
を整えているが、利用件数が少なく保育を
必要としている保護者の参加者が多くな
い。

2 拡充 子育て世代の参加を増やす為、保育の準
備がある事を前面に出し、より安心して参
加できる環境がある事をアピールしてい
く。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

22 一時保育の推
進

大井中央
公民館

大井中央
公民館

子育て期にある市民の学
習活動を支援するため
に、各事業に一時保育を
設けるように努める。

◎「子育て講座」等の際の一時保育
　　保育を行った講座合計：10回
　　保育者合計：46人
　　保育した子合計：45人
・子育て講座
　　9月 9日　保育者：7人　保育をした子：10人
　　9月30日　保育者：7人　保育をした子：11人
　　10月7日　保育者：7人　保育した子：11人
　　10月14日　保育者：6人　保育した子：7人
・女性セミナー
　　11月10日　保育者：2人　保育をした子：2人
　　　　　24日　保育者：2人　保育をした子：0人
　　12月 1日　保育者：2人　保育をした子：0人
　　　　　　8日　保育者：2人　保育をした子：1人
　　　　　15日　保育者：2人　保育をした子：1人
・舞台芸術鑑賞会
　　1月２８日　保育者：2人　保育した子：2人

4 あ
る程
度

平和についての理解を深めるために誰も
が参加できる分かりやすい講座や啓発活
動を行った。これにより、参加者が平和問
題解決の方法を学び、意識の高揚が図れ
ている。今後も参加者が増やす為の工夫
が必要。

2 拡充 平和についての理解を深めるため、事業
の推進についてどのように市民や社会教
育関係者に伝えられるのか、また、時代と
ともに新たな人権問題が発生するため、
事業の内容や参加者の募集についても研
究が必要。

(記入なし）

23 生涯学習ハンド
ブックの発行

協働推進
課

生涯学習
課

生涯学習ハンドブックを発
行し、生涯学習活動の情
報提供をする。

６月下旬に生涯学習ガイドブックを２,０００部発行
し、講座やイベント、サークル・団体情報など多様
な情報提供を行なった。サークル情報の提供につ
いては、約１３０件の紹介を行った。

4 あ
る程
度

生涯学習ガイドブックはふじみ野市生涯
学習推進計画中の「多様な情報提供を推
進します」という施策に位置付けられてい
ます。講座・教室・催し情報、団体・サーク
ル情報、ボランティア情報、出前講座、公
共施設情報などが掲載されており、サーク
ル情報については加入希望者に対して代
表者を教えています。平成28年度は登録

3 現状
維持

・平成30年度より始まる生きがい学習推
進計画に沿って発行を行う。
・年度初めの発行を目指すことは今までと
変わりないが、市が行う講座・教室・催し
物情報については各課で詳細が決まらな
い部分もあり、必要性を検討する必要が
ある。
・配布先（特に市民活動団体）の検討や活

ふじみ野市生涯学習推進計
画
ふじみ野市地域福祉計画

24 情報検索支援
の充実

上福岡図
書館

上福岡図
書館

利用者インターネットシス
テムの整備を図る。

上福岡図書館に、常時インターネットに接続してい
るパソコン（デスクトップ型）２台を設置し、誰でも情
報にアクセスできる環境を提供した。また、情報支
援用パソコン（デスクトップ型３台）と、タブレットＰＣ
端末（5台）を用意し、館内で利用できる環境を提
供した。上福岡西公民館図書室では、常時接続パ
ソコン１台（デスクトップ型）の設置によりインター
ネット環境を提供した。
＊事業費は指定管理料に含む。

5 十
分

情報誌援用パソコンの環境を整えるととも
に、「はじめてのパソコン講習会」「ワード
基礎パソコン講習会」「エクセル基礎パソ
コン講習会」を平成25・26年度実施し、27・
28年度情報リテラシー講座としてタブレッ
トを利用使ってもらいながら、タブレットの
操作方法、情報データベースの活用方法
等について講習会を実施した。

3 現状
維持

今後も継続して環境を提供していくととも
に、講座や回数を増やしていくことで、市
民の情報支援につなげていきたい。

(記入なし）

24 情報検索支援
の充実

大井図書
館

大井図書
館

利用者インターネットシス
テムの整備を図る。

市民の情報支援の一助として整備された、利用者
用インターネットパソコン(館内利用）の提供を行っ
た。（貸出用パソコン４台）
＊購入済ＰＣにつき新たな経費は不要

5 十
分

市民の情報支援の一助として整備され
た、利用者用インターネットパソコン(館内
利用）の提供を行った。（貸出用パソコン４
台）
＊購入済ＰＣにつき新たな経費は不要

3 現状
維持

今後も継続して環境を提供していくととも
に、講座や回数を増やしていくことで、市
民の情報支援につなげていきたい。

(記入なし）

25 セミナー等の情
報提供

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

男女ともに就労の機会が
拡大するよう、主に男女共
同参画を推進している関
係機関からの就労に関す
る情報の提供に努める。

・埼玉県女性キャリアセンター「女性のための再就
職支援セミナー及びお仕事相談」において就労に
関する情報を提供した。

5 十
分

県が作成する情報を周知したり、県の出
前セミナーなどを実施して具体的な情報
提供の機会を設けることができた。

3 現状
維持

交流ライブラリーでの情報提供、ホーム
ページやメール配信サービスをして周知
するほか、男女共同参画をすすめる市民
の会へ情報提供をする。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
観点として、①就労を目指すひとへの情報提供、②生活困窮状態を下支えして自立につなげる、③事業所における機会均等の取り組みがあげられる。①、②についてはより細かい点に配慮して、取り組み
の充実を図るが、③については市内事業所の現状を踏まえ徹底することの難しさが浮かび上がっている。事業所への働きかけについては意識の浸透が図られるよう地道な啓発が必要と考える。

２
 

働
く
場
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

１
 

女
性
の
就
労
機
会
の
拡
大

①
 

男
女
の
均
等
な
就
労
機
会
の
確
保
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

26 入札制度を活
用した事業所
等への啓発

契約・法務
課

管財課 入札参加資格申請の際
に、男女がともに働きやす
い職場環境づくりを支援し
ている資料を求めること
で、事業所への啓発を推
進する。

平成27・28年度建設工事等入札工事等入札参加
資格の追加申請受付時及び平成29・30年度建設
工事等入札参加資格審査申請受付の際に、該当
がある事業所については「次世代育成支援一般
事業主行動計画届書」の写し又は「多様な働き方
実践企業認定証等」の写しの提出を求めた。

・市の入札に参加する為には入札参加資格審査
申請（いわゆる業者登録）が必要であり、その際に
国の基準を超える様々な支援制度を導入している
企業には書類の提出を求めている。
　また、入札の際に当該制度を導入している企業
へのインセンティブについては、価格のみの競争
ではない総合評価方式入札の際に加点する仕組
みがある。
　また、現在当該制度に先進的に取り組んでいる
のは大企業が中心になっており、インセンティブを
優先させると大企業に契約が偏る恐れがあるた
め、市としては、大規模業者だけでなく市内業者
や小規模業者ともバランスよく契約できるよう配慮
しながら、そのような制度が中小企業にも広がる
よう啓発を進める。

4 あ
る程
度

建設工事等入札参加資格の申請受付の
際に、該当がある事業所については書類
の写しの提出を求めることで、制度の周
知・啓発は図れた。
しかし、書類提出のみでその利用が難し
いこと、書類提出の対象が大企業中心と
なるため、中小企業に対し周知がどれだ
け図れるのかが不明であった。

5 廃止・
計画外

書類を提出させてもその利用をしていない
こと、書類提出の有無で入札・契約へのプ
ラスを行おうとすると市内の中小企業等が
対応できず大企業有利となりうることにな
り、「市の税金を市内で使う」「市内事業者
の育成」の観点からは反することとなるの
で、廃止とする。

(記入なし） 建設工事等入札参加資格の申請受付は
埼玉県、県内市町、一部事務組合等６４
団体と共同で行っているが、当市と同様
のことを行っているのは埼玉県とさいたま
市のみである。

27 市職員の旧姓
使用制度の周
知

人事課 人事課 旧姓使用取扱要領につい
て職員に周知する。

・旧姓使用制度の周知・啓発を行った。
・平成28年度の制度利用者は9人で、平成28年度
に新たに利用した者は1人であった。

5 十
分

・周知・啓発の結果、制度は十分に利活
用されている。

3 現状
維持

・庁内イントラによる周知・啓発に加え、姓
の変更に係る関係書類提出時に制度の
趣旨等を適切に周知する。

(記入なし）

27-2 生活困窮者自
立相談支援事
業

福祉総合
支援チー
ム

福祉総合
支援チー
ム

生活困窮者自立支援法に
基づき、専門の機関を活
用して就労支援員を配置
し、ハローワークと連携を
取りながら、日常的、社会
的、経済的支援を含めた
就労支援を推進していく。
支援の内容としては求職
や就労に伴う支援セミ
ナーや相談、情報提供を
行い、対象者の状況に合
わせた支援プランを立て
寄り添い型支援を行って
いく。また、ふじみ野市周
辺の企業開拓をおこなっ
ていく。

＜自立相談支援の実施＞
【実施方法】業務委託
【実施日】月曜から金曜日
午前8時30分から午後5時15分（正午～午後1時を
除く）
①就労支援
生活困窮者の就労について、新たに庁舎内に設
置されたふるさとハローワーク等と協力、連携する
とともに地域の企業開拓を促進し、早期に就職に
つながるよう支援を行った。　【相談件数148】
②就労準備支援
平成28年度から、新たに就労準備支援事業を加
え、就労以前の問題を抱えた当事者が就労に向
けて生活自立、社会自立、就労自立の形成が図
れるようなプランを作成し、地域資源の開拓を促
進しながら就労に向けた支援の実施を目的とした
事業であるが、対象者がいなかった。　【相談件数
０件】
＜就労支援の講座＞
【場所】ふじみ野就職サテライト
【回数】月４回（年間44回）
【内容】・パソコンセミナー　14回
　　　　 ・生活力向上セミナー　6回
　　　　 ・コミュニケーションスキルアップセミナー　4
回
　　　　 ・面接力向上セミナー　5回
　　　　 ・自己理解・仕事理解セミナー　10回
　　　　 ・履歴書セミナー　5回
　　　　　延べ参加者数　105名

4 あ
る程
度

　就労支援事業に関しては、相談やセミ
ナー等安定して行うことが出来ている。し
かし、平成28年度より行われた就労準備
支援事業に関しては、さらに丁寧なプラン
作成とプログラムの実施を行っていくた
め、より自立に向け充実した支援が出来
る事業となっているが、国の対象者基準
が厳しく、対象者を見つけることが困難な
状態にある。
　住居確保給付金に関しては、平成27年
度、平成28年度ともに3件の利用となって
おり、利用件数は少ないが、生活の拠点
となる住居の確保が出来ることにより、安
心して仕事を探すことが可能となってい
る。ただし、家賃の補助のみで、生活費の
支援がないため、利用出来る対象者は限
られる。
　子どもの学習支援事業に関しては、平
成28年度より、教室数や開催回数を増や
して実施しており、継続して参加する生徒
が増え、高校、大学進学へとつながってい
る。課題としては、家庭的な問題を抱える
生徒が多く、学習だけではなく、精神面の
支援も必要となるが、支援員、教員ボラン
ティアの人数に限りがある。
　自立相談支援制度の周知に関しては、
毎年関係機関やホームページを通して実
施している。

1 方針
変更

　就労準備支援事業、住居確保給付金に
関しては、今後、国の動向を見極め、本市
の現状に合わせた事業展開していく必要
がある。
　子どもの学習支援事業に関しては、開
催回数及び、教室内容の充実に加え、家
庭訪問や教育委員会、関係機関との連携
を強化し支援体制を整えていく必要があ
る。

生活困窮者自立支援法
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

③住居確保給付金
 離職等により住居を喪失若しくは喪失するおそれ
のある生活困窮者に対して、家賃相当額の給付を
一定期間援助し、生活の安定が図れるように支援
を行った。  【利用件数 ３件】
④子どもの学習支援事業
学習支援事業については、２８年度から生活保護
世帯のほか生活困窮世帯を含め、教室も市内二
か所で開催するなど支援内容を拡充した。
【利用実人員44人　利用延べ人数1,087人】
⑤自立相談支援制度の周知
市で実施している生活困窮者自立支援制度につ
いて、市報やホームページ、関係機関を通じて、
迅速に支援に繋がるように制度の承知に努めた。

28 求人の情報提
供

産業振興
課

産業振興
課

ハローワーク川越主管の
求人情報の閲覧場所の
設置。また、ハローワーク
の求人情報を閲覧できる
よう市ホームページにリン
クさせている。

ふるさとハローワークにて求人情報を閲覧出来る
ため、事業は行っていません。

5 十
分

平成28年2月にふるさとハローワークを開
設したことにより、市民へ精度の高い求人
情報提供を行う事が出来るようになる。

3 現状
維持

ふるさとハローワーク事業初年度は、多く
の利用者があった為、今後も市民に精度
の高い求人情報の提供を続ける。

(記入なし）

29 ビジネス支援
コーナーの充
実

上福岡図
書館

上福岡図
書館

就業・起業・会社経営など
に役立つ資料を集めた
コーナーの充実を図る。

・上福岡図書館内に「ビジネス支援コーナー」を引
き続き設置し、各種情報を提供するとともに、ビジ
ネス支援関係図書を購入した。

5 十
分

ビジネス支援関連図書を25年度から28年
度にかけて約２００冊受入れた。

3 現状
維持

コーナーの充実を図るため、引き続きビジ
ネス支援関連図書を購入する。

(記入なし）

30 女性の労働を
支援するため
の情報提供

産業振興
課

産業振興
課

県のキャリアセンター・マ
ザーズコーナー等の相談
窓口の情報を提供する。

県女性キャリアセンターや財団法人が実施する女
性の労働を支援するための相談窓口やセミナー
の情報提供を行いました。

5 十
分

市内における女性求職者にむけ、相談窓
口の周知や、セミナー等の情報提供を
行った。

3 現状
維持

今後も女性の労働を支援するため、情報
提供を行う必要がある。

(記入なし）

31 非正規雇用等
の労働条件の
向上

産業振興
課

産業振興
課

関係機関と連携し、事業
所等に対してパートタイム
労働者・派遣労働者の雇
用改善のための情報提供
に努める。

パートタイム労働法の改正や最低賃金などについ
て市ホームページ及び市報に掲載した。

5 十
分

埼玉県労働局などからの情報をホーム
ページ及び市報へ掲載した。

3 現状
維持

今後も労働法等に関わる様々な情報を、
情報発信ツールを活用し発信していく必
要がある。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
ふるさとハローワーク（庁舎内）の開設、求人や就労希望者への情報提供や支援の機会を設け、利用者のニーズに応えた。今後についても、そういった機会を増やし、さらなる支援を行っていきたい。

②
 

就
業
の
た
め
の
情
報
提
供
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

32 結婚・出産等で
退職をした女性
に向けた再就
職の支援

産業振興
課

産業振興
課

結婚・出産等で退職をした
女性、中高年の再就職を
支援するためのセミナー
等を開催する。

・女性向け就職活動基本セミナー・個別相談会
【開催内容】
１．開催日時　平成２８年５月１８日（水）
　　午前１０時時から午後４時まで
２．開催場所　ふじみ野市役所本庁舎２階会議室
３．対象者　埼玉県内女性求職者
４．セミナー内容
　（１）就職活動の心構えと流れ
　（２）応募書類・面接のポイント
　（３）｢働く｣をキーワードに個別相談会
５．参加者　１８名
    埼玉県就労支援課との共催で実施した。

・パートタイマーのための労働法講座
１．開催日時　平成２８年１１月１７日（木）　　２．開
催場所　富士見市ピアザ☆ふじみ　多目的ホール
３．対象者　ふじみ野市、富士見市、三芳町在住
在勤
４．セミナー内容　パートタイム労働法の基礎知識
ふじみ野市・富士見市・三芳町で組織する入間東
部地区労働行政担当課事務連絡会として、パート
タイム労働法セミナーを開催した。
５．参加者　１０名

5 十
分

女性及びパートタイム対象者へ向けた労
働セミナーを実施し、多くの受講者があっ
た。

3 現状
維持

今後も求職者に向け、セミナーの回数を
増やす事や、市内外へ周知を行うことで、
より多くの受講者を募るなど、女性に対す
る再就職への支援を行う。

(記入なし）

32 結婚・出産等で
退職をした女性
に向けた再就
職の支援

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

結婚・出産等で退職をした
女性、中高年の再就職を
支援するためのセミナー
等を開催する。

・埼玉県女性キャリアセンター「女性のための再就
職セミナー及びお仕事相談」において就労に関す
る情報を提供した。
【実施日時】平成28年9月８日（木）
　　　　　　　 午前10時～正午（セミナー）
　　　　　　　 午後1時15分～3時（お仕事相談）
【会場】上福岡西公民館
【講師】埼玉県女性キャリアセンターのキャリアカ
ウンセ
         ラー
【参加者】18人（保育5人）
【お仕事相談】2人（保育1人）

5 十
分

埼玉県女性キャリアセンターの協力を得
て再就職支援セミナーを実施している。当
日は保育を実施することで、小さい子ども
がいる女性も安心して参加することがで
き、参加者のアンケートからも有意義な支
援ができたことが見られた。

1 方針
変更

就業支援は産業振興課が主管課になって
いるので、産業振興課に移管できるか検
討し、同課のもつ就業支援のノウハウを
生かしてより効果的な事業と、より多くの
支援と情報提供の機会を持てるようにし
たい。

(記入なし）

33 就労相談の実
施

産業振興
課

産業振興
課

近隣市町村の事業所の
開拓を進め、就労希望者
に対し、相談や情報提供
を行い、就労を支援する。

・内職相談員による内職相談の実施
【実施日】毎週火・水・金曜日
午前１０時～午後４時（正午～午後１時を除く）
・内職相談員合同求人開拓
・内職相談員視察研修
・平成２８年度実績
１．内職相談件数　３４９件
２．内職求職件数　２０５件
３．内職あっせん件数５２件
４．内職求人件数　１０２件

４ あ
る程
度

家内労働に対する認知度が高まり相談者
が増加している。

3 現状
維持

今後もちらしやポスター、情報ツールを利
用し周知を行い、就労相談者を増やして
いく。

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
庁舎内にふるさとハローワークが開設されたことで、市内居住者の求職活動の利便性が高まった。また、内職相談においても認知度が高まり利用者が増えているので、積極的な情報提供に努め、より多く
の情報提供と支援に取り組む。

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
就業支援主管課である産業振興課の事業に加え、埼玉県女性キャリアセンターの協力によりきめ細かい支援を行う事業を実施してきた。就労範囲や希望者が市内に限らず広域にわたっているため、より広
い範囲の情報や利用者の掘り起こしができるよう努めたい。

③
 

再
就
職
支
援
の
充
実

④
　
労
働
相
談
事
業
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

34 ふるさとハロー
ワークの設置

産業振興
課

産業振興
課

ハローワークの機能を市
町村に設置し、身近なとこ
ろで職業相談や職業紹介
等のサービスが提供でき
るよう、労働相談窓口とし
て「ふるさとハローワーク」
を設置し、雇用機会の拡
大に努める。

　平成２８年２月２６日（金）にふじみ野市ふるさと
ハローワークを開設し、初年度が経過した。
【平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日分実
績】
１．新規求職者数　５７２名（男性２１９名
      女性３５３名　うち市内居住者４２７名）
２．紹介件数　３９２２名（男性２２８９名
　　　女性１６３３名　うち市内居住者２７３５
　　　名）
３．就職件数　５６２名（男性３０４名
　　　女性２５８名　うち市内居住者３７６名）

5 十
分

平成２８年２月よりふるさとハローワークが
開設し、多くの利用者が訪れている。

3 現状
維持

今後も周知を続け、より多くの利用者を募
る。

(記入なし）

35 保育環境の整
備充実

子育て支
援課

子育て支
援課

多様化するニーズに対応
できるよう、保育環境の整
備充実を図る。
○ファミリーサポートセン
ター
○保育所、認可保育園
○一時保育

○ファミリー･サポート・センター運営事業
働く男女を支援するため、生後３か月から小学校修了ま
での子どもの預かりや保育所への送迎などをサポート
を行った。
提供会員　　　　１８６人
依頼会員　　　　９００人
両方会員　　　　１０８人
活動件数　　３，０５５件
会員向け基礎講座　　７月１５日、２月１３日
講習会（小児心肺蘇生法）　１０月２１日
交流会　　　９月９日
茶話会　　　３月１３日

【ファミサポ事業費：４,０７７,２７２円】
　乳幼児保育、一時保育、企業内保育など、多様化する
ニーズに対応できるよう、次世代育成支援対策、子ども
子育て応援プランに基づき保育環境の整備充実を図
る。

※数値目標：平成29年度までに認可保育所の定員数
　　　　　　　　　1,600人
実績《平成28年度5市立保育所530人、13私立保育園
　　　等1,300人、計1,830人》
その他
【一時保育事業】
　上野台保育所、霞ヶ丘保育所など
【家庭保育室】
　３歳未満の保育を委託　5施設（定員109人）
【病児・病後児保育】
　針ヶ谷保育園（富士見市）、亀久保ひまわり保育園（ふ
　じみ野市）、病児保育室すこやか3カ所で実施
【保育事業費：2,380,392千円】

4 あ
る程
度

（ファミリー･サポート・センター運営事業）
提供会員の質の向上のため、講習会を定
期的に実施し、新規提供会員には積極的
に参加していただいた。これにより安心で
安全なファミリー･サポート・センターの運
営を行うことができた。

3 現状
維持

（ファミリー･サポート・センター運営事業）
平成29年度から、子育て世帯においてよ
り利便性の高い、東児童センター内へ移
転をし、受付時間の延長を行いました。今
後も提供会員の質の向上及び、提供会員
を増員すべく広報活動に努める。

ふじみ野市子ども・子育て支
援計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
施策を推進する柱として、子育て世帯への支援と働く人たち自身への支援とがある。さらに働く人たちへの支援については市役所内で働く職員と、市内事業所で働く人たちの実践を進めていくという目的が
ある。子育て世帯への支援はファミリー・サポートセンターのサービスの充実に引き続き取りくんでおり、市役所内の取り組みは人事課を中心に日頃からの取り組み、意識の浸透が図られている。市内事業
所についても市から通知する内容を工夫するなどして、ひとりひとりの意識に浸透していくよう取り組みを続けたい。

2

　
男
女
と
も
に
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
た
め
の
条
件
整
備

①
　
働
く
男
女
を
支
援
す
る
社
会
的
環
境
整
備
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

36 ワーク・ライフ・
バランスの推進

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策３
一定の日をワーク・ライフ・
バランスを推進する日と
定め、庁内に定時で帰宅
するよう働きかけ、家庭生
活や自分の時間を充実さ
せるよう促進する。また、
同様に事業所等に働きか
ける。

（施策No．15を再掲載）
・人権問題市民・企業講演会の案内に合わせて、
男女共同参画に関する資料の提供をした。
通知文の中にワーク・ライフ・バランスに関する市
の取り組み（毎週水曜日をワーク・ライフ・バランス
推進デーと定め、庁内に定時で帰宅するよう働き
かけ、家庭生活や自分の時間を充実させるよう促
進している）を記載して啓発を図った。

【資料配付先】
　・従業員20人以上の市内事業所237箇所
　・ふじみ野市指定管理社14社
　・埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部
　　ふじみ野地区長あて80冊
　・全日本不動産協会埼玉県本部川越支部
　　市内会員あて40冊
　・入間東部シルバー人材センター
　・ふじみ野市社会福祉協議会
　
【配布資料】
　企業で働く人のための人権啓発冊子　「『ＣＳＲ』
で見えてくる明るい明日」（CSR：企業の社会的責
任Corporate Social Responsibility）

5 十
分

庁内においては、毎週水曜日を「ワーク・
ライフ・バランス」推進デーと定め、全庁的
に取り組んだ。
市内事業所に対しては、人権問題市民・
企業後援会の通知を送るときに市の
「ワーク・ライフ・バランス」推進の取り組み
についての情報を提供した。

3 現状
維持

市から市内事業所に通知するのは貴重な
情報提供の機会なので、より効果的な情
報を提供できるよう提供内容と資料をよく
検討する。

(記入なし）

36 ワーク・ライフ・
バランスの推進

人事課 人事課 ※重点施策３
一定の日をワーク・ライフ・
バランスを推進する日と
定め、庁内に定時で帰宅
するよう働きかけ、家庭生
活や自分の時間を充実さ
せるよう促進する。また、
同様に事業所等に働きか
ける。

・毎週水曜日のワーク・ライフ・バランスの実施日
に、家庭生活や自分の時間を充実させるための
定時退庁の徹底について、庁内放送とイントラに
よる啓発を実施した。

・ゆう活は実施期間を平成2７年度より１ヶ月前倒
しし、実施部署も一部から全庁へと拡充した。
【実施時期】
６月１日～８月３１日
【実施職員数】
１７１人
【平均実施日数】
７．２日

5 十
分

・周知・啓発の結果、制度は十分に利活
用されている。

3 現状
維持

・庁内イントラ等により適切な運用につい
て啓発を行う。
・「ゆう活」として実施していたものを「あさ
活」の形へ方向転換し、実施期間を延長
する。

特定事業主行動計画

37 市職員の育児・
介護休業取得
促進 代替職員
雇用の実施

人事課 人事課 職員に育児・介護休業に
ついての周知、説明を行
うとともに、育児・介護休
業取得中に臨時代替職員
を雇用することにより育
児・介護休業を取得しや
すくするため、各課及び人
事課においてその賃金等
を予算計上する。代替職
員雇用の実施100％を目
指す。

○育児・介護休業の職員への周知と説明
　年に２回、制度の周知を行うとともに、窓口等で
直接職員へ説明した。

○代替職員の雇用
　制度利用の促進を図るため、代替職員を雇用す
るための予算を確保した。
【予算】（病休代替等も含む）
　共済費　1,156千円
　賃金　　 6,954千円
【実績】
　共済費　　　559千円
  賃金　　　4,925千円

5 十
分

・周知・啓発の結果、制度は十分に利活
用されている。
・臨時代替職員の雇用の予算を確保し
た。

3 現状
維持

・育児・介護休業の職員への周知のほ
か、通知、窓口等で職員へ周知する。
・臨時代替職員を雇用出来る態勢を整え
る。

特定事業主行動計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

38 ＤＶ被害者支援
のための総合
相談及び安全
確保と自立支
援

子育て支
援課

子育て支
援課

ＤＶ被害者支援のための
職員対応マニュアルを活
用し、関係機関と連携して
ＤＶ被害者一時保護や自
立に向けた支援を行う。

配偶者からの暴力等により、緊急に保護する必要
性のある被害者を各関係機関と連絡、連携し婦人
相談センター等に緊急一時保護を行うよう努め
た。
　平成28年度　一時保護実績　0件

4 あ
る程
度

ＤＶ相談は市民総合相談室が担い、緊急
保護が必要な案件は子育て支援課で引
継ぎ、保護に向けた支援を実施してきた。
そのため、保護までに時間を要し、相談者
の負担が大きかった。

1 方針
変更

平成29年度から、左記の課題を改善する
ため、ＤＶ相談から保護まで一貫して市民
総合相談室が担い、相談者の負担軽減を
はかれるようにした。

配偶者からの暴力の防止及
び被害者の保護に関する法
律

38 ＤＶ被害者支援
のための総合
相談及び安全
確保と自立支
援

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

ＤＶ被害者支援のための
職員対応マニュアルを活
用し、関係機関と連携して
ＤＶ被害者一時保護や自
立に向けた支援を行う。

平成26年度から配偶者暴力相談支援センターを
設置することで、相談体制を充実させ増加する相
談に対応してきた。
※　相談件数　平成28年度127件、平成27年度
208件、平成26年度111件

以前より連携強化を図ってきた庁内の関係課と庁
内連絡会議（3回）を開催すると共に、外部の関係
機関との連絡会議（１回）を持つなどし連携強化を
図った。
また、継続的に支援が必要となる相談者の支援
方針の検証をした。

4 あ
る程
度

配偶者暴力相談支援センターとして、ＤＶ
被害者等の継続的な生活支援やメンタル
のケアの実施、また、証明書の発行により
相談者の自立に向けた迅速な対応ができ
る体制となっている。
近年、相談内容としては、ＤＶ相談をはじ
めとして性暴力やストーカー、家族間の暴
力など多様な相談が増えていることから、
地域のニーズに対応できる支援体制の充
実を図っていく必要がある。

2 拡充 多様な相談に対応していくためには、職員
の相談スキルの向上を強化していくととも
に、必要な支援に迅速につなくために活
用できる社会資源等の情報収集や現行
のＤＶマニュアルを改訂するなど支援体制
の強化を図っていく。

(記入なし）

39 関係各課と連
携したＤＶ被害
者の支援

市民課 市民課 ＤＶ被害者の支援のため
の事務取扱を定めた要綱
等に基づき、住民記録等
の保護を実施する。

引き続きDV等による被害者の事務取扱基準や住
基支援処理マニュアルに基づき、住民票の写しや
戸籍の附票の写しの交付制限を行ってきました
が、更に平成２６年６月２５日付け及び同９月１０
日付け総務省通知に基づき、平成２６年１１月２６
日付けで「ふじみ野市配偶者からの暴力等による
被害者の住民基本台帳における支援に関する事
務取扱い基準｣を策定し、支援措置責任者の設置
やDV等住基支援処理マニュアルを作成し、より適
正な事務の執行に務めている。
（１）現住所がふじみ野市　　　　　　  50件103人
（２）前住所・前々住所がふじみ野市  23件45人
（３）本籍・前本籍がふじみ野市　　    13件22人
（４）本籍・前住所がふじみ野市　　    14件31人

5 十
分

ＤＶ被害者の住基支援に関する事務取扱
を定めた要綱等に基づき、住民票の写し
や戸籍の附票の写しの交付制限を行って
きたが、更に平成２６年６月２５日付け及
び同９月１０日付け総務省通知に基づき、
平成２６年１１月２６日付けで「ふじみ野市
配偶者からの暴力等による被害者の住民
基本台帳における支援に関する事務取り
扱い基準」を策定し、支援措置責任者の
設置やDV等住基支援処理マニュアルを
作成し、より適正な事務の執行に務めて
きました。

3 現状
維持

ＤＶ被害者の住基支援に関する事務取扱
を定めた要綱等に基づき、住民票の写し
や戸籍の附票の写しの交付制限を行って
きたが、更に平成２６年６月２５日付け及
び同９月１０日付け総務省通知に基づき、
平成２６年１１月２６日付けで「ふじみ野市
配偶者からの暴力等による被害者の住民
基本台帳における支援に関する事務取り
扱い基準」を策定し、支援措置責任者の
設置やDV等住基支援処理マニュアルを
作成し、より適正な事務の執行に務めて
きました。引き続き、住基支援者に対する
住民票等の発行制限の執行につとめてい
きます。

住民基本台帳の一部の写し
の閲覧及び住民票の写し等
の交付に関する省令、戸籍
の附票の写しの交付に関す
る省令、住民基本台帳事務
処理要領

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
配偶者暴力相談支援センターの機能を中心として、被害者支援にあたっている。重要になるのは、相談員や職員のスキルと適切な対応、危機管理意識である。担当課である市民総合相談室や市民課にと
どまらず、関係各課に配布するDV職員対応マニュアルの適切な運用と活用により、迅速かつ適切な対応ができる体制をとっていく。また、被害にあわれた方が確実に救済されるよう、情報提供にも努める。

３
　
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
の
根
絶

１
　
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
の
根
絶

①
　
ド
メ
ス
テ

ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関
す
る
相
談
・
被
害
者
支
援
体
制
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

40 ＤＶ被害者支援
ネットワーク体
制の充実

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策５
ＤＶ庁内連絡会議を活用
し関係機関と円滑に連携
し、ＤＶ被害者を総合的・
適切に支援する。

○ＤＶ庁内連絡会議を３回実施（うち1回はスーパービ
ジョン研修）
第１回会議　　平成28年5月18日（水）午前10時～11時
20分・本庁舎A502会議室出席16課・20人
議事（１）ＤＶ被害者支援のための職員対応マニュアル
について
　　　（２）平成27年度ＤＶ相談状況について
　　  （３）DV被害者に係る庁内各種情報システムの調
査について
第２回会議　　平成28年9月9日（金）午後４時30分～午
後５時10分・Ａ大会議室出席22課・27人
議事（１）DV被害者の支援に関する対応について
第3回会議　・上福岡公民館学習室支援関係課職員の
危機管理意識等を高める目的で県男女共同参画課の
スーパービジョン研修を第3回DV庁内連絡会議として実
施
    　平成29年2月23日（木）
      13時30分～16時30分
      参加16人(市職員13人、県職員3人）

（内容）
・事例を基に、市の対応と講師からのアドバイス、今後
の課題、意見交換など
○警察、富士見市、三芳町関係外部機関との意見交換
会を実施
（開催日）
　平成２9年2月15日（水）
　14時～15時30分・東入間警察署会議室
（内容）
・ＤＶ被害者の支援に関する警察及び役所の役割と支
援の現状等や住基支援措置状況及び法律の狭間の
ケースについての情報共有を図った。また、危険度や緊
急性の高いＤＶ被害者ケースの警察の対応、関係機関
相互の連携について確認した。

4 あ
る程
度

DＶ庁内連絡会議を開催し、ＤＶ職員対応
マニュアルの周知徹底、ＤＶ支援に係わる
情報共有を図るなど、迅速に支援ができ
る体制を構築している。しかしながら、相
談件数の増加に伴い、加害者等追及者に
対する対応のノウハウや組織全体で情報
漏えいの防止などをさらに強化していく必
要がある。

2 拡充 ＤＶ被害者に係わる支援は、福祉、教育を
はじめとして多岐にわたることから、支援
にあたっては、ＤＶ被害者が安心・安全に
生活が送れるように、研修等を通じて、職
員の意思改革を継続して図っていく。

41 ＤＶ・女性総合
相談の充実

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

相談機会の充実や専門
知識の経験をつんだ相談
員を配置することで、相談
体制の充実を図る。

配偶者暴力相談支援センターの相談は、女性相
談員4名で週2回実施した。
・女性のためのＤＶ・総合相談
（相談日）
　　毎週火曜日・木曜日
（相談人数）
　１日５人
（相談時間）
　１回５０分
（相談員）
　　心理カウンセラー1名、社会福祉士１名、NPO
法
　　人女性相談員１名、行政書士1名の計4名体制
※必要に応じ、本室での勤務はないが相談員とし
て委
  嘱している臨床心理士からの助言も受けた。
（支援方法）
　面談カウンセリング・助言・情報提供・心理ケア
など
（ＤＶ相談件数）
　女性相談員55件、職員69件、実人数59人

※数値目標　DV総合相談におけるコーディネート
件数
　平成29年度までに300件(平成28年度は340件）

4 あ
る程
度

ＤＶ、夫婦、親子などの女性の悩み全般に
ついて対応している。また、２８年度から
からだと心の性が一致しないこや、性や性
別のことで、悩んでいる相談者に情報提
供や支援機関を案内している。当事者が
まずは相談窓口に繋がることが重要であ
り、そのためにも今後も継続して相談窓口
の周知を図っていく必要がある。

3 現状
維持

多くの方が市のホームページや広報紙、
公共施設での案内チラシから繋がること
が多いため、継続して周知を図っていく。
また、地域からも相談に繋がるように、民
生委員など地域で活動されている方々へ
の周知も併せて実施していく。ただし、加
害者や支援者の安全を考慮する必要から
慎重に対応していく。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

42 ＮＰＯ等の民間
団体との協働

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

ＤＶ被害者の緊急避難や
支援強化のため、民間団
体との協働をすすめ、支
援及び被害防止の啓発を
図る。

被害者支援については、DV法に規定する対象者
のみならず、ストーカー、親族からの暴力などの狭
間ケースについても、自治体の相談機関で積極的
に対応していくため、本市においてはNPO法人の
DV支援団体と協力した。
平成28年度の利用は0件。

4 あ
る程
度

配偶者暴力相談支援センターとして、ＤＶ
のみならず多様な相談に対応していくた
め、民間団体と協力・連携を図っている。
今後は、地域を広げて一時保護施設を保
有し、専門性の高い民間団体等の発掘に
努めていく。

2 拡充 今後も、狭間のケースや多問題ケースが
増えていくため、柔軟に動ける民間のノウ
ハウを活用していくこが必要である。ま
た、生活の基盤は地域にあることからも、
民間団体のもつインフォーマルな支援は
重要である。

(記入なし）

43 配偶者暴力相
談支援センター
の設置

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

女性相談員の配置や相
談体制の整備を行い、配
偶者暴力相談支援セン
ターの設置をめざす。

配偶者暴力相談支援センターは平成26年4月1日
に設置した。
各種専門性を持つ相談員を配置することにより、
多様な相談に対応することができた。
また、継続的な支援をするため支援方針の作成を
行った。各相談員に研修参加の機会を確保し、そ
の研修内容を相談員や職員と共有すると共に、庁
内他課が主催した研修会にも参加することで相談
スキルの向上を図った。

5 十
分

配偶者暴力相談支援センターは平成26年
4月1日に設置したため、完了。

44 市職員を対象
にした相談窓
口の強化

人事課 人事課 ※重点施策６
セクシュアル・ハラスメント
防止員を各職場に配置
し、セクシャル・ハラスメン
トの防止に努めるととも
に、セクシャル・ハラスメン
ト相談員を任命して相談
窓口の強化を図る。

・年度当初、セクシュアル・ハラスメント防止員制度
の周知を行った。
・相談件数は0件。

5 十
分

・セクシュアル・ハラスメント防止員制度の
周知を行った。

3 現状
維持

・庁内イントラ等により適切な運用につい
て啓発を行う。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
働く場としての市役所内の取り組みとして、セクシュアル・ハラスメント防止員を選任して庁内に配置し、相談受付体制を整えている。また、毎年職員を対象に研修を実施し、職員ひとりひとりがセクシュアル・
ハラスメントを防止する意識の浸透に努めている。
また、市民や事業所においてもセクシュアル・ハラスメントが起きないよう、事業所への情報提供、啓発事業を実施して意識が浸透する機会をもっていくようにする。

②
　
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

45 セクシュアル・
ハラスメント職
員研修会の実
施

人事課 人事課 ※重点施策６
庁内のセクシャル・ハラス
メントを未然に防ぐための
研修会を計画的に実施す
る。

【対　　象】　全職員
【内　　容】　セクシュアル・ハラスメントやパワーハ
ラスメントの起こる原因・背景、内容などを学び、
起こさないために注意すべき事項等を学んだ。
【実施時期】　平成28年8月19日（金）
【受講者数】　55名（午前28人、午後27人）
【事業費】　研修業務委託料　114千円

5 十
分

・全職員を対象として研修を実施してい
る。

3 現状
維持

・全職員を対象とした研修を実施継続する
ことで、周知・啓発に努める。

特定事業主行動計画

46 セクシュアル・
ハラスメントの
防止に向けた
啓発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策６
市民や事業所向けにセク
シュアル・ハラスメントを認
識するための啓発をす
る。

（施策No．15を再掲載）
・人権問題市民・企業講演会の案内に合わせて、
男女共同参画に関する資料の提供をした。

【資料配付先】
　・従業員20人以上の市内事業所237箇所
　・ふじみ野市指定管理社14社
　・埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部
　　ふじみ野地区長あて80冊
　・全日本不動産協会埼玉県本部川越支部
　　市内会員あて40冊
　・入間東部シルバー人材センター
　・ふじみ野市社会福祉協議会
　
【配布資料】
　企業で働く人のための人権啓発冊子「『ＣＳＲ』で
見えてくる明るい明日」
　（CSR：企業の社会的責任Corporate Social
Responsibility）

4 あ
る程
度

セクシュアル・ハラスメント防止は男女共
同参画推進の中でも重要な事項である。
そのため市民向けの啓発とともに、事業
所にも周知できるよう市民・企業講演会の
通知の際に資料を送付している。

3 現状
維持

市民に広く周知するため、事業所への情
報提供のほか、男女共同参画のまちづく
り委託事業などでも取り上げられるよう応
募団体に働きかけを行う。

(記入なし）

47 男女共同参画
を推進している
活動団体の育
成支援

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策７
男女共同参画の意識を
持った団体を育成するた
め支援をする。

・国立女性教育会館や県などで実施している研修
会等の情報をふじみ野市男女共同参画をすすめ
る市民の会へ情報提供した。

・男女共同参画のまちづくり委託事業により３事業
の委託を行った。（施策№２を参照）
（委託先）
　ふじみ野市男女共同参画をすすめる市民の会

4 あ
る程
度

男女共同参画の意識をもった団体として、
代表的なものとしてふじみ野市男女共同
参画をすすめる市民の会がある。毎年男
女共同参画のまちづくり委託事業を提案
していただき、総会にも職員が出席してい
る。そのような中で、団体と事務局との意
思疎通を図りながら団体の活動が活性化
できるようにしていきたい。また、それ以外
にも意識をもった団体を育成し、男女共同
参画の機運が高まるようにしていく必要が
ある。

3 現状
維持

ふじみ野市男女共同参画をすすめる市民
の会と市との関係をより綿密にし、関係性
を明確にする。また、他の団体からも柔軟
なアイデアや活動ができる機運を高め、
多くの市民の男女共同参画の意識が浸
透するようにしていく。

(記入なし）

48 男女共同参画
まちづくり委託
事業実施団体
の拡充

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策７
公募による男女共同参画
まちづくり委託事業の委
託団体・提案事業を充実
する。

・男女共同参画のまちづくり委託事業により３事業
の委託を行った。（施策№２を参照）
（委託先）
　ふじみ野市男女共同参画をすすめる市民の会

　男女共同参画の推進に則した提案事業が複数
団体からいただけるようにしていく必要がある。

4 あ
る程
度

市内で活動する団体のほか、近隣大学に
もチラシを設置してもらい、学生団体へも
門戸を開いている。今のところ学生や初め
て提案してくる団体は見られないが、この
事業が特定の団体だけでなく、さまざまな
団体に参加してもらい、バリエーションの
ある事業になってもらいたい。
予算が各事業10万円、全体で30万円とい
う枠になっているので、もっと多くの予算を
つかい、もっと充実した事業を提案したい
という希望もあると思われる。

3 現状
維持

ふじみ野市男女共同参画をすすめる市民
の会のほか、毎年事業を提案してくれる
団体には引き続き提案をお願いしたい
が、それ以外の団体にも門戸を広げ、多く
の提案がなされるようにしたい。
また、予算についても、より多くより充実し
た事業が提案できるようであれば多くの予
算確保にも取り組みたい。これまで提案し
てくれている団体の意見も聞きながら事業
の拡充を図りたい。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
地域・社会活動を活性化させるためには、町会・自治会やコミュニティ活動のほか、共通の目的をもって活動する団体の活動が重要になる。いずれも市と市民・団体との意思疎通と育成が必要で、切れ目な
くコミュニケ-ションを図り援助を続けていく必要がある。また、平時だけでなく災害時についても、男女共同参画の視点から市民が主体的に援助、活動していけるよう意識する。

４
　
社
会
参
画
の
促
進

１
　
地
域
・
社
会
活
動
へ
の
参
画
促
進

等
へ
の
対
応

①
　
地
域
・
社
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

49 男女共同参画
推進リーダーの
育成

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

市民協働による意識啓発
を推進するため、指導者
の育成を図る。

・男女共同参画推進リーダーの育成のため、国立
女性教育会館や県などで実施している研修会等
の情報を市民団体に周知した。

3 あ
まり
十分
でな
い

市民団体などで男女共同参画を進めてい
くためには高度な知識とリーダーシップを
持った指導者が必要であり、国立女性教
育会館や県で行う研修に参加していただ
き知識の習得に当たっていただきたい。
男女共同参画をすすめる市民の会に情
報を提供するが、現実に研修等参加でき
ているか、意思をもったメンバーがいるか
が課題となる。

1 方針
変更

施策番号47と合わせ、団体の育成につな
げる。

(記入なし）

50 市民活動支援
センターの充実

協働推進
課

協働推進
課

ボランティア活動、市民活
動へのきっかけづくりや団
体の活性化のために必要
な助言を行うとともに市民
活動交流会等の実施や
活動に必要な場所や情報
等を提供し、地域社会活
動の援助を行う。

【名　　称】ふじみ野市立市民活動支援センター
【所　　在】ふじみ野市霞ヶ丘１－２－７
　　　　　　ふじみ野市サービスセンター１階
【開館時間】午前９時から午後５時まで（夜間申請
　　　　　　　があれば午後９時半まで可能）
【休 館 日】祝日（振替休日）、１２月２９日～
　　　　　　　１月３日
【支援内容】
・市民活動を行おうとする人たちに対して、コー
ディネー
　ターによるアドバイスを提供している。
・市民活動をしている団体・個人の抱える課題に
つい
　て、コーディネーターによる相談窓口を提供して
いる。
・市民活動を行うグループのために、会議スペー
ス・印刷
　機を無料で使用できるようにした。
（夜間の会議スペース・印刷機の利用にあたって
は利
　用者登録が必要。）
・市民活動団体を対象とした講座の企画・実施をし
　た。
・市民活動団体を対象とした交流イベントの企画・
実
　施をした。

4 あ
る程
度

・課題として、委嘱しているコーディネー
ターの担い手について、新たな人材の発
掘の必要性が生じている。
・市民活動団体に対する相談業務に加
え、市民が団体に興味を持っていただけ
るかを工夫して市民活動交流会、プラス
ワン講座といった団体支援事業を実施し
た。
・市民活動交流会に関してはH27年度の
参加人数400人がH28年度は550人に増
加し、より多くの市民に各団体の活動内容
等の周知に寄与できたと考えられる。
・平成27年度から平成28年度にかけて、
登録団体が大幅に減少（145団体→107団
体）したため、登録団体を増やしていく必
要性が生じている。

3 現状
維持

・引き続き、市民活動に関する情報収集・
提供、交流、研修・学習等を実施する。
・より多くの団体にセンターの登録をして
いただき、有効にセンターを活用してもら
う。（H29年度の目標は150団体）
・市民ニーズに対し、より効率的・効果的
に対応が図れるよう行政の各部署と連携
を深める。
・引き続き、より多くの市民に市民活動交
流会を認知してもらい、来場してもらうた
めの工夫をする。

ふじみ野市市民活動支援セ
ンター条例、ふじみ野市立市
民活動支援センター条例施
行規則、ふじみ野市立市民
活動コーディネーター設置規
則

51 コミュニティー
活動団体への
支援

協働推進
課

協働推進
課

コミュニティづくり運動を推
進する「ふじみ野市コミュ
ニティづくり推進連絡会」
に対し、活動援助のため
の補助金を交付する。

ふじみ野市コミュニティづくり推進連絡会
　平成２8年度事業実績
 6月　　総会
７月　　シラコバト賞審査・おおい祭り出店
８月　　七夕まつり竹飾り出展
１１月　チビッコ広場（子育て支援事業）
１２月　花栽培講座
１月　　講演会
３月　　会報発行
通年事業　大井弁天の森花いっぱい運動、コミュ
ニティ備品貸し出し事業、本庁舎玄関前プランター
花植栽

3 あ
まり
十分
でな
い

・コミュニティづくり推進連絡会会員の高齢
化問題が見受けられるため、連絡会への
加入促進が必要となりつつある。
・取り組みについては時代に即した方法を
検討する余地がある。
・幅広い年代層に対して魅力が感じられる
事業を実施する必要がある。

3 現状
維持

・コミュニティづくり推進連絡会の体制を見
直す必要がある。※時代に即した体制作
りが急務である。
・加入促進に力を入れる。
・幅広い年代層に対して魅力が感じられる
事業の実施を検討する。

ふじみ野市補助金交付規
則、ふじみ野市コミュニティづ
くり推進連絡会補助金交付
要綱
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

52 町会・自治会等
への支援

協働推進
課

協働推進
課

地域に密着した活動を進
める組織である「町会、自
治会、町内会及び自治組
織連合会」に、事業及び
運営補助金を交付する。

【町会・自治会・町内会】
・防災、防犯、環境美化、コミュニティ促進に関す
ることを実施した。
・自治組織の運営、住民自治の推進及び豊かな
地域
　社会作りに関することを実施した。
・地域の連帯意識及び住民相互の親睦に関する
ことを実施した。
・自主的な地域問題の解決及び生活の充実発展
に
　関すること実施した。
・集会施設の管理運営に関することを実施した。

【自治組織連合会】
・自治組織相互の連携強調と親睦に関することを
実施した。
・市及び関係機関との連絡調整に関することを実
施した。
・交通安全、広報、環境整備、防犯、防災等及び
各
　種委員の推薦等の市事業の協力に関することを
実施した。
・自治組織運営のための調査研究及び研修に関
する
  ことを実施した。
・自治組織に対する住民の理解と関心を深めるた
めの
　活動に関することを実施した。

4 あ
る程
度

・若年層の未加入者や高齢世帯の脱会が
主な要因として、H28年度の自治組織加
入率が56.7％と、年々低下傾向にある。
（H27年度：58.0％）
・各自治組織及び自治組織連合会の活動
を支援するため、補助金での支援を行っ
た。
・合併後も従来の形を継続したものとなっ
ている集会施設の在り方について検討し
ている。

3 現状
維持

・住みよいまちづくりのための地域での連
携を深めるため、低下傾向にある自治組
織への加入率の向上を目指して自治組織
への支援方策の検討及びその実施を推
進していく。
・引き続き自治組織集会施設の在り方の
検討を進める。
・自治組織の協力を得ながら市政を遂行
していくためにも、自治組織を多方面で支
援しながら、組織力を高めていく。
・引き続き、各自治組織及び自治組織連
合会の支援として補助金を交付していく。

ふじみ野市自治組織の設置
及び進行等に関する規則、
ふじみ野市自治組織連合会
補助金交付要綱、ふじみ野
市自治組織運営等活動支援
費補助金交付要綱

53 防災対策の充
実

危機管理
防災課

危機管理
防災課

男女共同参画の視点を取
り入れた、防災対策を地
域防災計画や避難所運
営マニュアルに盛り込む。

　平成28年8月28日に実施した「第37回九都県市
合同防災訓練」において、宿泊訓練を行った。
　宿泊訓練ではふじみ野高校の女子生徒に擬似
的な避難所運営を行い、女性の視点での課題を
避難所運営マニュアルや地域防災計画の振り返
りを行った。
　また、熊本地震や関東東北豪雨の教訓を踏ま
え、衛生対策用に防災ウエットティッシュの備蓄
や、外へ仮設トイレを設置することへの懸念から、
トイレに対し備蓄の見直しもあわせて行った。

4 あ
る程
度

　地域防災拠点の指定職員に必ず女性
職員を一人ようにした。
　また、男女共同参画の視点を取り入れ
た避難所運営マニュアルの作成を行っ
た。

2 拡充 　今後は、昨今の災害の現状を踏まえ、マ
ニュアルを逐次更新するとともに、より具
体的にするために、必要な備蓄品の用意
などマニュアルを実現するための準備をし
ていく。

災害対策基本法
ふじみ野市地域防災計画

54 まちづくり人材
登録制度の活
用

経営戦略
室

改革推進
室

※重点施策８
あらゆる分野における女
性の参加を拡大していくた
めに女性の登録者の割合
を35％以上となるように努
める。

本制度の活用等により、附属機関における女性の
登用を推進するため、「審議会等委員の委嘱に関
する指針」を改正した。

4 あ
る程
度

本市において人材活用制度が複数あるこ
とから、本制度が対象とする範囲を精査
し、活用方法を検討してきた。その中で、
本制度の活用により、附属機関における
女性の登用を推進するため、「審議会等
委員の委嘱に関する指針」を改正した。
【数値目標】まちづくり人材登録制度の女
性登録者の割合　35％（平成29年度）
平成25年度実績　27.5％
平成26年度実績　28.1％

5 廃止・
計画外

まちづくり人材制度は、市民の持っている
知識や経験などから幅広い分野での人材
の登録を目的としている制度である。その
ことから、男女比率ということよりも、人材
を増やすことが目的であるため、計画上
の位置付けを廃止し計画外とする。

(記入なし）

54 まちづくり人材
登録制度の活
用

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策８
あらゆる分野における女
性の参加を拡大していくた
めに女性の登録者の割合
を35％以上となるように努
める。

・「まちづくり人材登録制度」を周知し、女性の登録
を働きかけるよう担当課に依頼した。

　　※数値目標：平成29年度までに35％

　　平成28年度　26.2%

3 あ
まり
十分
でな
い

まちづくり人材登録制度に登録者におけ
る女性の割合は目標を下回る状況が続い
ている。制度の周知に課題があるが、抜
本的な見直しについても検討する必要が
ある。

1 方針
変更

主管課である経営戦略室において制度の
運用について検討するものとしたい。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
市の政策等への女性の参画については、各担当課が所管する審議会等に積極的に女性を登用するよう毎年依頼している。ヒアリングと細かい働きかけが状況を上向かせるには必要だと思われる。
市役所内での女性の登用については人事課が積極的に取り組んでいて、数値として成果が見えてきている。

２
　
政
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
へ
の
参
画
促
進

①
　
市
の
政
策
・
方
針
の
立
案
・
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

55 審議会等女性
委員の構成割
合の向上

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

※重点施策８
審議会等の女性委員の
構成割合を35％以上とな
るよう努める。

・平成28年4月1日現在の審議会等の女性委員の
構成割合を調査した。
　その結果、目標数値には近づいているが、女性
委員が１人もいない審議会等が６あることや、逆に
女性委員が65％以上の審議会等が4もあり、それ
が要因で数値を上げている背景もあるため、バラ
ンスよく登用することが課題である。そのため、平
成29年2月に行政委員会、審議会等において男女
のバランスのとれた委員構成に努めるよう通知を
した。

対象審議会等数　44
　総委員532人のうち女性委員177人【33.3％】

4 あ
る程
度

全体の平均としては目標値に近づいてい
るが、審議会・委員会によって男女比率に
偏りが見られる。それは委員の選出母体
である団体に、その内容や性格によって
男性が多い、女性が多いといった特徴が
あり、女性の確保が難しいといった理由が
ある。
また、選出母体の会長を委員にするなど
といった慣行があり、会長職にある人が男
性が多いことで、結果として男性の委員が
多くなるといった理由もある。

3 現状
維持

そもそものこととして女性が参加する機会
を多くしたいものだが、会長職をもって充
てるなどの慣行を無くし、役職に関係なく
女性を選出できるようにするなど、積極的
な女性の登用ができるように促す。

(記入なし）

56 女性職員の管
理職への登用
の推進

人事課 人事課 ※重点施策９
法に定める平等取扱いの
原則と成績主義の枠組み
を前提とする中で、人事
評価制度の活用により、
意欲と能力のある女性職
員の管理職（課長相当職
以上）への登用を10％に
なるように努める。

○平成28年度の人事異動において、人事評価制
度を活用し意欲と能力のある女性職員の管理職
登用を実施したことにより、平成29年4月1日時点
の女性管理職（課長相当職以上）の割合は、15％
と増加した。
※28年4月1日14.8％

5 十
分

・人事評価制度を活用し意欲と能力のあ
る女性職員の管理職登用を実施したこと
により、女性管理職（課長相当職以上）の
割合は15％を達成した。

3 現状
維持

・事業計画に沿った管理職への登用を目
指す。

特定事業主行動計画

57 女性職員の管
理職登用に向
けての研修・学
習機会の確保

人事課 人事課 ※重点施策９
女性職員を積極的に管理
職に登用するため、職員
の意識改革や研修・学習
ができるように体制を充実
する。

○女性職員のためのキャリアデザイン研修【主
事・主任級、役付職員】（自治人材開発センターへ
の派遣研修）
【実施時期】
①平成28年9月29日・30日
②平成28年11月16日・17日
【会　　場】　自治人材開発センター
【受講者数】　主事・主任級　2人、役付職員　2人
【ねらい】
・主事、主任級
　自らのキャリアと向き合い、キャリアビジョンを
持って主体的に考え行動し、キャリア形成していく
意欲を高める
・役付職員
　組織で求められる役割を理解するとともに、自ら
の可能性や強みを把握し、さらなるキャリアアップ
への意欲を高める。

◯女性職員のためのキャリアデザイン研修を市単
独で実施した。
【内容】　働き方やキャリアを考える機会をつくると
ともに、女性職員同士の交流により、今後の活躍
に向けて緩やかな連携を目指す。
【実施時期】　平成29年１月6日（金）
【受講者数】　60名（午前27人、午後33人）
【事業費】　研修業務委託料　152千円

5 十
分

・女性のためのキャリアデザイン研修（自
治人材開発センターへの派遣研修）、市
単独で女性職員のためのキャリアデザイ
ン研修を実施している。

3 現状
維持

・今後も研修を実施継続することで、周
知・啓発に努める。

特定事業主行動計画

同
参
画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

58 事業所の女性
管理職登用促
進の必要性の
啓発

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

事業所等における女性の
管理職の登用を促進する
必要性について啓発・情
報提供を行う。

（施策No．15を再掲載）
・人権問題市民・企業講演会の案内に合わせて、
男女共同参画に関する資料の提供をした。

【資料配付先】
　・従業員20人以上の内事業所237箇所
　・ふじみ野市指定管理社14社
　・埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部ふじ
み野地区長あて80冊
　・全日本不動産協会埼玉県本部川越支部市内
会員あて40冊
　・入間東部シルバー人材センター
　・ふじみ野市社会福祉協議会
　
【配布資料】
　企業で働く人のための人権啓発冊子「『ＣＳＲ』で
見えてくる明るい明日」（CSR：企業の社会的責任
Corporate Social Responsibility）

（施策No．12を再掲載）
・編集委員とともに、企画、取材、編集を進め、市
報３月号に女性情報誌№２１号を掲載した。
【内容】
・テーマ１
　「輝く女性を訪ねて」
　取材者：入間東部地区消防組合東消防署ふじみ
野分署救急係主任（救急隊長）齊藤敦子氏

4 あ
る程
度

事業所へは人権問題市民・企業後援会の
通知を送付する際に資料を送付している
ほか、市報に年1回掲載する女性情報誌
「燦」に女性管理職の活躍について掲載し
て啓発を図っている。

3 現状
維持

事業所への周知についてはより多くの事
業所に通知できるよう送付先の拡充を検
討する。また、通知する資料について、県
が作成しているパンプレットや資料を同封
したり、市の年間の取り組み（パネル展や
図書展示など）の案内を同封するなどより
多くの情報を提供できるようにする。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
働く人としての女性の活躍、または登用については、ひとりひとりの意識に働きかけることが第一歩になる。市で行っている啓発事業や女性情報誌の発行により、男女共同参画、女性活躍推進の土台をはぐ
くむ意識づくりがなされていくと思われる。また、働く場である事業所にも働きかけることが、女性の活躍・登用に直接結びつくものであると思うので、市から事業所に情報提供する際に、効果的な成果をあげ
られるよう工夫をする。

②
　
事
業
所
の
取
組
へ
の
支
援
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

59 国際理解・協力
と交流の推進

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

地域に在住する外国人と
日本人との交流や、外国
人同士の交流を行い、相
互理解を深め、ともに豊
かに暮らせる地域づくりを
めざす。
○にほんご教室

にほんご教室を開催。
【日時】　毎週水・日曜日午前10時～12時
その他、交流と相互理解を深めるため、七夕祭
り、管外研修、西公民館まつりの参加、忘年会、
ボランティア講座などを行った。
  回数：96回　　参加者：延べ 1,170人

4 あ
る程
度

　地域に住む外国人の、言葉による行き
違い等のトラブルを緩和できるよう、日本
語の初等学習支援と日本の行事や習慣
を学ぶと共に地域との交流等を図りを実
施している。
　近年、学習者が増えるなど、今後の事業
展開上ボランティアの確保が必要となる。

3 現状
維持

　近年、参加する学習希望者も多く、今後
も、同規模での事業展開を確保したい。

(記入なし）

59 国際理解・協力
と交流の推進

大井中央
公民館

大井中央
公民館

地域に在住する外国人と
日本人との交流や、外国
人同士の交流を行い、相
互理解を深め、ともに豊
かに暮らせる地域づくりを
めざす。
○にほんご教室

○日本語教室の開催
　実施期間および日程：4月～3月の毎週土曜日午
後１時30分～３時30分
  回数：47回　　参加者：延べ240人

4 あ
る程
度

地域に在住する外国人の語学力の向上
支援を通して、日本人や外国人同士の交
流を図り相互理解を深めるとともに、同じ
地域でともに心豊かに暮らすことのできる
社会づくりを図ることを目的に事業を行っ
た。
参加者やボランティアのニーズを把握して
事業を展開していくことが課題となった。

3 現状
維持

ボランティアとの調整を図り、参加対象者
が必要とする事業内容の検討を行う。ま
た、参加者の楽しみとなり、同時に参加者
が地域で暮らすための支援となるような事
業の展開を図る。

社会教育法
ふじみ野市生涯学習推進計
画

59 国際理解・協力
と交流の推進

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

国際交流活動の意義やに
ほんご教室の活動趣旨を
理解し、ボランティア活動
の参加のきっかけとなるよ
うな講座を実施する。
○国際交流ボランティア
講座

・にほんご教室ボランティア講座
　　にほんご教室のボランティアのスキルアップと
情報交
　換を目的として実施
  　2月4日(土)　 　 参加者　13名
※今回のボランティア講座は、内部講師の為謝礼
無。

4 あ
る程
度

　にほんご教室の活動趣旨を理解し、ボラ
ンティア活動の参加のきっかけとなるよう
な講座や現在ボランティアとして活動して
いる人を対象としたスキルアップ研修会を
開催している。
　近年、学習者が増えるなど、今後の事業
展開上ボランティアの確保が必要となる。

3 現状
維持

　年間を通し、ボランティアを募集している
ことから、採用時に一定の学習後、定期
的なスキルアップ研修を受講していただい
ている。
　今後も、同規模での事業展開を確保し
たい。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
現在市内に居住する外国籍の住民に対しての支援として、日本語習得や地域住民との交流といった機会を設けている。外国籍の人たちをサポートし、事業の運営にはボランティアや民間NPO団体に携わっ
てもらっている。実際のところ地域住民の力を借りて成し遂げているので、さらなる継続と意思疎通を図っていきたい。

①
　
国
際
理
解
・
協
力
と
交
流
の
推
進

３
　
平
和
活
動
と
国
際
理
解
・
協
力
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

59 国際理解・協力
と交流の推進

大井中央
公民館・上
福岡西公
民館

生涯学習
課

学習会を通して外国人の
文化に触れ合い、外国人
との理解・交流を深めるた
めの講座・教室等を実施
する。

［大井中央公民館］【再掲】
○日本語教室の開催
　実施期間および日程：4月～3月の毎週土曜日午
後１時30分～３時30分
  実施回数：47回　参加者：延べ240人

［上福岡西公民館］【再掲】
にほんご教室を開催した
毎週水・日曜日午前10時～12時
その他、交流と相互理解を深めるため、七夕祭
り、管外研修、西公民館まつりの参加、忘年会、
ボランティア講座などを行った。

　回数：96回　参加者：延べ1,170人

4 あ
る程
度

(27ページに記載) 3 現状
維持

(27ページに記載) (記入なし）

59 国際理解・協力
と交流の推進

協働推進
課

協働推進
課

市民の国際交流活動を推
進するため、交流の場の
提供に努める。
○国際フェスティバル等の
共同開催

国際交流を目的とした市単独事業の実績はなし。

県のワンナイトステイ事業について協力した。
登録家庭数10件

3 あ
まり
十分
でな
い

市誕生１０周年を記念し、ふじみの国際交
流センターとの連携事業として、世界の遊
びを体験してもらったり、日本人と外国人
がお互いの意見を話し合う機会を設け、
市民の国際交流の場の提供に努めた。
その他、市独自の国際交流事業について
はあまり活発に実施していないが、県の
ワンナイトステイ事業への協力を通じて、
市民の国際交流を支援している状況であ
る。

3 現状
維持

今後も引き続き、県のワンナイトステイ事
業への協力をしていくとともに、県内でも
高水準のＮＰＯ法人「ふじみの国際交流セ
ンター」とも連携し、国際交流の機会を増
やすよう検討を進めていく。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

60 平和意識の高
揚

協働推進
課

協働推進
課

市民参加による平和事業
や平和教育を実施する。
○平和パネル展
○映画会
○火工廠の歴史から平和
の大切さを学ぶ

「ふじみ野市平和推進事業実行委員会」を設置
し、講演会や音楽コンサート、展示会等を実施し、
平和の大切を後世に伝えるとともに、市民の平和
意識を高めた。
１　事業名：　「平和のためのハーモニーを奏でよ
う　“一人ひとりの小さな一歩で”」（平成28年10月1
日（土）実施）
２　実施内容
(1) 平和作文朗読：　「ふじみ野市平和記念誌」作
　　　文の部最優秀賞受賞者
(2) 講演会：「世界を平和にする」って何だろう。～
世
　　　界を８７か国のリアルを見てきた「元先生」が
語り
　　　ます～（ふじもん先生の旅プロジェクト　代表
藤
　　　本正樹　氏）
(3) 音楽コンサート：大井中学校音楽部（合唱）
(4) パネル展示会：　「ふじみ野市平和記念誌」絵
　　　画・写真の部の応募作品（絵画31点、写真6
　　　点＜総数37点＞）を巡回展示した。
３　参加者数：１９２人（講演会時）

4 あ
る程
度

社会教育課と共催事業であり、平成28年
度は市民の実行委員で構成される「ふじ
み野市平和推進事業実行委員会」を設置
し、８月から１０月の期間に講演会や音楽
コンサート、展示会等を実施し、平和の大
切さを後世に伝えるとともに、市民の平和
意識を高めた。事業の参加者も徐々に増
えており、平和の大切さを後世に伝えると
ともに、市民の平和意識を高めるという目
的について、一定程度達成しているといえ
る。

3 現状
維持

事業の参加者も徐々に増えており、平和
の大切さを後世に伝えるとともに、市民の
平和意識を高めるという目的について、一
定程度達成しているといえるが、今後はよ
り一層多くの市民を巻き込んだ事業展開
をするための調査研究を継続して進める
とともに、市民主体による事業体系へと転
換を図ることを推進する必要がある。

ふじみ野市平和都市宣言

60 平和意識の高
揚

社会教育
課

生涯学習
課

市民参加による平和事業
や平和教育を実施する。
○平和パネル展
○映画会
○火工廠の歴史から平和
の大切さを学ぶ

平成22年10月に制定したふじみ野市平和都市宣
言を受けて、市民との協働により、協働推進課と
連携して平和祈念フェスティバルを開催した。
１ふじみ野市平和祈念フェスティバル
　「平和のためのハーモニーを奏でよう　“一人ひ
とりの小さな一歩で”」（平成28年10月1日（土）実
施）
２　内容
(1) 平和作文朗読　「平和記念誌」作文の部最優
秀
　　 賞受賞者３名による作文の朗読
(2) 平和記念講演「世界を平和にする」って何だろ
う。
    ～世界を８７か国のリアルを見てきた「元先生」
が
   語ります～（「ふじもん先生の旅プロジェクト」
代表
 　藤本正樹　氏）
(3) 音楽コンサート　大井中学校音楽部（合唱）
(4) 平和祈念パネル展示　「平和記念誌」絵画・写
真
    の部の応募作品（絵画31点、写真6点）を巡回
    展示した。
３　参加者数　１９２人（平和祈念講演の入場
    者）

4 あ
る程
度

平和についての理解を深めるために誰も
が参加できる分かりやすい講座や啓発活
動を行った。これにより、参加者が平和問
題解決の方法を学び、意識の高揚が図れ
ている。今後も参加者が増やす為の工夫
が必要。

2 拡充 平和についての理解を深めるため、事業
の推進についてどのように市民や社会教
育関係者に伝えられるのか、また、時代と
ともに新たな人権問題が発生するため、
事業の内容や参加者の募集についても研
究が必要。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
平成28年度は平和記念事業を実施し、多くの市民の参加を得た。講演会のほか音楽コンサートなどを実施し、楽しみながらも平和を大切にする気持ちを伝えることができた。
平和意識と男女共同参画とは結びつきにくいようにも思えるが、戦争時や過去の時代の女性の立場と、現在とこれからの男女の立場や役割を考えるきっかけになるとも思われる。

②
　
平
和
活
動
の
推
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

60 平和意識の高
揚

歴史民俗
資料館

歴史民俗
資料館

市民参加による平和事業
や平和教育を実施する。
○平和パネル展
○映画会
○火工廠の歴史から平和
の大切さを学ぶ

●企画展「発掘された戦争」
会期・会場
　　６月25日～８月14日　上福岡歴史民俗資料館
　　８月20日～９月19日　大井郷土資料館

4 あ
る程
度

25年度、26年度と造兵廠の様子について
展示し、戦時中の女性工員についても触
れた。また、27年度の「戦時中のくらし」で
は、国防婦人会、千人針、慰問袋など戦
時中の女性たちの活動についてもとりあ
げた。戦争遺跡としての火工廠を紹介す
ることでマスコミ等にアピールし、会期中
の上福岡歴史民俗資料館の入館者数
は、1100人弱で、会期後も問い合わせが
あった。

3 現状
維持

女性史の視点からの展示も検討すること
も考えられる。

文化財保護条例、資料館条
例、資料館の資料に関する
規則

61 外国籍市民の
生活相談の実
施

協働推進
課

協働推進
課

外国籍市民が暮らす中
で、仕事のこと、健康のこ
と、家族のこと、教育のこ
となど様々な悩みを受け
る相談事業を多言語で実
施する。

ふじみの国際交流センターにおいて、月・水・金の
午後１時から午後４時の間、多言語（英・中・韓・ス
ペイン語・ポルトガル語・フィリピン語）による生活
相談を受け付けた。
相談件数　　　２６０件（平成２９年２月分まで）

5 十
分

日本語を母語としない外国籍市民が増加
する中で、仕事や家庭、子育てや教育な
ど多くの悩みについて、多言語で相談でき
る窓口を整備しておくことは必要不可欠で
あり、県内でも高水準である。

3 現状
維持

日本語を母語としない外国籍市民が増加
する中で、多言語による相談窓口を整備
することは大変有効であり、今後も継続し
て実施していく予定である。
相談業務については、行政サイドの依頼
事項も増加しており、県内でも実績のある
ＮＰＯ法人を支援するためにも、委託のあ
り方を再検討する必要がある。

ふじみ野市外国籍市民生活
相談事業実施要綱

62 多言語による
生活支援

協働推進
課

協働推進
課

外国版ホームページ（５ヶ
国語）の運営及び外国籍
市民生活ガイドブック（５ヶ
国語）を作成する。

市のホームページとリンクさせ、富士見市・三芳町
と共同で「生活ガイド６ヶ国語（英・中・韓・フィリピ
ン・ポルトガル・日）版」のサイトを運営した。
このほか、入国・転入後の日本での基礎的生活情
報や役所での手続き等を記載した多言語（英・中・
韓・フィリピン・ポルトガル）による冊子を年度末に
発行し、窓口で配布した。【印刷数２５０部】

5 十
分

市のホームページとリンクさせ、富士見
市・三芳町と共同で「生活ガイド６ヶ国語
（英・中・韓・フィリピン・ポルトガル・日）版」
のサイトを運営した。
このほか、入国・転入後の日本での基礎
的生活情報や役所での手続き等を記載し
た多言語（英・中・韓・フィリピン・ポルトガ
ル）による冊子を年度末に発行し、窓口で
配布した。【印刷数２５０部】
日本語を母語としない外国籍市民が増加
する中で、多言語によるホームページを
整備したり、外国語版ガイドブック（冊子）
を作成することは大変有効であり、県内で
も高水準である。

3 現状
維持

日本語を母語としない外国籍市民が増加
する中で、多言語によるホームページを
整備したり、外国語版ガイドブック（冊子）
を作成することは大変有効であり、今後も
継続して実施していく予定である。
ホームページの整備やガイドブックの修正
についても、よりわかりやすい内容にする
ため、富士見市や三芳町とも協議し、改善
を加えていく必要がある。

(記入なし）

62 多言語による
生活支援

環境課 環境課 外国人居住者が、生活に
密接したごみの出し方を
理解できるよう、多言語に
わたるごみの出し方カレン
ダーを作成する。

外国人居住者が、生活に密着したごみの出し方を
理解し、適切に集積所に出していただけるよう、多
言語にわたるごみの出し方カレンダーの配布を行
うとともに、次年度分のカレンダーの作成を行っ
た。
【実施時期】平成28年4月1日～平成29年3月31日
【作成部数】800部
【使用言語】英語・中国語・韓国語・アラビア語・ポ
ルトガル語・タガログ語

4 あ
る程
度

増加し続ける外国人居住者にも分かりや
すい外国語カレンダーを作成し、外国人に
もふじみ野市のごみ・資源物の出し方の
ルールを理解してもらい、ごみの減量につ
いて協力してもらった。

3 現状
維持

引き続き、増加し続ける外国人居住者へ
の廃棄物に対する理解を深めるために外
国語カレンダーの作成を続ける。

特になし

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
外国籍市民が生活していくために必要な情報を得るにはホームページやガイドブックにより多言語で情報を発信することが有効である。ゴミ出しの仕方など日常的な情報や災害時など非常時における対応
など、細かな情報提供を多言語で行えるようにしておく必要がある。また、市内に外国籍市民の支援をするNPO法人があり市民自身や行政のほうも利用させてもらっているので、その法人に対しての援助も
し、引き続き協力を得たい。

③
　
多
言
語
に
対
応
し
た
地
域
生
活
環
境
の
整
備
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

63 多言語による
地震災害を想
定した訓練の
実施

危機管理
防災課

危機管理
防災課

市総合防災訓練におい
て、多言語による災害広
報を実施する。また外国
人の防災訓練の参加を促
進する。

平成28年8月28日に実施した「第37回九都県市合
同防災訓練」において、災害情報の多言語化を目
指し、防災行政無線の連動メールで英語による配
信の実施を検討した、訓練上出来なかったが、
「ふじみの国際交流センター」と連携し外国人への
広報や「多言語版リーフレット」の配布を行った。
　地域間での共助による活動の輪が広がっていく
よう、女性が活躍できるコミュニティづくりを推進を
行った。

2 不
十分

　防災行政無線の性質状、多言語放送に
適さないということがわかった。

1 方針
変更

　地震災害においては、防災行政無線を
流す状況は限られている。
　しかし、風水害においては避難勧告等を
流すことが想定されるので、メール配信や
ＨＰ上で多言語を入れるなど方法を見直
す。
　また、地震大国である以上、日本の警報
音などを正しく理解していただくように理解
を求めていく必要もある。

災害対策基本法
ふじみ野市地域防災計画

64 性教育 人権教
育の充実

学校教育
課

学校教育
課

小・中学校における学習
活動の中で指導計画に基
づき性教育、人権教育の
指導の充実を図る。

○ 性に関する指導の計画にそった学習指導を、
各学
    校年間指導計画の通り実施した。

○ 「性に関する指導」指導者研修会へ各学校の
性
   教育担当が参加した。
　・期日　平成28年10月7日（金）
　・場所　さいたま市民会館

○ 小、中学校連携における性教育、人権教育の
指
   導計画の見直しと改善を行った。

5 十
分

○性に関する指導の年間指導計画を作
成し、保健、保健体育、学級活動等で系
統的な学習指導を実施している。
○「性に関する指導」指導者研修会へ各
学校の性教育担当が参加し、研修内容を
校内に広め、実践力向上に努めている。
○小中学校の連携により、性教育、人権
教育の指導計画の見直しと改善を行っ
た。

3 現状
維持

○性に関する指導の年間指導計画を作
成し、保健、保健体育、学級活動等で系
統的な学習指導を行う。
○「性に関する指導」指導者研修会へ各
学校の性教育担当が参加し、研修内容を
校内に広め、実践力向上に努める。
○小中学校の連携により、性教育、人権
教育の指導計画の見直しと改善を行う。

(記入なし）

65 性と生殖に関
する相談や学
習の充実

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

女性の健康と権利を守る
ため、妊娠・出産等の女
性の性や健康に関する相
談や学習機会の充実を図
る。

実績なし 3 あ
まり
十分
でな
い

性と生殖に関する相談や学習は専門的な
知識や見地が必要であり、担い手が難し
いことがあげられると思う。男女共同参画
のまちづくり委託事業においても、例えば
講師の選定や市民の関心などで事業実
施が難しいことが考えられる。

1 方針
変更

相談事業となると、主管課である保健セン
ターが中心となることが効果的であると考
える。学習の機会としてはパネル展や図
書の紹介などでこれまで内容を知らな
かった市民がそれを知るきっかけとなれ
ばよいと思う。

(記入なし）

65 性と生殖に関
する相談や学
習の充実

保健セン
ター

保健セン
ター

女性の健康と権利を守る
ため、妊娠・出産等の女
性の性や健康に関する相
談や学習機会の充実を図
る。

・電話等による相談の随時受付。
・パパママセミナーを以下のとおり実施した。
【A/B/C　３コース】１日単位　　　　　Ａ・Ｂ：年各６
回（うち３回は土日）　　Ｃ：年３回（すべて土日）
◎Aコース
　参加者延数　・妊婦45名　・夫35名
◎Bコース　◎Cコース
　参加者実数　・妊婦86名　・夫65名
◎Cコース
　参加者実数　・妊婦9名　・夫8名

年間　参加者実数　・妊婦99名　・夫77名

4 あ
る程
度

講座内容、実施曜日により、参加者数に
ばらつきが生じたため、平成28年度は1日
単位の3コース制とし、ニーズの高い講座
内容を各日に盛り込んだ。交流を目的を
重視したコースへの参加者が伸び悩ん
だ。　　　　　　　　　　　こちらの意図する内
容と、対象者のニーズの合致をはかった
事業内容の検討が求められる。

2 拡充 子育て包括支援における妊娠期からの切
れ目ない支援の一環として、充実が望ま
れる。

・母子保健法
・ふじみ野市次世代育成行
動計画
・ふじみ野市健康づくり計画

66 エイズ・性感染
症に関する知
識の普及啓発

保健セン
ター

保健セン
ター

エイズ等性感染症の予防
や対処、正しい知識を理
解するよう普及啓発を図
る。

・保健所相談、検査等の紹介、ポスター掲示、パン
フレットの配布を行った。
平成２８年度は、従来のHIV検査の案内ポスター
に加え保健所における梅毒相談・検査の普及啓
発ポスターの掲示及びパンフレットの配布を実施
した。

4 あ
る程
度

保健所相談日・検査日等の紹介の徹底等
情報の提供に努めている。

3 現状
維持

保健所と連携して引き続き情報提供、啓
発に努める。

・ふじみ野市健康づくり計画
・感染症法

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
市民の悩みや不安に対処する相談体制の充実が必要であり、世代と内容に合わせた相談窓口を設けている。成長段階においては学校が、健康や生殖の段階においては保健センター、そして一般的な啓
発についても取り組んでいく必要がある。

５
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
支
援

１
　
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

①
　
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

67 若年層への電
話相談窓口な
どの情報提供

学校教育
課

学校教育
課

性や人権の問題が深刻
な｣状況にならないよう、
気軽に相談や質問ができ
る窓口の情報提供をす
る。

・ いじめ相談の設置
　教育相談室において相談室の開設時間
（１０：００～１７：００）に電話相談窓口を設
　定し、相談に応じた。
・ 教育相談室（２箇所）における教育相談
　小・中学校の児童生徒による電話相談等を受け
付
　け、学校との連携を図った。
・電話相談件数　計208件
・内訳　いじめ17件、不登校65件、性格・行動84件
　　　　　その他2８件

5 十
分

○電話相談・来室相談の実施
・不登校、いじめ等の電話相談や来室相
談を受け、助言や学校への情報提供を
行っている。相談者や学校へ継続して連
絡を行い、改善へ向かうケースが多い。

3 現状
維持

○電話相談・来室相談の実施
・不登校、いじめ等の電話相談や来室相
談を受け、助言や学校への情報提供を行
う。

(記入なし）

68 母子保健事業
の充実

保健セン
ター

保健セン
ター

保健師、栄養士、心理相
談員による相談事業を実
施する。
○母子健康手帳の交付・
妊婦一般健康診査・４か
月児健診・１０か月児相
談・１歳６か月児健診・３
歳児健診・育児相談・母
乳相談・育児学級・幼児
フォローアップ教室・離乳
食づくり講座・発育発達相
談

・健康な子供を産み育てるための知識の普及、啓
発、妊産婦の健康保持、疾病予防を推進し、胎児
期からの健康づくりをはかった。子供の成長発達
支援と育児不安軽減のための健診及び相談活動
の推進をおこなった。

4 あ
る程
度

平成27年度の児童発育・発達支援セン
ターの開設に伴い、これまで保健センター
で実施してきた発育・発達相談と幼児相
談事業は移行された。保健センターにお
いては、小児科医と理学療法士、言語聴
覚士による健診フォロー相談、臨床心理
士による育児専門相談を担うこととなっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳幼
児健診・相談と連動し、必要時専門的な
相談や支援の場へと結び付けを行ってい
る。　　継続ケースが多く、対象者の増加
傾向にあるため、新規受け入れが制限さ
れることが課題である。フォロー体制や他
機関との連携の検討が必要である。

2 拡充 妊娠期から出産後にかけて、切れ目のな
い子育て支援の充実をはかる上で、必要
時に各専門職による継続した相談・支援
を行っていくことが望まれる。フォロー体制
や他機関との連携の検討が必要である。

・母子保健法
・発達障害者支援法
・食育基本法
・ふじみ野市次世代育成行
動計画
・ふじみ野市健康づくり計画
・ふじみ野市次世代育成行
動計画
・ふじみ野市歯科口腔保健
計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
保健センターを主管課として妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援をしている。今後については、女性だけでなく、男性も参加し男女とも同じ目線で関われるように意識して事業を実施することが必要と
思われる。

①
　
母
性
の
保
護
と
母
子
保
健
事
業
の
充
実

２
　
母
性
の
保
護
と
母
子
保
護
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

68 母子保健事業
の充実

保健セン
ター

保健セン
ター

妊婦体操等の実習や出
産、産後の食事やおふろ
の入れ方など、男性が出
席できるように土・日に実
施する。
○パパママセミナー

・電話等による相談の随時受付。
・パパママセミナーを以下のとおり実施した。
【A/B/C　３コース】１日単位　　　　　Ａ・Ｂ：年各６
回（うち３回は土日）　　Ｃ：年３回（すべて土日）
◎Aコース
　参加者延数　・妊婦45名　・夫35名
◎Bコース　◎Cコース
　参加者実数　・妊婦86名　・夫65名
◎Cコース
　参加者実数　・妊婦9名　・夫8名

年間　参加者実数　　・妊婦99名　・夫77名

4 あ
る程
度

講座内容、実施曜日により、参加者数に
ばらつきが生じたため、平成28年度は1日
単位の3コース制とし、ニーズの高い講座
内容を各日に盛り込んだ。交流を目的を
重視したコースへの参加者が伸び悩ん
だ。　　　　　　　　　　　こちらの意図する内
容と、対象者のニーズの合致をはかった
事業内容の検討が求められる。

2 拡充 子育て包括支援における妊娠期からの切
れ目ない支援の一環として、充実が望ま
れる。

・母子保健法
・食育基本法
・ふじみ野市次世代育成行
動計画
・ふじみ野市健康づくり計画

69 母性保護の理
解と徹底

保健セン
ター

保健セン
ター

母子健康手帳交付時等に
趣旨啓発を行う。

・手帳の使い方や諸制度の説明、妊婦健診の重
要性等を随時伝えた。

【母子手帳交付件数】892件

4 あ
る程
度

母子健康手帳交付時にアンケート及び面
接を行い、妊娠や出産に関する相談、情
報提供を実施した。今後は、妊娠期から
の切れ目ない子育て支援が課題と思われ
る。

2 拡充 平成29年度から新規事業として、子育て
世代包括支援センターを実施する。妊娠
期からのケアプラン、妊娠後期のお便り
（郵送による情報提供）、母乳の相談や育
児相談等を行い、妊娠期からの切れ目な
い子育て支援を目指す。

子ども子育て支援法
母子保健法

69 母性保護の理
解と徹底

保健セン
ター

保健セン
ター

妊婦体験服や新生児の
人形を活用し、妊婦への
理解や命の大切さを学
ぶ。

・市内の学校等に妊婦体験服や新生児の人形を
貸し出しを行った。

 妊婦体験服　３体
 新生児人形　１体

4 あ
る程
度

学童・生徒期は、次世代の健康につなが
る健康教育の機会である。養護教諭や栄
養教諭からの申請に応じ、貸し出しを実
施。

3 現状
維持

現在の実施校を維持しながら、希望に応
じて対応していく。

母子保健法
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

70 薬物乱用防止
に向けての啓
発

学校教育
課

学校教育
課

児童生徒の薬物乱用防
止に向け、厚生労働省が
実施する薬物乱用防止啓
発事業との連携による教
育を推進する。

・薬物乱用防止教材を活用した保健体育の授業
の充
　実に努めた。（市内全中学校）
・中学校３年保健体育の授業を通しての薬物乱用
防
　止教育を実施した。
・全小学校の薬物乱用防止教育担当教師の資質
向
　上に努めた。
　(６月の県教育委員会主催の研修会への参加)
・各学校での夏期休業中の薬物乱用防止教育研
修
　会を実施した。(教職員対象の校内研修会の実
施
　[各学校による])
・全小学校において薬物乱用防止教室を実施し
た。
（厚生労働省が実施する薬物乱用防止啓発事業
と
　の連携）
・全中学校において独自の薬物乱用防止教室を
実施
　した。（警察職員や関係職員を招いての薬物乱
用
　防止教室)

5 十
分

○薬物乱用防止教室の実施
・小・中学校で薬物乱用防止教育を行って
いる。小学校６年保健、中学校３年保健体
育

○薬物乱用防止教育担当教師の研修
・６月の県教育委員会主催の研修会へ参
加した。

3 現状
維持

○薬物乱用防止教室の実施
・小・中学校で薬物乱用防止教育を行う。
小学校６年保健、中学校３年保健体育

○薬物乱用防止教育担当教師の研修
・６月の県教育委員会主催の研修会へ参
加を促す。

(記入なし） 男女共同参画の視点に沿った取組になっ
たか検討する必要がある。

70 薬物乱用防止
に向けての啓
発

学校教育
課

学校教育
課

県教育委員会作成の薬
物乱用防止学習教材を各
学校に配布し、保健や保
健体育の授業を通じて薬
物乱用防止教育を充実さ
せる。保健主事、養護教
諭、保健体育担当教諭に
よる薬物乱用防止教育を
実施するよう各学校を指
導する。

・中学校３年保健体育の授業を通しての薬物乱用
防
　止教育を実施した。（全中学校で実施）
・全小学校の薬物乱用防止教育担当教師の資質
向
　上に努めた｡
・県主催の「薬物乱用防止教育研修会」に市内小
中
　学校教員が参加した。
　期日：7月13日（水）
　場所：熊谷市
　講師：①埼玉県警察本部少年課　　補導育成第
             一係　非行防止指導班　「あおぞら」
　　　　　　②蕨市立東中学校校長　佐藤　恵子
氏

5 十
分

○薬物乱用防止教室の実施
・小・中学校で薬物乱用防止教育を行って
いる。小学校６年保健、中学校３年保健体
育

○薬物乱用防止教育担当教師の研修
・６月の県教育委員会主催の研修会への
参加

3 現状
維持

○薬物乱用防止教室の実施
・小・中学校で薬物乱用防止教育を行う。
小学校６年保健、中学校３年保健体育

○薬物乱用防止教育担当教師の研修
・６月の県教育委員会主催の研修会への
参加

(記入なし）

71 喫煙 アルコー
ルの害に関す
る啓発

学校教育
課

学校教育
課

喫煙・過度の飲酒等が健
康に及ぼす影響について
啓発・教育をする。

〇小・中学校の保健指導において、飲酒・喫煙が
健康に及ぼす影響について指導計画を作成し実
施した。

〇中学校における保健学習において、健康と生活
において、計画的な指導を実施した。

5 十
分

○保健学習の充実
・飲酒・喫煙が健康に及ぼす影響につい
て効果的な学習ができるように工夫した。

3 現状
維持

○保健学習の充実
・飲酒・喫煙が健康に及ぼす影響につい
て効果的な学習ができるように工夫する。

(記入なし）

71 喫煙 アルコー
ルの害に関す
る啓発

保健セン
ター

保健セン
ター

地域保健推進員による地
域の訪問や健康相談教
育の場を通して、母子・未
成年者を対象に喫煙・過
度の飲酒等が健康に及ぼ
す影響について啓発す
る。

・母子健康手帳交付時に、喫煙、飲酒の状況を把
握し、必要時啓発を行った。パパママセミナーにお
いて胎児に及ぼす影響等を伝え、啓発を行った。

4 あ
る程
度

母子健康手帳交付時の啓発については、
主に専門職の常駐する保健センター窓口
に限られ、支所や出張所での啓発は困難
な現状にある。

2 拡充 子育て包括支援の一環として、すべての
届出者に向けてお便りや、必要に応じて
電話支援等を通じて、啓発の充実をは
かっていく。

子ども子育て支援法
母子保健法

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
児童、生徒への教育・啓発として各学校で保健学習の時間を設けている。また、母子における対策としては保健センターが主管課となっている。学校に通う子ども自身や現に子どもを育てている世帯以外に
も広く啓発を広めるため、市民全体への積極的な情報発信を図っていきたい。

②
　
健
康
を
脅
か
す
問
題
へ
の
対
策
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

72 健康づくりの増
進

文化・ス
ポーツ振
興課

スポーツ
振興課

幼児からお年寄り、働いて
いる人だれでもが気軽に
参加できるスポーツ大会
等を開催する。

○【事業名】元気・健康フェア
【実施日】平成２８年６月５日（日）【対　象】市民【協
力】スポーツ推進委員・体育協会・ふじみ野ふぁい
ぶるクラブ他※保健センターと共催で実施【内
容】子どもから大人まで気軽に・楽しく・簡単に体
力・健康づくりに取り組むため、ラジオ体操や各種
スポーツ体験コーナー、歯科医による歯科健診な
どの体験型イベントや健康づくり講演会などを実
施。
【延べ参加人数】５１５人
○【事業名】「第１１回市民スポーツ大会」
　【実施日】８月２１日（日）上福岡勤労福祉セン
ター【対　象】体育協会傘下団体・一般市民【内
容】総合開会式　大会期間　８月～２月　市内体育
施設等【延べ参加人数】４，９２６人
○【事業名】「第１７回東地域市民スポーツフェス
ティバル」
　【実施日】１０月９日（日）　上野台小学校【対
象】東地域市民【内　容】運動会【延べ参加人数】
２，２００人
○【事業名】「西地域市民スポーツフェスティバル」
　【実施日】１０月２・９・１６・３０日（日）亀久保・西
原・三角・東台・鶴ヶ丘小学校【対　象】西地域市
民【内　容】運動会【延べ参加人数】２，２８５人
○【事業名】「第１２回新春ロードレース大会」
　【実施日】平成２９年１月１５日（日）【対　象】親子
と小学生は市民、その他は一般【内　容】親子から
壮年まで１４部門あるロードレース大会【延べ参加
人数】１，８２６人

4 あ
る程
度

○【事業名】元気・健康フェア
平成２８年度オープニングにて昨年に引き続き
ラジオ体操を実施したが、昨年と比較し３００人
ほど参加者が減少した。また、参加者層を見る
と、未就学児から中学生で６６．８％を占めて
おり、成人世代への提供が出来なかった。
○【事業名】「第１１回市民スポーツ大会」
他市の市民スポーツ大会では他市からの参加
を受け入れている場合もあり、また、競技団体
からの要望も出ているため、参加制限の緩和
等検討する必要がある。
○【事業名】「第１７回東地域市民スポーツフェ
スティバル」
実行委員会（ふじみ野市自治組織連合会）に
事業委託し、スポーツ推進委員の協力を得
て、子供から高齢者まで誰でも楽しめる簡単な
競技として軽スポーツ・運動会形式により行っ
ている。
○【事業名】「西地域市民スポーツフェスティバ
ル」
ブロックによっては旧大井町の参加者の減少
や運営の混乱が生じたため、今後実施方法に
ついて再検討していく必要がある。
○【事業名】「第１２回新春ロードレース大会」
警察との協議にて新たに２５４バイパス出入口
から東大久保の交差点間を迂回協力を実施、
また滝交差点付近でも迂回協力をすることで
安全性の確保と事業内容の充実を図った。
ロードレースコースとなる市役所周辺の開発に
伴い、安全性の確保と事業内容の充実が困難
となってきているため新たなコースの検討する
必要がある。

2 拡充 ○【事業名】元気・健康フェア
ラジオ体操に代わり、成人世代を取り込
めるような講師やイベントを検討したい。さ
らに、障がい者団体から健常者と一緒に
スポーツに取り組みたいとの意見もあがっ
ていることから、障がい者団体とも一緒に
開催できるようなフェアを開催することも検
討する。
○【事業名】「第１１回市民スポーツ大会」
各団体会員の高齢化、地域において競技
スポーツ人口の減少などの要因により、
大会参加者が大幅に減少しているため、
参加者の拡充を図る。
○【事業名】「第１７回東地域市民スポーツ
フェスティバル」
引き続き町会・自治会・町内会で実行委
員会を組織し、スポーツ振興・健康増進と
地域コミュニティをより一層深めるため市
民スポーツフェスティバルを開催していく。
○【事業名】「西地域市民スポーツフェス
ティバル」
２８年度は西地域（旧大井町）は６ブロック
にて開催したが、２９年度に向けいくつか
のブロックが統合して開催をしていく。
○【事業名】「第１２回新春ロードレース大
会」
協賛企業の増やネーミングライツの更な
る充実をすることで大会運営をし、安全な
コースを確保することで、スポーツエント
リーによる申込方法の効率化により、市
内はもとより市外参加者の拡充を図って
いく。

スポーツ推進計画

72 健康づくりの増
進

文化・ス
ポーツ振
興課

スポーツ
振興課

開かれた学校・地域社会
の拠点・協力・連携の確
立から、学校体育施設を
社会体育の普及及びレク
リエーション活動の場とし
て開放する。

小学校体育館及びグラウンド　１３校
・大井小学校
・福岡小学校
・駒西小学校
・上野台小学校
・鶴ヶ丘小学校
・西小学校
・西原小学校
・東原小学校
・元福小学校
・亀久保小学校
・三角小学校
・さぎの森小学校
・東台小学校
中学校体育館及びグラウンド　　６校
・大井中学校
・福岡中学校
・葦原中学校
・花の木中学校
・大井西中学校
・大井東中学校

4 あ
る程
度

毎月１回行っている学校体育施設開放運
営委員会において、各学校開放委員長に
利用公平性の確保について周知徹底を
図ることを啓発した。
騒音・近隣からの苦情については、できる
限り理解を求め利用時間の制限等の約
束毎について説明及び理解を求めた。

3 現状
維持

平成２８年度は、平成２７年度に続き学校
体育館の改修工事の影響もあり、利用人
数は例年に比べ下がっているが、利用率
は伸びていることから、引き続き各学校毎
の運営委員会による適正かつ効率的な管
理運営を行い、更に市民のスポーツ活動
の推進を図っていく。
また、学校体育施設の使用料についても
検討していく。

スポーツ推進計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
学校施設を開放し、市民の利用に供している。利用率は伸びているので、適正かつ効率的な管理をしながら多くの市民に利用してもらうようにしたい。
保健センターが実施する元気・健康フェアについては、利用が一部の市民に限られている状況があるので、さらなる利用者の広がりを目指したい。

①
　
健
康
づ
く
り
事
業
の
実
施

３
　
健
康
の
保
持
・
増
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

72 健康づくりの増
進

保健セン
ター

保健セン
ター

市民参加による健康増進
事業や地域における健康
づくり推進・支援の実施。
○歯の健康フェア、地域
組織活動支援

○元気・健康フェア　（歯の健康フェア）
平成２8年６月5日（日）
・検診実績数：240名
○地域における健康づくり
各町会、自治会の保健推進員とともに、地域での
健康づくりを推進した。
○食生活改善推進員の活動
平成２８年度会員数５４名。
・小学生親子や民生委員等に向け、各対象に応じ
た食育事業を行った。

4 あ
る程
度

元気・健康フェア（歯のフェア）について
は、意識のある市民の参加は見られる
が、一部の人の参加となっている。

3 現状
維持

歯のフェアについては、歯科医師会等関
係機関と調整を取りながら、事業内容を
検討していく。

・ふじみ野市歯科口腔保健
計画

73 健康管理に関
する啓発活動
の推進

保健セン
ター

保健セン
ター

健康管理を促進するため
健康に関するセミナーや
教室を実施する。

○健康教育
〔健康生活セミナー〕５日間コース　年１回実施
→糖尿病予防をテーマに実施（セミナー定員：
  30名）
・参加人数（延べ）：133名
・参加人数（実）　：　30名
〔がん予防セミナー〕年１回実施
・参加人数：37人
〔歯と口の講演会〕年１回実施
・参加人数：62名

4 あ
る程
度

各計画に基づき、経年実施している。
健康生活セミナーは個々数年、定員を超
える申し込みを受けている。
ママ＆ベビーのリフレッシュ教室は他課と
協働し、産後の親子に向けての新たな教
育機会を得ている。
歯と口の健康づくり講演会は、歯科口腔
の内容だけでなく、がんに関すること、保
健推進員の研修会等と合同で実施してき
た。そのため、さまざまの情報が一度の研
修会に参加することで、得ることができて
いる。

3 現状
維持

今後もテーマ等を吟味し、市民の実態と
ニーズに沿った事業実施を目指す。

・ふじみ野市健康づくり計画
・ふじみ野市歯科口腔保健
計画

74 生活習慣病予
防対策の促進

保健セン
ター

保健セン
ター

生活習慣病予防を重点と
し、健康相談・健康教育を
実施する。

○健康教育
〔健康生活セミナー〕５日間コース　年１回実施
→糖尿病予防をテーマに実施（セミナー定員：
  30名）
・参加人数（延べ）：133名
・参加人数（実）　：　30名
〔がん予防セミナー〕年１回実施
・参加人数：37人
〔歯と口の講演会〕年１回実施
・参加人数：62名
○健康相談
　生活習慣病に関する相談、栄養相談、血圧測
定、
　体脂肪率測定、禁煙相談、尿検査などを行っ
た。
　年２４回

4 あ
る程
度

各計画に基づき、経年実施している。
健康生活セミナーは個々数年、定員を超
える申し込みを受けている。
歯と口の健康づくり講演会は、歯科口腔
の内容だけでなく、がんに関すること、保
健推進員の研修会等と合同で実施してき
た。そのため、さまざまの情報が一度の研
修会に参加することで、得ることができて
いる。

3 現状
維持

今後もテーマ等を吟味し、市民の実態と
ニーズに沿った事業実施を目指す。

・ふじみ野市健康づくり計画
・ふじみ野市歯科口腔保健
計画
・健康増進法

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
保健センターが実施する健康生活セミナーは多くの市民に利用してもらっているので、今後も内容等を検討し、引き続き実施していきたい。実施にあたっては講師の選定、内容のリサーチなど的確にニーズ
を捉えて市民の健康増進に資するようにしていきたい。

②
　
健
康
管
理
に
関
す
る
意
識
啓
発
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

75 がんの早期発
見 早期治療に
むけての検診
の実施

保健セン
ター

保健セン
ター

※重点施策１０
各種がん検診を実施し、
早期発見・早期治療によ
り生活習慣の見直しを図
る。

がん検診等（個別検診）
　肺がん・結核・胸部疾患検診、大腸がん検診、胃がん
リスク検診（ABCD検診）、子宮頸がん検診
　〔実施期間〕6月1日～11月30日
　〔実施機関〕委託医療機関
･集団がん検診（申し込み制）
　胃がん検診　6月、11月に11回実施
　乳がん検診　7月から12月まで30回実施（視触診、マ
ンモグラフィ）
  前立腺がん検診　1月に2回実施

・新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業（無
料クーポン券）
　下記の対象者にがん検診無料クーポン券を配布し
た。
　　子宮頸がん検診（20歳の女性）
　　乳がん検診（40歳の女性）

・広報、Ｆメール等による周知を図った。
・元気・健康マイレージ事業のポイント付与を実施した。

4 あ
る程
度

・がん検診（個別検診）について、数値目
標：平成29年度までに子宮頸がん）18％
　　　平成26年度　16.8％
　　　平成27年度　14..6％
　　　平成28年度　13.8％（平成28年1月ま
で実績）
※現行計画当初の目標設定では目標に
対し、徐々に減少している結果だが、算出
方法について妊婦健診が含まれないこ
と、単年度集計であることから、他との比
較が取りづらいため、今後においては、国
の示す算出方法（20～69歳、隔年受診算
出）に合わせて評価する必要がある。
国の示す算出方式でみると、ふじみ野市
の子宮頸がん検診受診率は平成26年度
46.0％（県平均32.6％、全国平均26.1％）
である。
・新たなステージに入ったがん検診の総
合支援事業（無料クーポン券）について
は、対象者にクーポン送付し、受診促進を
行うことが出来た。

2 拡充 ・がん検診（個別検診）については、受診
率算出方法において、自治体ごとのばら
つきがあることから、今後国保対象者を母
数とした算出方法に変更の予定。（平成32
年度報告から）
受診率について、これまでの算定におい
ても、徐々に減少傾向がみられるため、引
き続き周知や受診しやすい環境整備を行
い、検診を受け、早期発見・早期治療が
行われるようにする必要がある。

健康増進法
ふじみ野市健康診査実施要
綱
ふじみ野市新たなステージに
入ったがん検診の総合支援
事業実施要綱
ふじみ野市健康づくり計画

76 健康診査の受
診促進

保健セン
ター

保健セン
ター

※重点施策１０
生活習慣病予防として健
康状態及び生活習慣の改
善を図るよう、生活保護受
給者及び75歳以上の高齢
者に対し、健康診断を実
施する。

・生活保護受給者を対象に実施した。
　〔実施期間〕6月1日～11月30日　申し込み制
　〔実施方法〕　委託医療機関

 平成28年度実績　86件

4 あ
る程
度

チラシによる周知や受診勧奨等、福祉課
の協力を得ながら実施している。受診結
果から生活習慣改善が必要と認められる
人も見受けられ、生活状況や健康状態に
配慮しながらケースワーカーと連携してい
く必要がある。

3 現状
維持

引き続き、福祉課と連携し、健診受診機会
の確保をすることで、対象者の健康づくり
につなげていく。

健康増進法、ふじみ野市健
康診査実施要綱、ふじみ野
市健康づくり計画

76 健康診査の受
診促進

保健セン
ター

健康保険
課

生活習慣病予防として健
康状態及び生活習慣の改
善を図るよう、国民健康保
険加入者のうち４０歳から
７４歳の人を対象に、特定
健診、特定保健指導を実
施する。

【実施期間】６月１日～１１月３０日
【対象者】17,583人　【受診者数】7,958人
【受診率】45.3％（平成29年3月28日現在）
【実施方法】一般社団法人　東入間医師会へ事業
委託
　2市1町、74医療機関で受診可能
【受診者自己負担費用】１，０００円

4 あ
る程
度

市の特定健康診査受診率は、国、県の受
診率を上回っているが、計画目標値に近
づけるため受診率向上対策とともに被保
険者の健康状態を把握し、生活習慣病の
予防事業を行う必要がある。

3 現状
維持

引き続き、健診の周知、啓発活動と健診
後の生活習慣病予防事業を実施する。

高齢者の医療の確保に関す
る法律、ふじみ野市国民健
康特定健康診査等実施要
綱、ふじみ野市特定健康診
査等実施計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
受診率の向上が課題となるが、受診率の算出方式がこれまでの方法と違うものがあり、今後は国や他自治体と比較できる算出方法に変更することを検討する。いずれにしろ、受診者数を多くすることが課
題であり、対象者へのきめ細かい周知が必要と思われる。

③
　
健
康
診
査
の
充
実
と
受
診
促
進
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

76 健康診査の受
診促進

保健セン
ター

医療福祉
課

後期高齢者医療被保険
者を対象に、健康診査を
実施する。

・後期高齢者医療保険者を対象に実施
【実施時期】６月１日～１１月３０日
［対象者］12,460人［受診者数］5,546人
［受診率］44.5％（平成29年3月末現在）
【実施方法】一般社団法人　東入間医師会へ事業
委託
［2市1町］74医療機関で受診可能
【受診者自己負担費用】１，０００円

4 あ
る程
度

市の後期高齢者健康診査の受診率は県
平均を上回っている。定期通院していない
対象者に対する受診勧奨が課題である。

3 現状
維持

健康診査の結果から健康教育、健康相談
等につなげ疾病の予防や早期発見ができ
るよう周知を図る。

高齢者の医療の確保に関す
る法律、ふじみ野市後期高
齢者健康診査等実施要綱

77 児童の虐待防
止ネットワーク
の強化

学校教育
課

学校教育
課

要保護児童対策協議会に
よる情報交換や具体策の
展開により、児童虐待の
防止と早期発見、対応に
ついて取り組む。

○子育て支援課と学校教育課の連携した要保護
児童対策協議会を開催した。
　第１回5月26日（木）
　第２回7月27日（水）
　第３回9月28日（水）
　第４回11月10日（木）
　第５回2月22日（水）

児童相談所やケースワーカー、該当学校の担当
者や福祉課等の関係者が情報提供や指導指針を
出し合った。
そして統一した歩調で各機関が連携して本人への
最善のサポートに取り組んだ。

5 十
分

○子育て支援課との連携
・要保護対策児童対策協議会に参加し、
該当児童について情報共有を図った。
・学校や教育相談室、さわやか相談員の
出席するケース会議に参加し、情報共有
を行うとともに、家庭への働きかけや支援
策について検討する等、連携を深めること
ができた。

3 現状
維持

○子育て支援課との連携
・要保護対策児童対策協議会に参加し、
該当児童について情報共有を図る。
・学校や教育相談室、さわやか相談員の
出席するケース会議に参加し、情報共有
を行うとともに、家庭への働きかけや支援
策について検討する等、連携を深める。

(記入なし）

77 児童の虐待防
止ネットワーク
の強化

子育て支
援課

子育て支
援課

要保護児童対策協議会に
よる情報交換や具体策の
展開により、児童虐待の
防止と早期発見、対応に
ついて取り組む。

ふじみ野市要保護児童対策地域協議会において
児童虐待の対応審議、対応についての取組を行
い、併せて同会議の強化、向上を継続し図った。

代表者会議：実務者会議の実施報告や次年度実
務者会議実施計画を検討する。年1回実施。
　平成28年5月20日午前9時30分～午前11時00分
　　出席者16名

実務者会議：児童虐待早期発見と早期防止のた
め、関係機関での情報交換や見守り体制の確認
を図る。年5回実施。
①平成28年5月26日午後1時30分～午後3時00分
　　出席者21名
②平成28年7月27日午前9時30分～午前11時30
分
　　出席者22名
③平成28年9月28日午前9時30分～午前11時30
分
　　出席者23名
④平成28年11月10日午後1時30分～午後3時30
分
　　出席者20名
⑤平成29年2月22日午前9時30分～午前11時30
分
　　出席者21名

4 あ
る程
度

平成28年度に、市町村専門支援員制度を
利用し、形骸化していた会議を、意味のあ
る会議に改善した。
会議時に使用する、審議シートを実務者
に事前配布し、内容を一読の上会議に参
加してもらうことで、より具体的な支援に向
けた審議をすることができるようになった。

2 拡充 子育て支援課で継続支援をしているケー
スについて、内容を精査した上で、会議に
登録し、必要時に関係機関との連携が速
やかにできるようにする。
会議の効率化に向けて、より一層の改善
をはかる。

児童福祉法
児童虐待防止法

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
各地域に居住する子育て中の人たちの支援のため、拠点となる地域子育て支援センターのほか、出張相談も行い、きめ細かい支援を実施している。学齢児童や外国籍児童への援助についても実施してい
るので、引き続き体制を維持し、援助に努めたい。

６
　
生
活
福
祉
の
向
上

①
　
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

１
　
次
世
代
を
育
成
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

77 児童の虐待防
止ネットワーク
の強化

福祉課 福祉課 要保護児童対策協議会に
よる情報交換や具体策の
展開により、児童虐待の
防止と早期発見、対応に
ついて取り組む。

民生委員・児童委員の見守り及び主任児童委員
活動等を通し、児童虐待が疑われる案件を知り得
た場合は、関係機関や協議会担当者への速やか
な報告を行い、児童虐待の防止に努めた。

4 あ
る程
度

関係機関や協議会担当者への速やかな
報告を行い、児童虐待の防止と早期発見
につながった。

3 現状
維持

今後も速やかな報告により、児童虐待の
防止と早期発見のため継続実施していく。

(記入なし）

78 さわやか相談
室 教育相談室
の充実

学校教育
課

学校教育
課

教育相談室で、児童生
徒、保護者からの悩みご
との相談や解消に向けて
の相談活動を行う。各中
学校のさわやか相談員及
びスクールカウンセラーに
よる学区の小学校への訪
問、相談活動を通して児
童生徒の具体的な悩みや
相談に対応し、学校と連
携を図る。

○教育相談活動
　　・常任相談員４名　適応指導員１名の配置
　　　　来室、電話、訪問の相談体制を組み相談活
動の充
　　　　実を図った。
　　・平成２8年度相談件数530件（延べ人数）
　　　　内　不登校　９件（延べ人数１１３人）
　　・適応児童生徒数　10名

○教育相談研修会
　　　相談員の資質向上、課題解決能力の向上の
ため研修
　　会（講義・演習）を実施し、より高度な教育相談
技能
　　を身に付け、一層的確な相談活動を推進した。
　　１　期日　　　平成２８年1１月24日（木）
　　２　内容　　　講演「長期欠席児童生徒に対する
様々な対応」
　　３　指導者　　開善塾教育相談研究所顧問　金
澤  純三　氏
　　４　対象者　　各小中学校教育相談主任
さわやか相談員
教育相談室　常任相談員
教育相談室　適応指導員
○さわやか相談員の配置（６名）
　　　各中学校にさわやか相談員を１名配置し、生
徒の具体的な相談に応じるとともに、さわやか相
談室と連携し
　　課題解決を図った。
　　・平成２8年度中学生の相談件数
　　　　　　　　　　　189人（実人数）

4 あ
る程
度

○さわやか相談員の配置（６人）
・各中学校にさわやか相談員を１名配置。
スクールカウンセラーや市教育相談室と
の連携を図った。

○教育相談室常任相談員の配置
・常任相談員４名、適応指導員１名の配置
した。

○教育相談活動の充実
電話、来室、学校訪問の相談体制を組
み、相談活動の充実を図った。
・ＷＩＳＣ検査の依頼件数が多く、相談員を
増員する必要がある。

○教育相談研修会
・相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のための研修会を実施した。

3 現状
維持

○さわやか相談員の配置（６人）
・各中学校にさわやか相談員を１名配置。
スクールカウンセラーや市教育相談室と
の連携を図った。

○教育心理相談員と教育相談員による相
談事業の充実
・新たに配置した教育相談員と、教育相談
員の業務を指導する教育心理相談員によ
る教育相談事業の充実を諮る。

○教育相談活動の充実
・電話、来室、学校訪問の相談体制を組
み、相談活動の充実を図る。
・年々増加するＷＩＳＣ検査の実施依頼に
対応するため、検査業務の効率化を図り
ながら、検査実施数を増やす。また、発育
発達センターとの連携を深め、ＷＩＳＣ検査
を依頼する。

○教育相談研修会
・相談員の資質向上、課題解決能力の向
上のための研修会を実施する。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

79 地域子育て支
援センター事業
の充実

子育て支
援課

子育て支
援課

地域の子育て中の家庭
が、育児不安について気
軽に相談ができるように
親子の居場所提供、子育
てサークルの育成、支援、
子育てに関する情報の提
供、学習の機会を提供し、
地域全体で子育てを支援
する基盤の形成を図るた
め、地域子育て支援セン
ター相談事業等を充実す
る。

○子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
親子の居場所を提供、参加しやすいように年齢別
や関連子育て世帯単位での事業や自由に利用で
きる事業を実施した。
*交流事業年844回、内男性参加者28人
○子育てサークル育成・支援・交流会の実施
核家族化の進行による子育ての孤立を防ぐため
仲間づくりを推進した。
＊育成年2回、交流会年6回
○子育てコンシェルジュ事業を実施した。妊娠期
から子育て期までの健康や子育てに関する相談
対応や子育て関係機関と日頃より連携し、利用者
のニーズに合った地域の子育て関連情報の提供
をした。・・・上野台：相談件数　525件
・面接等相談を受けた。（霞ヶ丘年141件）
・電話相談を受けた。（霞ヶ丘年20件）
・交流スペースでの相談対応を行った。（随時）
○子育て及び子育て支援に関する講習等の実施
食、子育て、子どもの事故予防、絵本等の講座を
実施した。　　　　　　　　　＊年24回開催。食の講
座134人、子育て講座233人、子どもの事故予防講
座44人、絵本講座59人受講
○親子の育ち支援の実施・・・子育て支援センター
まつり実行委員会にて母がエンパワーでき、子ど
もへの向き合い方を学び、子ども同士の仲間づく
りを図った。
＊全12回。実行委員親子16人
○訪問型子育て支援の実施・・・何らかの理由で
外に出かけられない子育て家庭へ職員が出向き、
孤立と虐待を防いだ。年16回実施。母の思いを時
間をかけて傾聴、協働することで、母自身を見出
し、子育てへの元気を取り戻していった。

5 十
分

子育て家庭が悩みを相談できる相手をも
たず不安や負担感を抱え社会から孤立し
がちな状況があることから、子育て親子の
交流の場を提供し、気軽に相談できる職
員体制や内容をその都度検討し実行し
た。何らかの理由で家庭から出ることがで
きない親子に対しては訪問型子育て支援
を開始。また、子育て支援拠点が増設さ
れたことで徒歩でも利用できる環境づくり
が整ってきた。本市の子育て世代人口の
増加と市独自の事業を展開する中、利用
者数も増加し社会参加へ繋ぐことができ
た。

2 拡充 子育て不安と負担の軽減のために妊娠期
からの居場所づくりと相談体制を整えるこ
とを目的に、子育て世代包括支援セン
ターを機能させ基本型である子育て支援
センターと母子保健型である保健センター
との両輪による支援に取り組む。妊娠中
の利用者増加に繋がる事業に課題はある
が、子育て中の家庭と交流することで出
産や子育ての不安を軽減することが見込
まれる。また、（仮）大井子育て支援セン
ターを設置し、本市西側の核となって子育
て中の家庭を支えていく。

ふじみ野市子ども・子育て支
援事業計画

80 子育て支援の
ネットワーク化
の構築

子育て支
援課

子育て支
援課

※重点施策１１
次世代育成支援行動計
画に基づき、関係機関と
ネットワーク化を図る。

子育てに関する関係機関が連携し、情報の共有
化を図り、子育て家庭に子育て情報を効率的に提
供した。

○あそびとまなびのカレンダーの作成（毎月）
○出前子育てサロンを実施した。（5月18日水、東
台
　子育てサロンにて15名参加、7月8日金、ふじみ
野分
　館にて12名参加、10月7日金、旭ふれあいセン
ター
　にて51名参加）
○子育て情報メール配信（毎月１０日、２５日）
　配信件数：１０１件
○子育てタウンアプリの配信（１月１０日～開始）
　登録者件：５０９名
○子育て支援拠点連絡会議を開催し、各職員の
資
　質向上のために情報交換及び利用者への向き
合い
　方等を学んだ。（年5回開催）
○その他日常的な情報交換
○育児を応援する行政サービスガイド（「ふじみ野
市
　子育てガイドブック」）を平成２８年５月に発行し、

5 十
分

○出前子育てサロン
子育て支援施設が遠いなどなかなか利用
できない子育て家庭に向けて子育て関係
機関職員が公民館や放課後児童クラブ等
に出向き相談に応じたり、ペープサートや
大型絵本などの遊びを提供し、子育て支
援施設に出かけるきっかけづくりができ
た。出前子育てサロンを開始した当初の
目的は、子育て支援施設が遠い場所にて
行うことにあったが、子育て中の世帯が少
ないなど参加がほとんどない現状があり、
また参加後食事や買い物等が可能な開
催場所を希望する声もあり実施場所の選
定が課題となった。
○子育て支援拠点連絡会議
子育て支援拠点が１１か所に増えて、徒
歩での利用が可能になった。各拠点にお
ける実施内容は様々であるが、ふじみ野
市全地域での子育て応援者として子育て
家庭への目線を同じにできるよう会議や
研修会において学び合うことができた。
○子育てサロン事業
小学生が登校中の午前を使って子育て家
庭が交流できる場を放課後児童クラブに
設け、徒歩での利用が可能になりゆったり

3 現状
維持

○出前子育てサロン
集会所や分館だけでなく、放課後児童クラ
ブが整備されて子育て中の親子も過ごし
やすい環境ができていることから、今まで
開催してなかった地域での実施が可能に
なる。地域の子育て世代の状況を把握す
るために開催場所を子育て支援施設から
遠い場所にするのか子育て家庭のニーズ
に合った場所にするのかが課題となる。
○子育て支援拠点連絡会議
今後も連絡会議を定期的に開催。また、
本市において子育てに携わる者を対象に
研修会を行い、職員の資質向上と本市全
地域に支援が行き渡るよう努めていく。
○子育てサロン事業
子育て環境の状況から東台子育てサロン
を東原放課後児童クラブに移転し、子育
て中の親子が交流しゆったり過ごす場所
を提供していく。今後も子育て世代のニー
ズを把握して事業に取り組んでいく。

ふじみ野市子ども・子育て支
援事業計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

81 子育て支援の
講座の開催

上福岡公
民館

上福岡公
民館

子育て中の親が子育ての
悩みを軽減でき、情報交
換や仲間づくりができるよ
うに講座を開催する。

【事業名】
     はとぽっぽ教室
【開催日】
     春の教室：5/26～6/30の週1回、全６回
　　 秋の教室：9/29～11/2の週1回、全６回
【内　容】
     歌やリズム、手遊び、工作、おやつ作り等によ
る
      「親子のふれあい」を中心に活動した。
【受講人数】
     春の教室：親子19組、38人延べ参加者176人
　　 秋の教室：親子10組、20人延べ参加者92人
【会　場】
     勤労福祉センター集会室他

4 あ
る程
度

社会教育の一環として、子育て世代の親
子を対象に、事業を実施している。

3 現状
維持

他課でも同様な事業を行っており、他課と
は違う公民館独自の事業展開を行ってい
くことが求められる。

(記入なし）

81 子育て支援の
講座の開催

大井中央
公民館

大井中央
公民館

子育て中の親が子育ての
悩みを軽減でき、情報交
換や仲間づくりができるよ
うに講座を開催する。

◎子育て講座
　５回連続講座
　参加者：親子１２組
　　　　　　　延べ４８人（子どもは含まず）
➀９月２日(金） 絵本の読み聞かせ、わらべうた、
　　　　　　　　　　　　手遊び
　講師：語りの会「ずくぼんじょ」
②９月９日（金）　子育てアドバイス①
　講師：チャイルドカウンセラー
③９月３０日(金）　子育てアドバイス②
　講師：チャイルドカウンセラー
④１０月７日（金）　パンチdeシェイプ①
　講師：健康運動指導士
⑤１０月１４日（金）パンチdeシェイプ②
　講師：健康運動指導士

4 あ
る程
度

子育て中の親が子育ての悩みを軽減で
き、情報交換や仲間づくりに役立つ講座を
開催した。
講義だけでなく、運動も取り入れた内容の
連続講座を行い、参加者から好評を博し
た。

2 拡充 今後も対象者のニーズに合致した事業内
容を企画するとともに、積極的な広報を行
い、参加者数の増加を図る。

社会教育法
ふじみ野市生涯学習推進計
画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

82 子育てサーク
ル活動の充実

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

子育て中の親が孤独化し
ないようにするため、子育
て配信メールを利用し情
報発信を行い、情報交換
や仲間づくりができるよう
事業を実施する。

・家庭教育セミナー開催
　　10月5日（水）「みんな友達、親子で遊ぼう」
　　午前10時から午前11時３０分
　　参加者　12組(25名)
　
　　3月8日（水）
　　気軽にいただく《カフェ風ランチ》で井戸端会議
　　午前10時から正午
　　参加者　15組(31名)　　※保育実施

4 あ
る程
度

　子育てに関する健康や食・生活習慣等、
普段持つ悩みなどの解消に役立つ学習と
子育て同士の交流を図るを教室を開催し
た。

3 現状
維持

　シリーズ化した事業の開催等の実施
等。

（記入なし）

83 子育てふれあ
い広場事業の
充実

子育て支
援課

子育て支
援課

子育て親子の交流の場の
提供と交流、子育て等に
関する相談、援助、地域
の子育て関連の情報提
供、講演会を実施する。

・子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
親子リズム　月２回
赤ちゃん体操　月１回
わらべうたあそび　月１回　等実施

・子育て等に関する相談、援助の実施
育児相談　月～金曜日　午後１時～４時
その他相談（要電話予約）　金曜日午後１時～４
時　相談数　年間186件

・地域の子育て関連情報の提供
地域子育て支援センターや子育てネットワークの
情報等、地域の保育資源の情報をパンフレット等
で提供した。

・子育て及び子育て支援に関する講習等の実施
外部・内部講師による子育て講座の実施をした。
年４回実施済

4 あ
る程
度

ふじみ野市地域子育て支援拠点として、
親子が集える場の提供や様々な親子交
流の事業を展開しまた。また、子育てに関
する相談や、一時預かり事業を実施した。

3 現状
維持

今後もふじみ野市地域子育て支援拠点の
１つとして、左記事業について実施する。

ふじみ野市子ども・子育て支
援計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

84 外国籍児童生
徒の教育支援

学校教育
課

学校教育
課

日本語適応指導員を配置
し、日本語の指導を通して
就学への支援を実施す
る。

○日本語適応指導員の配置（通年）
　　市内小・中学校の要求、要望に基づいて随時
　　日本語力が不足する市内各小・中学校在籍児
童
    生徒に対し、日本語適応指導を行った。
　　・指導員数6名
　　・児童生徒数31名
　（福岡小、上野台小、鶴ヶ丘小、東原小、福岡
     中、葦原中、大井東中）

2 不
十分

○日本語適応指導員の配置（通年）
　市内小・中学校の要望に基づいて随時
配置
　日本語力が不足している外国人児童生
徒等に対し、日本語適応指導を行った。
　・指導員７名
　・児童生徒数３１名
　（福岡小、上野台小、鶴ケ丘小、東原
小、西小、福岡中、葦原中、大井東中）
○日本語指導法の講師による講演会を実
施し、日本語の理解が困難な外国人児童
生徒に対する日本語指導方法を学んだ。

2 拡充 ○日本語適応指導員の配置
市内小・中学校の要望に基づいて早い時
期から指導員を配置するよう努めるととも
に、外国人児童生徒等の日本語指導の
状況を随時確認しながら、よりきめ細かい
指導を目指す。
○日本語指導法の講師による講演会を実
施し、日本語の理解が困難な外国人児童
生徒に対する日本語指導方法とともに、よ
りよい支援の在り方を学ぶ。

85 子育て家庭 ひ
とり親家庭にお
けるニーズの
把握

子育て支
援課

子育て支
援課

子育ての家庭、ひとり親
家庭のニーズを把握し、
今後の施策・事業に結び
つけるための調査に努め
る。

来所及び電話相談等により個々のニーズを把握
し、可能な支援ができるように努めた。

4 あ
る程
度

児童扶養手当現況届の際や、電話相談
にて各家庭の生活状況を聞き取り、それ
に応じた支援を行った。

3 現状
維持

ひとり親家庭の自立促進に向けて、各家
庭の状況に合った支援策が提供できるよ
うに職員教育を行う。また、ハローワーク・
埼玉県西部福祉事務所といった外部団体
との連携を密にする必要があると思われ
る。

(記入なし）

86 放課後児童ク
ラブの充実

子育て支
援課

子育て支
援課

ＮＰＯ法人を指定管理者と
して事業を実施し、保護者
が就労等で日中留守にす
ることが常態である児童
の放課後保育を充実す
る。

昼間保護者が就労等で家庭を留守にし、放課後
に保育ができない就学児童を対象に、生活と遊び
の場を与え、放課後児童の健全育成を図る。
また、定員の問題を抱えた施設、老朽化した施設
の建替えを行い、児童が安全に生活できるように
努めた。
平成28年度は福岡放課後児童クラブ・第２福岡放
課後児童クラブの移設及び第２駒西放課後児童ク
ラブの増設を行い、児童クラブの総定員を104名
増やした。

4 あ
る程
度

平成２５年度より放課後児童クラブを継続
して整備しており、４か年での放課後児童
クラブ定員の増加は、総計で２５７名分、
老朽化建物の更新も９ヶ所行っており、環
境改善も概ね実施できている。

3 現状
維持

今後も放課後児童クラブにおける保育
ニーズは増加傾向が継続するとみられる
ため、今後も老朽化の進んだ施設を中心
に建替え等の整備を行い、放課後児童ク
ラブの充実を目指す。

児童福祉法、ふじみ野市子
ども・子育て支援事業計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

87 児童 青少年の
健全育成事業
の充実

学校教育
課

学校教育
課

学校警察連絡協議会で児
童生徒の非行、問題行動
等に対する予防や解決に
向けて情報交換を行い、
関係諸機関との連携を図
る。

・学校警察連絡協議会の実施
　年４回の開催の中で、児童生徒の非行・問題行
動等に関する予防や解決に向けて情報を行い、
関係諸機関との連携を図った。
　第1回　　5月20日（金）
　第2回　　7月12日（火）
　第3回　10月14日（金）
　第4回　　2月14日（火）
・事例研修会の開催
　12月13日（火）

5 十
分

○学校警察連絡協議会の実施
・年６回程度の開催で、児童生徒の非行・
問題行動等に関する予防や解決に向けて
情報共有を行い、学校、警察等との連携
を深めた。

3 現状
維持

○学校警察連絡協議会の実施
・年６回程度の開催で、児童生徒の非行・
問題行動等に関する予防や解決に向けて
情報共有を行い、学校、警察等との連携
を深める。

(記入なし） 男女共同参画の視点に沿った取組になっ
たか検討する必要がある。

87 児童 青少年の
健全育成事業
の充実

学校教育
課

学校教育
課

総合的な学習の時間や職
場体験活動を行い地域と
のふれあいを通して進路
キャリア教育の一環として
実施する。
○中学校社会体験チャレ
ンジ事業

進路指導・キャリア教育の一環として、生徒への
職業観・勤労観、社会性、人間関係形成能力等の
育成を目的に、市内全中学校において３日間の職
場体験を実施した。

＜体験先例＞
　１　教育機関
　　　・かすが保育園・大井保育所・上野台保育所
　　　・風の里学園・鶴ヶ丘小学校・亀久保小学校
　２　飲食業
　　　・マクドナルド・くら寿司・コナズコーヒー
　３　小売業
　　　・ヤマダ電機・イオン大井店・セブンイレブン
　４　公的機関
　　　・上福岡図書館・西児童センター・大井郷土
資
　　　　料館

5 十
分

○中学校社会体験チャレンジ事業
　進路指導・キャリア教育の一環として、
生徒の職業観・勤労観、社会性、人間関
係形成能力等の基礎的・汎用的能力の育
成に向け、市内全中学校において３日間
の職場体験を実施した。
　＜体験先＞
　・保育所や幼稚園、小学校等の教育機
関
　・小売業
　・図書館、公民館等の公的機関
　・飲食業等のサービス業

3 現状
維持

○中学校社会体験チャレンジ事業
　今後も市内全中学校において３日間の
職場体験を実施し、体験とあわせて事前・
事後のガイダンスを充実させることで、生
徒の職業観・勤労観、社会性、基礎的・汎
用的能力の育成を目指す。

（記入なし）

②
 

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
充
実

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
学校においては問題行動への連携した対処と進路指導の一環とした職場体験を実施。校外においては他の子どもたちとの交流、レクリエーションの場を設け、中高生においては居場所づくりをして子どもた
ちの健全育成に取りくんだ。今後とも利用者の状況を見ながらより充実した取り組みを続けたい。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

87 児童 青少年の
健全育成事業
の充実

子育て支
援課

子育て支
援課

青少年対策事業として少
年の主張やキャンプ等を
実施する。

青少年対策事業としての少年の主張やキャンプ等
を実施した。
・少年の主張ｉｎふじみ野
【実施日】平成２９年２月４日
【会場】勤労福祉センターホール
【内容 】市内小中学校の児童及び生徒が日常生
活で感じること、考えていることを作文により発表
した。
アトラクションでは、葦原中学校吹奏楽部による演
奏を行った。
・青少年仲間づくり事業（青少年健全育成活動事
業）
【実施日】年中事業
【内容 】レク活動や市主催事業への参加協力並び
に、宿泊を伴う野外活動として「遊友隊」を実施し、
規律ある楽しい集団生活をとおして、青少年の健
全な育成を図った。
○レク活動
毎月第一日曜日に実施
○夏の遊友隊
天候不良のため中止
○春の遊友隊
実施日：平成２９年2月２５日～２６日
場所：県立長瀞元気プラザ

4 あ
る程
度

青少年育成ふじみ野市民会議主催のも
と、平25年度～平成28年度において青少
年を健全に育てるための市民大会”少年
の主張inふじみ野”を2月第1土曜日に開
催した。学校とも連携をはかり市内小中学
校１９校の児童及び生徒の主張の場を提
供することができた。　　　　　　　　・青少年
仲間づくり事業については、青少年相談
員協議会が「遊友隊」（毎月第１日曜日の
レクリエーションや年２回の宿泊を伴う
キャンプ）を実施。
参加者を募るイベントごとについては広報
等での周知の仕方については検討課題も
ある。

3 現状
維持

・市内の小中学校の児童及び生徒が日頃
の想いや考えを発表することで、地域社
会への進出の場を与えることができる。こ
のことは、青少年の健全育成の促進に繋
がるため、今後も事業を展開していきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　・集団での
レクリエーション等の活動やキャンプを通
して、子どもたちが相互に交流を図ること
が健全な成長を促すことにつながっていく
ため、今後も継続して実施していく予定。

(記入なし）

87 児童 青少年の
健全育成事業
の充実

子育て支
援課

生涯学習
課

保護者等による子どもの
心身健全育成を目的に、
地域を基盤として活動し、
ふじみ野っ子まつりやか
るた大会等を実施する。

子どもの健全育成を目的としているふじみ野市子
ども会育成団体連絡協議会の活動を支援した。
【ふじみ野っ子まつり】
日時／平成２８年９月１８日（日）
時間／午前１０時００分から午後３時００分まで
会場／大井中央公民館
参加者／１，０００人
内容／開会式では市長と子どもたちがじゃんけん
を行い、勝った子どもたちには景品を渡し交流を
図った。
昔ながらの遊びや、ゲーム、模擬店広場等を設
け、地域や学年関係なく一日中子どもたちの遊び
場を提供した。

【かるた大会】
日時／平成２８年１２月１１日（日）
時間／午後０時１５分から午後４時３０分まで
会場／市民交流プラザ　フクトピア多目的ホール
参加者／７１人
内容／団体戦・個人戦の実施
　　　（それぞれの優勝者は３月に行われる県大会
へ
　　　　出場。）

4 あ
る程
度

・「ふじみ野っ子まつり」は毎年１，０００人
ほどの参加者で、オープニングの催しで
は盛り上がりを見せ、子どもたちにとって、
大変楽しみな行事となっている。
遊びの広場、模擬店も充実し、ふじみ野
高校の生徒、ホンダ学園の学生、子ども
会育成会ＯＢの方にも協力していただき、
子どもたちが地域の方との関わりを持つ
交流の場となっている。
まつりの内容の打合せや大井中央公民
館の借りる部屋等早めに計画を立てるよ
うにしていくことが課題。
・「かるた大会」は郷土かるたを通して、郷
土埼玉が育てた人物や美しい自然・文
化、産業等を学ぶ機会にもなり、子どもた
ちも良い成績を目指し、練習に励んでい
る。　　　　　　　　　　　　　今後も切磋琢磨
し合い、学びながら交流が図れる場となる
ような大会が行えるよう、努めていく必要
がある。

3 現状
維持

・今後も参加者が増え、子どもたちが楽し
んでもらえるような催しごとが行えるよう、
子ども会育成団体連絡協議会、大井中央
公民館との連携をさらに強化し、内容の充
実をはかっていく。
また、各協力団体やふじみ野高校の生徒
さん、ホンダ学園の学生さんとまつり当日
までの調整を早めにはかり、当日スムー
ズに活動できるよう努めていく。
・かるた大会も引き続き、子どもたちの交
流、成長の場が広がるよう、子ども会育成
団体連絡協議会と調整をとり、充実した大
会となるよう協力していく。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
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（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

88 児童センターの
充実

子育て支
援課

子育て支
援課

0～１８歳未満の児童に健
全な遊びを通じ、その健
康を増進し、情操を豊か
にすることを目的に各種
事業を実施する。

平成２５年度途中から、指定管理者による運営が
行われている。
【東児童センタ－】
　子育て支援拠点施設として、子育て支援事業の
充実を図るため「育児講座カラフル」「ママの輪」
「パパの輪」「ぽんぽんお話会」「大きくなったかな」
「りんりんリズム」を毎月実施する他、乳幼児を対
象に年齢別に「親子タイム」事業を週３回開催し
た。また、週3回午前10時から午後1時まで拠点と
して職員が集会室に常駐し来館者同士が関わり
を持てるよう働きかけた。
小学生対象事業として遊びタイム（季節ごとの制
作教室・陶芸教室・鬼ごっこなど）やチャレンジタイ
ム（毎月決まったゲームを行い、継続し遊びを楽し
む）を実施。その他、子どもたちの意見や要望を聞
いたり、センターイベントに主体的に関わったり出
来るように、子ども運営委員会や祭り実行委員会
を開催した。
また、中高生対象事業では、ボランティア体験や
就労体験の他、中高生の居場所づくりの一環とし
て、夏休み期間全１０回夜間開館を行った。
その他、季節の行事として、フクトピアっ子まつり
や県民の日お楽しみ映画会、わくわくお出かけ
隊、新1年生集まれ！などのイベントを開催した。

5 十
分

ふじみ野市地域子育て支援拠点として、
親子が集える場の提供や様々な親子交
流の事業を展開した。また、中高生の居
場所づくりとして夜間開放などを実施し
た。

3 現状
維持

今後もふじみ野市地域子育て支援拠点の
１つとして、左記事業について実施する。

ふじみ野市子ども・子育て支
援計画

【西児童センタ－】
　子育て支援拠点施設として、子育て支援事業の充実
を図るため「育児講座ポケット」「スマイル」「お話し広
場」「はかってみよう」「レッツダンス」「レッツダンスプラ
ス」を毎月開催する他、乳幼児を対象に年齢別「親子タ
イム」を週３回開催した。また、週3回午前10時から午後
1時まで拠点として職員が幼児室に常駐し来館者同士
が関わりを持てるよう働きかけた。
小学生対象事業としてジャンプ（工作教室・運動遊び・
科学実験教室など）やチャレラン（毎月決まったゲーム
を行い、継続し遊びを楽しむ）を行った。その他、子ども
たちの意見や要望を聞いたり、センターイベントに主体
的に関わったり出来るように、子ども運営委員会や子ど
も実行委員会を開催した。
また、中高生対象事業では、ボランティア体験や就労体
験の他、中高生の居場所づくりの一環として、夏休み期
間に全１０回夜間開館を行った。
その他、季節の行事として、夏まつりや県民の日お楽し
み会、バスでの工場見学、センター探検などのイベント
を開催した。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
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今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

89 こども医療費助
成制度

子育て支
援課

医療福祉
課

入院・通院ともに中学3年
生までのこどもを対象に
し、医療保険による診療
費を全額公費（市費）で負
担する。

０歳から中学３年生の医療費のうち保険診療によ
る自己負担分を支給した。（通年）
（受給者数）　未就学児童６，７９１人
　　　　　　　　　　小・中学生  ８，５２１人

5 十
分

０歳から中学３年生の医療費のうち保険
診療による自己負担分を支給した。（通
年）受給者数は平成２５年度未就学児童
６，４４８人から平成２８年度は６,７９１人で
３４３人増、小・中学生は平成２５年度８，
５４７人から平成２８年度８,５２１人で２６人
減となっている。

扶助費としては平成２５年度４０１,８８５,２
７１円から平成２８年度４７８,４３１,８５４円
で７６,５４６,５８３円増となっている。

3 現状
維持

近隣市町村の状況も鑑みて、今後もこど
も医療費の助成制度は継続する。

(記入なし）

90 私立幼稚園就
園奨励費補助
金交付

子育て支
援課

教育委員
会総務課

国が実施する幼稚園就園
奨励費補助金交付要綱に
よる入園料及び保育料の
減免措置を実施している
私立幼稚園の設置者に対
し、補助金を交付する。

年一回、市広報に掲載するとともに、幼稚園を通
じて保護者に調書、案内を配布し、制度の周知を
図る。
保護者から提出のあった調書をもとに、補助基準
である市民税所得割額を確認し、補助対象者及
び補助金額を決定した。
補助金の決定・支給は幼稚園設置者を通じて保
護者に行った。
私立幼稚園就園奨励費補助事業実施園　３８園
交付決定者数　１，８９１名
補助額　２０１,４２８,１００円

5 十
分

就園奨励費制度の国庫補助金（市１／３
負担）が増額され保護者就園費用の軽減
を図ることが出来た。
また、平成２８年度には、PTA等から市単
独上乗せ分の増額要求により、市単独補
助金も増額し、負担軽減に寄与した。

3 現状
維持

国庫補助制度の動向をふまえ、市負担も
継続して実施する。
また、市単独補助金については、近隣市
町村の状況を注視し、負担軽減を図って
ゆく。

(記入なし）

91 就学援助事業 学校教育
課

学校教育
課

経済的な理由により就学
が困難と認められる児童
生徒の保護者に対して、
学用品費、修学旅行費、
医療費及び学校給食費等
の教育に要する経費の一
部を援助する。

【対象】市内に居住し公立の小中学校に通う児童
生徒の就学が経済的理由などにより困難な世帯
【申請】毎年度申請（前年の所得の分かるものを
添付）
【内容】学用品費、新入学用品費、学校給食費、
校外
活動費、林間学校費、修学旅行費、医療費等
【振込】各学期終了後、保護者の預貯金口座へ振
込（学校給食費及び医療費以外）

学用品等　　　 31,625千円　    　　1,059人
学校給食費　  41,985千円　       　　943人
医療費　　　　　　　381千円　　　　　　   34人

4 あ
る程
度

現在、就学援助の認定基準については、
生活扶助基準の見直しに影響が及ばない
ように平成２５年度の生活保護基準を基
準額として、その、１．３倍の所得までを援
助対象をしている。今後も現行制度の上
で、事業実施を行っていく。
援助制度の周知方法については、市報や
市のホームページへの掲載に加え、制度
のお知らせや申請用紙を市内小中学校に
配布している。また、市役所では、学校教
育課のほか、子育て支援課、大井総合支
所の関係各課にも備えることにより、相談
に来られた方に制度の周知を図ってい
る。引き続き周知の充実に努めていく。

2 拡充 支給費目、支給単価、支給時期等につい
て利用者のニーズを踏まえながら、情報
収集に努め、国や近隣自治体の動静を注
視し検討していく。

(記入なし）

③
 

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
私立幼稚園入園者への援助、学校の就学費、医療費、生活費等それぞれの経済的援助を実施している。制度にのっとり、また近隣市町の状況なども踏まえ、的確な支援を続けていきたい。
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

92 特別支援教育
就学奨励事業

学校教育
課

学校教育
課

特別支援学級に在籍する
児童生徒の保護者に対
し、家庭の経済状況に応
じて、学用品費、修学旅行
費及び学校給食費等の教
育に要する経費の一部を
援助する。

【対象】市内に居住し市内の小中学校の特別支援
学
　　　　級に通う児童生徒の保護者
【申請】毎年度調書提出（課税証明書を添付）
【内容】学用品費、新入学用品費、学校給食費、
校
　　　　　外活動費、林間学校費、修学旅行費
【振込】各学期終了後、保護者の預貯金口座へ振
込
　　　（学校給食費及び医療費以外）

学用品費等　　   338千円　　　　38人
学校給食費　　   886千円　　　　38人

4 あ
る程
度

国の基準に準じ事業を実施している。
補助額としては、就学援助制度のほうが、
より充実した制度となっているため、申請
時に就学援助制度の案内を行うなど、利
用者に制度の説明を行うなど、制度の周
知に努めていく。

2 拡充 支給時期等について利用者のニーズを踏
まえながら、情報収集に努め、国や近隣
自治体の動静を注視していく。

(記入なし）

93 認可外保育施
設奨励費補助
金交付

子育て支
援課

子育て支
援課

認可外保育施設に通園す
る市内在住の３～５歳ま
での児童にかかわる入園
料及び保育料を世帯の所
得に応じて減額する。

（該当なし）平成２７年度から、該当施設が認定こ
ども園へ移行したことにより、該当施設がなくなっ
たため。

1 未
実施

平成２７年度から、該当施設が認定こども
園へ移行したことにより、該当施設がなく
なったため。

5 廃止・
計画外

(記入なし）

94 経済的支援事
業への協力

子育て支
援課

子育て支
援課

中学３年生までの子ども
または妊娠中の人がいる
家庭に優待カードが配布
され、協賛店舗で提示し
割引などのサービスを受
けられる埼玉県が実施す
る事業に協力する。
○パパママ応援ショップ事
業

パパ・ママ応援ショップ事業
窓口にてパパ・ママ応援ショップ優待カードの配
付。
市報、ホームページによる周知。

3人乗り電動自転車レンタル事業
子育て世帯の負担軽減と幼児の安全確保を目的
に3人乗り電動付自転車２０台の貸出を行った。

3 あ
まり
十分
でな
い

平成27年度にふじみ野市児童発育・発達
支援センターが開設。それまでは、開設に
向けての会議を実施していたが、平成28
年度に見直し、関係機関と連携し、切れ目
のない支援ができるように見直しをはかっ
た。

2 拡充 平成28年度は、会議開催回数が1回に留
まってしまったため、今後は定期的に開催
し、より関係機関との連携を密にはかれる
ようにする。

(記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

95 個別就学相談
や体験入学会
等の実施

学校教育
課

学校教育
課

学校教育課が窓口とな
り、障がいのある児童生
徒の保護者と就学に係る
相談を受け付ける。
・特別支援学級の見学や
体験入学等、保護者の要
望に基づき実施する。
・就学支援委員会では、
小児科医や臨床心理士
等、専門的な立場より必
要に応じて個別検査や就
学に係る相談、助言等行
う。

○特別支援学級の見学、体験入級を保護者の要
  求、要望に基づいて実施した。
○就学支援委員会の開催
　ふじみ野市立小・中学校に就学予定の者及び就
学
  している児童生徒のうち、障がいがあるため教育
上特
  別な措置又は支援を必要とする者に対して教育
的
  診断を行い、教育措置及び教育的支援の適正
化を
  期する目的で実施した。
　第1回　5月17日（火）辞令交付式・説明会
　第2回　6月21日（火）Aグループ審議・判断①
　第3回　6月29日（火）Bグループ審議・判断②
　第4回　7月26日（火）Aグループ審議・判断①
　第5回　7月26日（火）Bグループ審議・判断②
　第6回　10月11日（火）Aグループ小学１年生
　第7回　10月25日（水）Bグループ小学1年生
　第8回11月15日（火）小学校就学予定児童
　第9回　1月31日（火）まとめ
　※審議・判断児童生徒数
　　　・Aグループ（旧上福岡地区）78名
　　　・Bグループ（旧大井地区）77名　合計155名
○小児科医や臨床心理士等の専門的な立場よ
り、
　個別検査や就学に係る相談・助言活動を行っ
た。
  構成（医師、学識経験者、学校教育関係者、
           福祉関係者）

4 あ
る程
度

○就学相談の充実
・電話相談や面談等、就学までの流れを
説明し、情報を提供した。
・発育・発達支援センターと連携し、就学
説明会を実施した。

○特別支援学級の見学、体験入級の実
施
・保護者の要望に基づいて、市内特別支
援学級の見学や体験入級を実施した。

○就学支援委員会の開催
・市内小中学校に就学予定者のうち、障
がいがあるため教育上特別な措置又は支
援を必要とする者に対して、教育的診断
を行い、教育措置および教育的支援の適
性化を図った。
・年９回開催、小委員会３回開催。

2 拡充 ○就学相談の充実
・電話相談や面談等、就学までの流れを
説明し、情報を提供した。
・発育・発達支援センターと連携し、就学
説明会を実施する。

○特別支援学級の見学、体験入級の実
施
・保護者の要望に基づいて、市内特別支
援学級の見学や体験入級を実施した。

○就学支援委員会の開催
・市内小中学校に就学予定者のうち、障
がいがあるため教育上特別な措置又は支
援を必要とする者に対して、教育的診断
を行い、教育措置および教育的支援の適
性化を図る。
・年９回開催。

○特別支援学級の増設
・平成２９年度は、西原小学校（知的障害）
に開設。平成３０年以降、児童生徒の実
態や就学相談の結果により、順次開設を
目指す。

(記入なし）

96 療育ネットワー
ク会議による連
携の強化

子育て支
援課

子育て支
援課

保健センター、家庭児童
相談室、地域子育て支援
センター等の関係機関が
連携し、療育に関する情
報交換や支援策を行う。

療育ネットワーク事業を廃止し、新たに子ども・子
育て連携会議を立ち上げた。会議の趣旨は、乳幼
児期から、保健、福祉、教育及び医療分野で連携
をはかり、切れ目のない支援を目指すものであ
る。
平成28年度の会議回数は１回であるが、会議を契
機に要支援児童の把握ができ、家庭児童相談員
が介入支援をした。
また、保育所の年長児に関しては、教育委員会が
要支援児童を把握した上で、保護者に適切な進
路選択を促すことができた。

3 あ
まり
十分
でな
い

平成27年度にふじみ野市児童発育・発達
支援センターが開設。それまでは、開設に
向けての会議を実施していたが、平成28
年度に見直し、関係機関と連携し、切れ目
のない支援ができるように見直しをはかっ
た。

2 拡充 平成28年度は、会議開催回数が1回に留
まってしまったため、今後は定期的に開催
し、より関係機関との連携を密にはかれる
ようにする。

発達障がい者支援法

96 療育ネットワー
ク会議による連
携の強化

障がい福
祉課

障がい福
祉課

保健センター、家庭児童
相談室、地域子育て支援
センター等の関係機関が
連携し、療育に関する情
報交換や支援策を行う。

ふじみ野市児童発育・発達支援センター、子育て
支援課、保健センター、学校教育課等と連携を図
り、支援を行った。

4 あ
る程
度

児童発育・発達支援センターを開設したこ
とにより、関係機関との連携を強化するこ
とができた。

3 現状
維持

発育・発達に関する相談・支援のニーズ
が高まっており、相談・支援の件数の増加
が見込まれるとともに、内容（質）の充実も
求められる。

第３期障がい者基本計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
障害児への支援は、子育て支援課、学校教育課、障がい福祉課、保健センターなどそれぞれの分野にわたって連携して支援にあたっている。今後も切れ目なく、きめ細やかな支援ができる体制を維持して
いく。

④
 

障
が
い
児
の
い
る
家
庭
の
福
祉
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

96 療育ネットワー
ク会議による連
携の強化

保健セン
ター

保健セン
ター

保健センター、家庭児童
相談室、地域子育て支援
センター等の関係機関が
連携し、療育に関する情
報交換や支援策を行う。

保健センター、子育て支援センター、子育て支援
課等関係各課で情報交換等を開催した。

4 あ
る程
度

平成27年度までは、発育発達支援セン
ター開設に伴う会議を主に実施してきてい
たが、その後、ケースについての検討や
児の発達に関する支援の在り方について
各課担当が検討できた。

2 拡充 平成29年度保健センターでは、子育て世
代包括支援センターを設置し、妊娠期か
らの切れ目のない支援の充実を図ること
となった。発達に心配のある児や保護者
への支援についても同時に各課と連携し
切れ目のない支援をしていく必要があると
考えるため、この会議の充実を図る必要
がある。

発達障碍者支援法

97 障がい児のい
る家庭における
ニーズの把握

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障がい児のいる家庭から
の相談や懇談会を通して
ニーズを把握し、必要な
情報提供を行うと共に適
切なサービスの利用支援
を行う。

ふじみ野市児童発育・発達支援センターにおい
て、心身に障がいのある児童又は発育発達に心
配のある児童に対して、早期から集団療育や個別
療育による発達指導・日常生活指導の療育事業
を実施した。また、専門職等による障がいのある
児童や家族のからの相談や、保育所（園）・幼稚
園等を巡回して援助・助言等を行った。
○発育・発達相談　述べ80人
○療育相談　延べ513人
○巡回相談　延べ176人
○さくらんぼ教室　延べ284人
○児童発達支援　延べ2,519人
○放課後等デイサービス　延べ224人

4 あ
る程
度

児童発育・発達支援センターの延べ利用
人数が増加している。今後においても支
援等を必要とする人のニーズに応えるとと
もに質の確保に努める必要がある。

3 現状
維持

発育・発達に関する相談・支援のニーズ
が高まっており、相談・支援の件数の増加
が見込まれるとともに、内容（質）の充実も
求められる。

第３期障がい者基本計画

98 ひとり親家庭等
医療費助成制
度

子育て支
援課

医療福祉
課

母子家庭等を対象に、医
療保険による診療費を全
額又は一部を公費（市費）
負担で実施する。

ひとり親家庭等の医療費のうち保険診療による自
己負担分を支給した。（通年）住民税課税世帯は、
一部負担をしてもらった。　（受給者数）１，５８０人

5 十
分

ひとり親家庭等の医療費のうち、保険診
療による自己負担分を支給した。（通年）
住民税課税世帯は、一部負担をしても
らった。受給者数としては、平成２５年度1,
８００人から平成２８年度1,６００人と２００
人減となっている。扶助費しては、平成２５
年度４７,７０７,９８４円から平成２８年度４
８,０９１,０７６円で３８３,０９２円増となって

3 現状
維持

近隣市町村の状況も鑑みて、今後もひと
り親家庭等医療費の助成制度は継続す
る。

(記入なし）

99 ひとり親家庭児
童高校入学準
備金支給事業

子育て支
援課

子育て支
援課

私立・公立高等学校・専
門学校等に入学を予定し
ている母子世帯に対して
一定の条件を満たした場
合に入学準備金を支給
し、経済面での支援を行
う。

ひとり親家庭等の児童が、国公立私立高校、専門
学校等に入学する場合に、非課税世帯を対象に
入学準備金を支給し経済的支援を実施した。
支給額　児童一人30,000円
○平成２８年度実績
申請件数：１７件
支給決定件数：１６件(１８人）
支払金額：５４０，０００円

5 十
分

毎年約20件から30件の申請がある。市報
や市ＨＰで周知はしているが、申請を失念
していたという市民がいる。

3 現状
維持

ひとり親家庭の所得が高くなっており、申
請人数が減少傾向にあるが、募集時期に
なると問い合わせがあるためひとり親家
庭からのニーズは高いと思われる。

ふじみ野市ひとり親家庭等
児童高校等入学準備金支給
要綱

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
制度に基づき支援を実施するが、周知が届かず制度を利用できない世帯がいることが課題となる。周知とともに、対象者の把握を確実に行えるよう取り組みたい。

２
 

ひ
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

100 母子等の自立
に向けた支援

子育て支
援課

子育て支
援課

※重点施策１２
母子家庭を総合的に支援
するため、相談体制を充
実する。また、自立支援の
一環として、職業能力開
発等により効果的な就業
支援を行う。

母子家庭自立支援員の配置について、これまで
の相談実績等から、現行の児童ケースワーカーの
支援の範囲で補填ができているケースが多いこと
などあるが、今後の利用状況を加味しながら、そ
の必要性について引き続き検討を行った。

4 あ
る程
度

母子家庭自立支援員の配置を検討する
も、現行児童ケースワーカーによる支援
や窓口相談で対応でき、配置決定までは
至っていない。高等職業訓練促進給付
金・自立支援教育訓練給付金に加え、平
成28年度より高校卒業程度認定試験合
格支援事業を始めた。

3 現状
維持

国では「すくすくサポート・プロジェクト」に
より、ひとり親家庭支援施策を拡充してい
る。ひとり親家庭にはただ生活支援をする
だけではなく、自立促進に向けた支援施
策を整えて行く必要があると思われる。

母子及び父子並びに寡婦福
祉法

100 母子等の自立
に向けた支援

福祉課 福祉課 母子家庭の経済的な自立
に向けた相談に対して、
活用できる制度の紹介や
生活改善のアドバイスを
行う。

生活に困窮している母子世帯などからの相談に対
して、他法他施策が活用できない場合に生活保護
制度について説明を行い周知を図った。

4 あ
る程
度

生活保護制度により最低限度の生活を営
むことができるが、小さい子どもを抱えて
いると就労時間に制約があり十分な収入
が得られず経済的な自立は厳しい。

3 現状
維持

母子世帯に対する扶助費の軽減を目的
に、引き続き就労支援、就労定着支援、
増収を見越した転職支援を継続していく。

(記入なし）

101 母子家庭等の
緊急一時保護
体制の充実

子育て支
援課

子育て支
援課

緊急に避難する母子等に
対し、一時保護ができる
母子生活支援施設へ入
所できるように関係機関と
連携を図る。また、母子生
活支援施設への入所手
続きの際に一時避難が必
要な母子等に対し、緊急
避難支援として宿泊費等
を支給する。

配偶者等暴力被害者緊急一時保護実施要綱に
基づき、配偶者などからの暴力から逃れるため、
行き場を失い若しくは避難する母子が、母子生活
支援施設等に入所するまでの間に緊急一時的に
別の宿泊施設などで保護、支援する措置をした。

平成28年度：０件

4 あ
る程
度

施設入所が必要な母子に対して情報提供
等をしているが、実際に施設入所した件
数は、１世帯のみであった。

3 現状
維持

施設入所が必要な母子に対して、これま
で通り情報提供し、施設入所を経て、自立
につなげていけるよう支援をする。

児童福祉法

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
各家庭ごとに寄り添い、細かく把握して支援をするケースワーカーの業務が要になる。自立支援施策はひとつひとつの状況に応じた的確な判断が必要であるので、担当課をまたぐバックアップ体制も図って
いきたい。

②
 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
相
談
・
緊
急
援
助
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

102 介護相談員の
活動の支援

高齢福祉
課

高齢福祉
課

地域福祉の推進のため、
高齢者の相談に対する介
護相談員に、随時研修等
の場を提供して活動の支
援をする。

事事業所に出向いてサービスの実態を把握し、利
用者とその家族、事業所との橋渡しをしながら、問
題の改善や介護サービスの質的向上のために活
動した。
　○事業所への訪問相談
　　延べ回数　年427回

　○介護相談員研修
　　現任研修　2名
　　　(10月5日～10月6日）
　　事業費
　　　報酬　　 1,024,800円
　　　研修費　    60,480円
　　　交通費　      4,704円
　　　郵送料　    13,095円
           合計  1,103,079円

4 あ
る程
度

介護相談員の活動支援については、介護
保険サービスの資質の向上を図るための
施策として介護サービス適正実施指導事
業の位置づけとなっている。
利用者と直接対話することで、利用者の
疑問・不満・不安の解消を図ることで、介
護サービスの質の向上につながっていま
す。
　介護相談員の年齢が高齢化が進み、新
たな担い手の育成が課題になっている。

3 現状
維持

高齢化が進む中、介護保健サービスの利
用が増加していくことが予測され、介護相
談員の役割も重要になってきます。
介護相談員の担い手の育成も急務であ
り、介護相談員に年齢要件を設け、新た
な介護相談員の育成に努める。

介護保険法

103 在宅高齢者
サービスの実
施

高齢福祉
課

高齢福祉
課

65歳以上の高齢者や要
介護認定者の日常生活
の利便を図るとともに、介
護者の負担を軽減させる
ための各種サービスを提
供する。

【紙おむつ等の給付】
決算額　15,616千円　延べ利用者数　3,792人
【寝具洗濯サ－ビス】
決算額　29千円　利用者数　 3人
【訪問理美容サービス】
決算額　160千円　利用者数　49人
利用回数　95回
【ごみ出し支援サービス】
決算額　1,976千円　延べ利用者数　621人
【徘徊高齢者探索サービス】
 16千円　利用者数　4人
【緊急時連絡システム】
決算額　4,012千円　利用者数　553人
【日常生活用具給付】
決算額　0千円　件数　0件
【在宅要介護高齢者介護手当】
決算額　11,735千円　延べ支給者数　2,347人
【入浴料助成】
決算額　404千円　利用者数　33人
【配食サービス】
決算額　13,612千円　月平均利用者数　224人
【ふれあい入浴利用助成金】
決算額　806千円　延べ利用者数　1,875人

4 あ
る程
度

高齢者の方が、介護や支援が必要になっ
ても、安心して地域で生活できるよう、紙
おむつの給付や訪問理美容、ごみ出し支
援などの在宅生活支援を行っている。
サービス内容によっては、利用者が年々
増加化傾向にあるものもあれば、逆に減
少傾向のものもある。総合事業の兼ね合
いも含め、今後見直しも必要である。

3 現状
維持

高齢化が進む中で、市民ニーズも多様化
になっていくことが予測される。現事業の
実施要綱等を見直し、幅広い事業展開に
努める。

ふじみ野市在宅要介護高齢
者紙おむつ等給付事業実施
要綱
ふじみ野市高齢者等ごみ出
し支援事業実施要綱
ふじみ野市徘徊高齢者家族
支援事業実施要綱
在宅要介護高齢者介護手当
支給条例
ふじみ野市要介護高齢者等
寝具洗濯事業実施要綱
ふじみ野市要介護高齢者等
訪問理美容サービス事業実
施要綱
ふじみ野市配食サービス利
用助成事業実施要綱
ふじみ野市ふれあい入浴事
業実施要綱
ふじみ野市緊急時連絡シス
テム事業実施要綱
ふじみ野市高齢者入浴料助
成事業実施要綱
ふじみ野市高齢者日常生活
用具給付事業実施要綱

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
高齢や障がいのある方のニーズやサービスの需要は増えていく傾向があるので、担い手の確保が課題になる。また、利用する人が安心して利用できるよう窓口や相談体制の量的、質的向上が課題であ
る。

３
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

104 障がい福祉
サービスの提
供

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障害者基本法及び障害者
総合支援法、児童福祉法
に基づき、障がい者の自
立と社会参加の促進を図
るため、障がいの種別や
程度に応じて必要とする
サービスを受けられるよう
支援する。

障がい者の状態やニーズに沿ったサービスを提
供した。
○ 在宅生活を支援する「訪問系サービス」
　　延べ2047件
○ 施設の通所や入所施設での昼間のサービスで
ある「日中系サービス」
　　延べ3709件
○ 入所施設での夜間サービスやグループホーム
などの「居住系サービス」
　　延べ1116件
○ 補装具の交付・修理
　　延べ145件
○ 障害児通所サービス
　　述べ3092件

5 十
分

障がい者の状態やニーズに沿ったサービ
ス提供を実施した。多様化・複雑化する利
用者等のニーズに対応するための職員の
質の向上や関係機関との連携など支援体
制の強化が求められる。

3 現状
維持

障がい者や介護者の高齢化、核家族化
の進行などによりサービスに対するニー
ズはさらに増加・多様化することが予想さ
れる。

第３期障がい者基本計画

105 地域生活支援
事業の充実

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障がい者の相談に応じ必
要な情報の提供を行う相
談支援事業、手話通訳者
の派遣等を行うコミュニ
ケーション支援事業、屋外
での移動が困難な障がい
者に対して外出のための
支援を行う移動支援等、
地域の特性や利用者の
状況に応じた事業を行う。

○ 市町村が地域の特性や利用者の状況に応じ
て、柔軟に行う地域生活支援事業において、障が
い者のニーズに即した支援及びサービスの提供
を行った。
　手話通訳派遣　379件
　要約筆記派遣　23件
　移動支援事業　613件
　日中一時支援事業　132件

5 十
分

障がい者のニーズに沿ったサービス提供
を実施した。多様化・複雑化する利用者等
のニーズに対応するための職員の質の向
上や関係機関との連携など支援体制の強
化が求められる。

3 現状
維持

障がい者や介護者の高齢化、核家族化
の進行などによりサービスに対するニー
ズはさらに増加・多様化することが予想さ
れる。また、手話言語条例の制定に伴い、
手話の普及啓発を図る必要がある。

第３期障がい者基本計画

106 障がい者の日
常生活支援・社
会参加の支援

障がい福
祉課

障がい福
祉課

社会生活圏の拡大及び福
祉の増進等を目的とし障
がい者を支援する。
○在宅重度心身障害者
手当等の支給
○福祉タクシー利用料金
の助成

○在宅重度心身障害者手当等の支給
　延べ　8,703件
○福祉タクシー利用料金の助成
　延べ　15,200件
○紙おむつの給付
　延べ　1,909件
○ファクシミリ利用料金の助成
　延べ　23件
〇自動車燃料費の助成
　延べ　3,253件

5 十
分

障がい者のニーズに沿ったサービス提供
を実施した。多様化・複雑化する利用者等
のニーズに対応するための職員の質の向
上や関係機関との連携など支援体制の強
化が求められる。

3 現状
維持

利用者のニーズに沿ったサービス提供が
求められる。また、時代にあったサービス
内容及び費用対効果も考慮して内容等を
検討していく。

第３期障がい者基本計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

107 地域包括支援
センターの充実

高齢福祉
課

高齢福祉
課

高齢者の孤立化を防ぎ、
高齢者やその家族が安心
して生活ができるように、
介護・福祉・保健の専門
職が連携しながら支援す
る。

○総合的な相談・支援
　高齢者や家族からの相談に対して支援する。必
要なサービスや利用可能な制度の活用を支援し、
より専門的な相談機関への紹介などを行った。
○権利擁護
　高齢者の人権・財産を守るために成年後見制度
の利用の促進や、高齢者に対する虐待の早期発
見・防止に取り組んだ。
○包括的・継続的ケアマネジメント
　地域で活動する介護支援専門員に対して指導・
助
　言を行い、資質の向上を図った。
○介護予防ケアマネジメント
　介護が必要になる可能性が高いと判定された高
齢者及び介護保険で要支援１・２の認定を受けた
方の介護予防プランを作成した。
○地域ケア会議の充実
　日常生活圏域における課題の把握及び個別課
題の解決や支援に向け、多職種連携による地域
個別会議を開催した。
○家族介護支援の充実
　認知症の方やその家族、地域住民などが集い、
交流する場として、各高齢者あんしん相談セン
ターで「オレンジカフェ」を実施した。

4 あ
る程
度

地域包括支援センターを市民の方に身近
に相談が出来る機関として認識してもらえ
るよう愛称を公募し、平成27年4月より『高
齢者あんしん相談センター』の愛称で運
営。
介護保険法の改正に伴い、センターの機
能強化として『地域ケア会議の推進』、『認
知症施策の推進』などが示され、地域ケア
個別会議、オレンジカフェ等を実施。
センターの機能強化を図るには、人員体
制の強化、資質向上が課題になってい
る。

2 拡充 介護保険制度の見直しでは、地域包括支
援センターの機能強化が新たに示され、
介護予防の取組強化、市民やサービス提
供事業所などを含めた介護予防の普及啓
発、自立支援護離職者防止のための相
談支援強化、職員の質の向上等に取り組
むことになっている。
センターの機能強化を図るために、人員
の加配、研修参加等により質の向上を図
る。

介護保険法

108 高齢者・介護に
関するニーズ
の把握

高齢福祉
課

高齢福祉
課

高齢者がいきいきと暮ら
せるよう介護に関する
ニーズを把握し、今後の
施策・事業に結びつける
ための調査に努める。

○第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
画
 　の進捗状況の報告

○介護保険等運営審議会委員報酬　　292,400円

○第７期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
画
 　策定業務委託料(アンケート調査)3,510,000円

4 あ
る程
度

介護保険法により、3年を１期として高齢
者保健福祉計画及び介護保険事業計画
を策定することとなっている。このため、介
護保険等運営審議会で計画の進捗管理
を行っており、概ね適正な管理できたもの
と考えている。なお、介護保険事業計画の
計画値において、給付費等に若干の乖離
が生じた。

3 現状
維持

高齢者保健福祉計画内容を検証しなが
ら、団塊の世代が後期高齢者となる平成
３７年までの中長期を視野に入れ、今後
の施策等に結びつけていき、高齢者が住
み慣れた地域で、いつまでも、自分らしく、
安心して、豊かな生活を送れるまちを、全
ての世代の市民とともに支え合いながら
つくりあげていくことを目指していく。

介護保険法
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

109 障害者就労支
援センターの運
営

障がい福
祉課

障がい福
祉課

勤労意欲のある障がい者
に対して、関係機関と連
携し、就労に向け支援す
るとともに就労後の定着
支援を行う。

○障がい者の一般企業等への就労についての相
談
○登録された障がい者へ生活訓練や職場実習訓
練
　機会の提供
○一般就労に向けた支援、就労後のフォローアッ
プ
   支援
○障がい者の就労の場として職場開拓
　　登録者数　196名
　　就労者数　109名

4 あ
る程
度

障がい者の勤労意欲が高まってきてお
り、相談件数は増加傾向にある。今後は
就労の定着支援や新規の雇用先の開拓
が重要となってくる。

2 拡充 生活全般にわたる総合的な相談支援が
行えるよう平成２９年度から障がい者相談
支援センターと統合する。また、平成３０
年度に改正障害者総合支援法が施行さ
れ、定着支援の強化を図る必要がある。

第３期障がい者基本計画

110 障がい者相談
支援事業

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障がい者が地域で安心し
て生活し、適切なサービス
を利用できるよう専門職を
配置し相談に応じる。

○障害者相談支援事業
　・福祉サービスの利用援助
　・社会資源を活用するための支援
　・社会生活力を高めるために必要な援助
　・ピアカウンセリング
　・権利の擁護のために必要な援助
　・専門機関の紹介
○相談支援機能強化事業
　・専門的な相談支援を要する困難な事例等への
   対応
○住居入居等支援事業
　・不動産業者に対する物件の斡旋依頼及び家主
等
　　との入居契約手続支援
　・生活上の課題への緊急時における相談支援及
び
   関係機関との調整
○その他障がい者相談支援に関すること
　
　年間相談件数　1686件

4 あ
る程
度

複雑化・多様化する相談内容に対応する
ため、相談支援事業を４法人に委託して
いる。障がい者が切れ目なく相談支援を
受けられるように関係機関等との連携強
化が必要である。

2 拡充 生活全般にわたる総合的な相談支援が
行えるよう平成２９年度から障害者就労支
援センターと統合する。

第３期障がい者基本計画

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
利用者それぞれのニーズを把握し、生活基盤から就労、そして自立へ道筋を示すことを意識して支援体制をとっていくことが必要である。

②
 

地
域
生
活
基
盤
の
確
保
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）
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今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
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（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外
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向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

111 障害福祉サー
ビス提供体制
の整備充実

障がい福
祉課

障がい福
祉課

相談支援の充実、障害者
虐待防止や成年後見制
度利用支援事業等の権
利擁護を推進するとともに
障がい福祉施設の整備を
促進し、サービスの提供
体制の充実を図る。

障がい者相談支援センターにおける障害者相談
支援事業を複数の法人に委託し、相談支援体制
の充実に努めた。
判断能力が不十分な障がいのある人に対し、成
年後見制度に関する相談や情報提供、申立てや
成年後見業務に対する報酬を助成などの支援を
行った。
障がい福祉施設に対する補助を行い、施設整備
及びサービス提供体制の充実を図った。
○成年後見制度利用支援事業
　２人
○社会福祉施設整備費補助金
　１事業所
○地域活動支援センター補助金
　１事業所
○児童発達支援事業補助金
　２事業所
○生活ホーム補助金
　１事業所
○障害者施設等運営安定化補助金
　１事業所
○入間東部福祉会運営費等補助金
　１事業所
〇児童発育・発達支援センター補助金
　１事業所
○生活介護事業運営安定化補助金
　１事業所

4 あ
る程
度

障がい者の状態やニーズに沿ったサービ
ス提供を実施した。多様化・複雑化する利
用者等のニーズに対応するための職員の
質の向上や関係機関との連携など支援体
制の強化が求められる。

3 現状
維持

利用者のニーズに則した障害福祉サービ
スや施設に対する補助を行う。

第３期障がい者基本計画

112 高齢者の就業
の支援

高齢福祉
課

高齢福祉
課

男女問わず高齢者が組織
的に働くことを通じて、収
入を得るとともに、健康を
保ち、生きがいを持って地
域社会に貢献することを
促進するために、ふじみ
野市シルバー人材セン
ターに補助金を交付す
る。

【補助事業名】（社）入間東部シルバー人材セン
ター補助金
【対象団体】（社）入間東部シルバー人材センター
【会員数】２,０９７人
【活動内容】男女を問わず高齢者が組織的に働く
ことを通じて、収入を得るとともに、健康を保ち、生
きがいを持って地域社会に貢献する。
【効果】今後増加する定年退職者も含め、高齢者
の就労支援や地域活動などに効果的であった。
【補助金額】
平成２８年度　10,100千円

4 あ
る程
度

合併の効果とともに、シルバー人材セン
ターの自主自立に向け様々な支援を実施
することにより、就業機会の拡大も図ら
れ、補助金の削減にもつながった。しか
し、現状、補助金に依存した体質が改善さ
れるまでにはいたっていない。

3 現状
維持

引き続き富士見市・三芳町と連携し、シル
バー人材センターへの補助を継続していく
とともに、センターの自立に向けた支援に
努めていく。

高齢者の雇用の安定等に関
する法律
ふじみ野市シルバー人材セ
ンター補助金交付要綱

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
生きがいづくりとして、スポーツ等レクリエーション活動の実施と、就業、そして居場所づくりという観点がある。スポーツについては需要が高く、設備、利用方法を充実させてニーズに応えていく。就業と居場
所づくりについては、高齢者、障がい者などそれぞれの状況に合わせた支援が必要となる。

③
 

生
き
が
い
活
動
支
援
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現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

113 健康スポーツ
事業の実施

文化・ス
ポーツ振
興課

スポーツ
振興課

健康で生きがいのある豊
かな老後を過ごすため、
学習やスポーツ・レクリ
エーション活動、ボラン
ティア活動などをきっかけ
とし、社会活動への積極
的な参加を促進する事業
を開催する。
○５０歳以上を対象に「シ
ニア元気塾」

○【事業名】前期「シニア元気塾」
   【実施日】５月１６・２３・３０日・６月１３日・
               ２０日・２７日　月曜日　全６回　上
               野台体育館
   【講　師】スポーツ推進委員
   【内　容】ストレッチ・ウオーキング・筋トレ・軽ス
ポーツ
              等
   【延べ参加人数】245人
○【事業名】後期「シニア元気塾」
   【実施日】９月１６・２３・３０日・１０月７・
               １４・２１日　　金曜日　全６回　上野
               台体育館
   【講　師】スポーツ推進委員
   【内　容】ストレッチ・ウオーキング・筋トレ・軽ス
ポーツ
              等
   【延べ参加人数】260人

4 あ
る程
度

事業の募集定員を超える応募状況がある
ことから、市民のスポーツに対するニーズ
の高まり、広がりを踏まえ、市民ニーズに
応える事業企画が必要である。
あわせて本事業の開催情報の入手先とし
て市広報を挙げた人が８８％であり、これ
までにシニア元気塾に参加したことがある
人が市広報を見て申し込みをしている
ケースが多いことが分かるので、これまで
運動をすることに積極的でなかった市民
にも事業を周知して広く参加を促すため
に、多くの対象者の目に触れるところにポ
スターやチラシを設置して周知するなどの
工夫が今後も必要である。

2 拡充 日本の少子高齢化は、世界に類を見ない
ほど急速化しています。
また、高齢化に付随し老人医療費の高騰
や地域社会の希薄化による高齢者の孤
立など高齢者を取り巻く環境は、決して楽
観できるものではありません。
ついては、スポーツを通じて高齢者が現
在または将来において健康に生活が営む
ことができるよう関節の柔軟性や筋力の
低下を防ぐための運動の提供と参加者同
士のコミュニティの形成を目的とした事業
を展開します。

スポーツ推進計画

114 老人クラブへの
支援

高齢福祉
課

高齢福祉
課

会員の生活や地域を豊か
にする社会活動を促進す
る。
○老人クラブ連合会
○単位老人クラブ

《単位老人クラブ》
【補助事業名】ふじみ野市単位老人クラブ補助金
【対象団体】ふじみ野市単位老人クラブ（３７団体）
【会員数】２,0２８名
【活動内容】会員相互の交流を図るとともに地域
福祉の向上を図った。
【効果】会員の確保により、地域に根ざした高齢者
の社会参加や地域活動などを実施した。
【補助金額】　2,583,000円
【目標・課題】老人クラブ連合会と単位クラブの連
携及び自主自立の促進
《老人クラブ連合会》
【補助事業名】ふじみ野市老人クラブ連合会補助
金
【対象団体】ふじみ野市老人クラブ連合会
【会員数】２,０２８名
【活動内容】会員の生活や地域を豊かにする社会
活動を実施した。
【効果】今後増加する定年退職者も含め、会員の
確保により、地域に根ざした高齢者の社会参加や
地域活動な
　　　　どを実施した。
【補助金額】　3,150,000円
【目標・課題】老人クラブ連合会と単位クラブの連
携及び自主自立の促進

4 あ
る程
度

単位老人クラブ及び連合会と連携を図り
事業展開しているが、年々、会員の高齢
化が進み、連合会からの脱会や単位老人
クラブからの脱会が目立つようになった。
クラブ数の減少、会員数の減少が事業全
体の縮小に繋がっている。
今後は、クラブ数並びに会員数の確保が
課題である。

3 現状
維持

今後も引き続き連携を図り、他市町の状
況もリサーチしながら、クラブ並びに会員
の確保に努めます。

ふじみ野市老人クラブ連合
会事業補助金交付要綱
ふじみ野市単位老人クラブ
事業補助金交付要綱
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

115 高齢者の学習
の場の提供

大井中央
公民館

大井中央
公民館

高齢者の地域での生きが
い事業として教養課程（１
つのテーマを決め１年間
かけて学習）と学部学科
で事業を展開している。ま
た、団塊の世代の地域で
の生きがい事業へと結び
つく展開を行っている。
○もくせい大学

◎もくせい大学
【期間】　5月～3月
【教養課程】
　・教養講座　2回開催
　　参加者　132人
　・もくせいシネマ　1回開催
　　参加者　22人
　・館外研修
　　期日：2月10日
　　研修先：富弘美術館ほか
　　参加者  58人
【学科コース及び受講生数】
　・コーラス学科　 47人
　・フォークダンス学科   22人
　・スポーツ吹き矢学科　 18人
　・水彩画学科   19人
　・水墨画学科　 17人
　・書道学科   21人
　・英語学科   26人
　・俳句創作学科   16人
　・料理学科   20人
【文集『もくせい』】　43号発行

5 十
分

高齢者の地域での生きがいづくり事業とし
て、歴史ある事業を継続実施している。
社会教育活動に理解ある講師の獲得が
課題となっている。

3 現状
維持

高齢者の学習意欲を高める事業として今
後も実施していくため、引き続き講師の獲
得に力を入れるとともに、受講生の増加に
向け講義内容の充実を図る。

社会教育法
ふじみ野市生涯学習推進計
画

115 高齢者の学習
の場の提供

上福岡公
民館

上福岡公
民館

豊かな教育を身につけ、
主体的に行動し、高齢者
一人ひとりが健康で明る
く、生きがいを持った人生
を送るために、仲間づくり
を行う。
○ことぶき大学

【事業名】
     ことぶき大学
【開催日】
     ５月31日～２月21日までの火曜日、全１5回
　　　絆の時間3回実施
【内　容】
      開講式から始まり、健康、音楽、防災、地図づ
くり
      等をテーマに講義、講演会、自主活動を開
催。
【受講人数】
      １００人
【会　場】
      公民館ホール他

4 あ
る程
度

ことぶき大学は女性の参加者が７割にも
のぼり男性の参加が少ない。定員は保っ
ているが、もう少し男性が申し込みに来て
くれるよう適宜な見直し等考えていく必要
がある。

1 方針
変更

市民大学の連携、他館の高齢者教育との
関係を検討し、男女ともに文化的利益を
享受することが出来るよう講座づくりを工
夫していく。

(記入なし）

116 障がい者在宅
援護事業

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障がい者の地域生活を支
援するために、相談支援
事業の充実とホームヘル
プサービス・ショートステイ
等の在宅福祉サービスや
生活介護等の日中活動
の場を提供する。

障がい者の状態やニーズに沿った在宅福祉サー
ビスを提供した。
○在宅生活を支援する「訪問系サービス」
　・居宅介護　1135件
　・重度訪問介護　53件
　・同行援護　183件
　・行動援護　320件
　・短期入所　356件
○施設の通所や入所施設での昼間のサービスで
ある
   「日中系サービス」
　・生活介護　1380件
　・自立訓練（機能訓練・生活訓練）　58件
　・就労移行支援　274件
　・就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）　1910件
　・療養介護　87件
                        等

4 あ
る程
度

障がい者の状態やニーズに沿ったサービ
ス提供を実施した。多様化・複雑化する利
用者等のニーズに対応するための職員の
質の向上や関係機関との連携など支援体
制の強化が求められる。

3 現状
維持

障がい者や介護者の高齢化、核家族化
の進行などによりサービスに対するニー
ズはさらに増加・多様化が予想される。

第３期障がい者基本計画
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

117 障がい者団体
育成事業

障がい福
祉課

障がい福
祉課

障がい者やその家族に対
して相互の親睦と福利厚
生を図るため、身体障害
者福祉会、手をつなぐ育
成会、精神障害者家族会
への運営費等の一部補
助することで安定的な運
営を図る。また、身体障害
者福祉会及び手をつなぐ
育成会が実施するレクリ
エーション事業についても
一部補助することで、社会

○運営費等の補助
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　・ふじみ野市精神障害者家族会
○レクリエーション事業の補助
　・ふじみ野市身体障害者福祉会
　　９月４日～９月５日　宿泊バス旅行
　・ふじみ野市手をつなぐ育成会
　　４月２４日　日帰りバス旅行

5 十
分

障がい者の福祉の増進を図るため、障が
い者団体に対して運営費等の補助を行っ
ている。各団体が運営状況等をみながら
補助のあり方を検討していく必要がある。

3 現状
維持

福祉喫茶「歩歩」については、平成２９年
度から市内の法人に運営を引き継いだ。
今後は法定事業である就労継続支援Ｂ型
事業所を目指していく。
各団体の運営状況をみながら補助内容・
補助金額を検討していく。

第３期障がい者基本計画

118 交流の場の提
供

上福岡公
民館

上福岡公
民館

青年の障がい者とボラン
ティアスタッフが自ら地域
へ出て、様々な人たちと
交流を行い障がい者への
理解を深めてもらう活動を
実施する。

【事 業 名】
     コスモスくらぶ
【開 催 日】
    ８月を除く毎月第３日曜日に実施
　　（全１１回）
【内　  容】
　　　カラオケ・ボウリング・バス研修・クリスマス、
レクリ
　　　エーションなどによる交流会を開催した。
【参加人数】
　　 ２８人（会員数）
【会  　場】
     公民館ホール他

※　本事業は、上福岡西公民館が主事業館とな
り、
   予算管理等の運営をしている。
 　　事業の開催については、上福岡西公民館と上
   福岡公民館が共同で事業を実施している。

4 あ
る程
度

現在、仲間２８人とボランティアスタッフ９
人で事業を行っている。毎回、事業に参加
することを楽しみにしている参加者が多
い。しかしながら、ボランティアスタッフの
新規参加者が少ないという課題があり、
検討が必要。

3 現状
維持

仲間の高齢化や新規参加者の募集、ボラ
ンティアスタッフの募集など、検討を進め
ていく必要がある。また、事業の内容につ
いても、固定化しつつあるので、新たな事
業展開を考えていく必要がある。

(記入なし）

59 / 62 ページ



ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

118 交流の場の提
供

上福岡西
公民館

上福岡西
公民館

青年の障がい者とボラン
ティアスタッフが自ら地域
へ出て、様々な人たちと
交流を行い障がい者への
理解を深めてもらう活動を
実施する。

障がい者の遊び及び友達とのふれあいの場を創
る目的とし、自立支援をボランティアの協力により
コスモスくらぶを実施した。
8月を除く毎月第３日曜日に実施
・4月17日　調理実習　仲間15人　スタッフ4人
・5月22日　カラオケ大会　仲間16人　スタッフ5人
・6月19日　ボウリング大会　仲間16人　スタッフ5
人　　　　　　・7月24日　レクリエーション大会
　　　　　　　 仲間13人　スタッフ7人
・9月25日　バス研修（埼玉伝統工芸会館）
　　　　　　　 仲間16人　スタッフ5人
・10月９日　料理実習　仲間9人　スタッフ5人
・11月20日　サークル交流会　仲間14人　スタッフ
6人
・12月18日　クリスマス会　仲間16人　スタッフ9人
・1月15日　カラオケ大会　仲間15人　スタッフ6人
・2月19日　軽スポーツ大会　仲間16人　スタッフ5
人
・3月12日　保護者会　仲間14人　スタッフ5人
　　　　　　　 保護者11人

※　本事業は、上福岡西公民館が主事業館とな
り、
   予算管理等の運営をしている。
 　　事業の開催については、上福岡西公民館と上
   福岡公民館が共同で事業を実施している。

4 あ
る程
度

　中学校を卒業した知的障がいをもった青
年（仲間）たちと、ボランティアスタッフで年
間を通じ地域の人たちと交流を図りながら
①仲間にとって楽しい場であること②仲間
と地域の人たちとの交流の場としての学
級づくり③仲間の生活や自立を支援、学
びのある学級づくりの３つを念頭におき、
地域の人たちと一緒に取り組んでいくんで
います。
　 しかし、青年学級といっても４０歳を越え
ている仲間も多く、またボランティアスタッ
フも同様で、ボランティアスタッフの確保が
難しくなってきている。

3 現状
維持

仲間・ボランティアスタッフの増員の働き
かけが必要。障がいのある人も、ない人も
共に生きられる地域社会をつくりあげてい
くために、地域の人たちとの交流を図りな
がら、、新たな活動内容を検討する必要
がある。

（記入なし）
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

119 民生委員・児童
委員の活動の
充実

福祉課 福祉課 すべての住民が住み慣れ
た地域社会で安心して暮
らせるよう、地域における
問題・課題についての共
通認識や情報の共有がで
きるよう民生委員・児童委
員相互のネットワークの
強化に努める。

１　毎月定例会を実施し、情報共有及び地域の課
題
　　等の整理を行った。
　・連合会総会（4月14日）
　・会長会(臨時会長会含む15回開催)
　・地区民児協総会（5地区　4月に開催）
　・地区役員会（5地区　各12回開催）
　・地区民児協定例会（5地区　各12回開催）
　・専門部会連絡会(随時）
２　福祉に関する制度及び日常の相談、支援等実
務
　　に関する研修の参加及び実施。
　・地区別委員研修
　・専門部会による事例研究
　　　生活援護・高齢者・児童部会
　・５地区専門部会正副部会長情報交換会
　・埼玉県民児協等関連研修
　　　民生委員・児童委員課題別研修　16名
　　　主任児童委員セミナー　１名
　　　地域ケアシステム推進セミナー　１名
　　　災害ボランティア基礎研修　１名
　　　民生委員･児童委員･主任児童委員新任研修
56名
　　　 事業虐待防止セミナー　８名
　　　民生委員・児童委員協議会会長研修　３名
　　　民生委員・児童委員協議会会長研修　７名
　　ほか

4 あ
る程
度

毎月の定例会により、地域における問題・
課題について情報共有し、共通認識、を
行うことができた。

3 現状
維持

さらに民生委員・児童委員相互のネット
ワークの強化を図るため、継続して実施し
ていく。

(記入なし）

120 民生委員・児童
委員協議会 社
会福祉協議会
日本赤十字奉
仕団 更生保護
女性会との連
携強化

（未記入） 福祉課 地域福祉の向上をめざ
し、民生委員・児童委員協
議会、社会福祉協議会、
赤十字奉仕団、更生保護
女性会と連携を図り地域
福祉の推進を図る。

地域福祉の向上のため、各団体の総会等に参加
し、活動内容や事業を情報共有し、連携協力体制
をとれるように努めた。

　・更生保護女性会総会への民生委員・児童委員
協議会連合会長が参加した。（4/１９）
　・赤十字奉仕団と民生委員・児童委員協議会共
催で、赤十字災害時高齢者生活支援講習会を開
催した。
（７/８、７/１３、１０/５、１/２３）

4 あ
る程
度

更生保護女性会の総会に民生委員・児童
委員協議会長が参加。また、赤十字協議
会と民生委員・児童委員協議会が協働で
赤十字交流会を実施するなど連携を図る
ことができた。

3 現状
維持

さらに連携を図るため継続実施していく。 (記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
住み慣れた地域での生活、地域福祉の向上のため、民生委員、児童委員や各団体の協力を得ていく。各委員、団体と市役所との意思疎通と協力体制により住民の福祉向上を目指していく。

①
 

地
域
福
祉
組
織
の
充
実

４
 

地
域
福
祉
の
充
実
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ふじみ野男女男女共同参画プラン　進捗状
況報告書記入内容

事業内容（目的・対象・方
法等）

事業の位置付け
今後（概ね６年間）を見通した

課題や展望
現行計画期間（平成25年～28年度）

における評価

備考
事業の根拠法、「男女共同参
画プラン」以外に位置付けら

れている計画名称等

ふじみ野男女共同参画プラン　施策の現状と課題把握シート

計画書記
載

担当課
事業実施の現状と課題

今後の展開についてのコメント
（理由・内容を記入）

事業
実施
状況
評価

今後の
展開

（概ね６
年間）

↓１ 方針変更   ２ 拡充   ３ 現状維持で継続   ４ 縮小   ５ 廃止・計画外

基本
目標

主要
課題

施策
の方
向

番号
現行組織
担当課名

現在の組織名で自部署の担当事業のみを
表示する場合はこちらでフィルタをかけてください。
↓(計画書記載と異なる場合赤字としています) ↓５ 十分   ４ ある程度   ３ あまり十分でない   ２ 不十分   １ 未実施

Ｈ28年度実施内容

資料５

121 市民相談窓口
の充実

市民総合
相談室

市民相談・
人権推進
室

市政及び市民の社会生活
上のあらゆる相談に応じ
る窓口を充実し、市で委
嘱した専門相談員が適切
な助言、情報提供を行い
問題解決に向けた支援を
行う。

家族内での暴力や虐待、生活困窮、近隣トラブル、判断
力の厳しい方の被害など、多問題を抱えたり、どこの制
度にも繋がらないケースなどが増えている。このことか
ら、各専門相談の豊富な人材を活用し、福祉分野に関
わる相談も含めて総合的な相談対応ができる「市民総
合相談窓口」としての役割を担い、生活困窮等について
は、「行政書士による生活総合相談」として行政書士を
相談担当とし、福祉総合支援チームとの連携により、適
切な支援につなげた。
平成28年度生活困窮についての相談を受け、福祉総合
支援チームにつないだ相談件数　10件
（相談種目・日程）
相談会場:本庁
①行政書士による生活総合相談（月・金）181件
②行政書士による成年後見・生活総合相談（水曜日）
112件
③弁護士による法律相談（木曜日）253件
④司法書士による成年後見・法律相談(第1･3･5金曜日)
86件
⑤人権相談（第1金曜日）4件
⑥行政総合相談（第4水曜日）20件
⑦税理士による税務相談（第1・2水曜日）74件
⑧土地建物相談（第3水曜日）34件
⑨特設人権相談（年4回）2件
⑩家庭問題に関する相談（第2・4金曜日）27件
⑪女性のためのＤＶ・総合相談（火・木曜日）174件
相談会場:大井総合支所
⑫弁護士による法律相談（月曜日）218件
⑬行政書士による生活総合相談（火～金曜日）249件
⑭司法書士による法律・成年後見相談(第2・4金曜日)
55件
⑮税理士による税務相談（第3水曜日）43件

5 十
分

総合相談窓口として、相談者の不安や悩
みに応じた適切な相談種目を案内し、問
題解決に向けて迅速な支援に繋げてい
る。また、複合的な問題を抱えている相談
者には、福祉課や福祉総合支援チーム、
関係機関と連携協力を図りながら支援し
ているが、職員の相談スキルの向上や必
要な支援につなぐためのコーディネート力
をさらに強化していく必要がある。

3 現状
維持

相談支援に係る研修や専門相談員との
勉強会を通じて、相談支援に係る広い知
識を習得するなど研鑽を図る必要があ
る。

(記入なし）

122 福祉の情報提
供の充実

子育て支
援課

子育て支
援課

ホームページの充実を図
り、また子育て配信メール
を活用して、情報提供に
努める。

毎月１０日、２５日に子育て情報メールを配信し
た。
配信メール登録者数　　３，８６２人
総配信件数　　　　　　　　　　１０１件

4 あ
る程
度

毎月５日、２０日に子育て情報メールを配
信を行った。

4 縮小 子育てに関する情報発信については、ス
マートフォンの普及もあり、平成２８年１月
から配信開始した、子育てタウンアプリの
利用者が増えることが想定されるため。

(記入なし）

122 福祉の情報提
供の充実

福祉課 福祉課 ホームページの充実を図
り、また子育て配信メール
を活用して、情報提供に
努める。

・ホームページ又は市報等への福祉に関する情報
の掲載を行った。
　「あそびの公園」の開催情報を掲載(年10回)

・子育て情報メールの配信を行った。
　「あそびの公園」の開催情報を配信(年10回)

4 あ
る程
度

ホームページ、子育て情報メールの配信
により、情報提供を行うことができた。ま
た、フェイスブックを立ち上げ、あそびの公
園の報告や参加のＰＲができた。

3 現状
維持

さらに情報提供に努めるため、継続して実
施していく。

(記入なし）

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
相談者が抱えるさまざまな問題に的確に対処し、解決に導く相談体制が必要になっている。相談員のみならず職員のスキル向上が重要になる。また、市の他の担当部署や社会資源の活用が重要であり、
担当課間の連携をとっていくことが必要である。

【「施策の方向」レベルの評価と残されている課題、今後の対応】
情報発信については、従来からホームページの活用をしているが、近年のデジタルコンテンツの急速な発達により、メールやアプリといった、利用者に身近で速達性のあるツールを積極的に活用してPRにつ
なげたい。

②
 

市
民
生
活
を
め
ぐ
る
相
談
体
制
の
充
実

③
 

福
祉
情
報
の
提
供
体
制
の
充

実
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